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プロローグ





　皆、固かた唾ずを呑のんで事の成り行きを見守っていた。



　日の傾いた、放課後の教室。

　帰りのＨＲホームルームが終わって間もない時間で、室内にはまだ多くの生徒の姿があった。

　そしてその全員の視線が、ある一点に注がれている。

　別にケンカが起こっているわけではない。

　隕いん石せきなんかが落っこちてきたわけでもない。

　ただ。

　ある女子生徒に。

　ある男子生徒が近づいていくだけで。

「――やあ」

　彼の発した一言で、周囲の生徒たちがさっと緊張に包まれた。

　特別何がというわけではない。けれど何かがぎこちない。そこには「おお、あいつ、いったぞ」という驚きと好奇心がよく表れていた。



　そんな空気の中に、ひときわ興味深く見つめる二人組がいる。

「おわお！　きたきたあ！（小声）　あの人誰だれだっけ？　３年の西にし宮みやさん？　なあなあ昴すばる、あれどうなるのかなあ」

　期待に胸膨らませる彼の名はリクといった。

「……どうなる、か。まあ、結果は見えてると思うがな」

　そして、比較的冷静に見つめている方の名は昴という。

「あ？　なんでよ？」

「知らないのか？　ほぼ毎週のイベントだぞ？」

「おれすぐ帰っちゃうからなー。なんせ親父の手伝いがさ」

「そうか――まあ見てろ」



　男子生徒はいわゆる王子様タイプだった。

　さらっさらヘアに甘～いマスク、細身の身体からだには制服のはずの白シャツがまるで普段着みたいによく似合っている。育ちもいいのだろう、すでに仕草からしてお金持ちのお坊ちゃんのソレだった。

「――キミ、ねこちゃんっていうんだよね？」

　口を開いてもすんげえ爽さわやかなのは案あんの定じよう。しかもキミだなんていう言葉がまったく違和感なくフィットしている。こんな甘いマスクの貴公子に声をかけられて、ふつうのコなら舞い上がってしまうところだろう。事実、教室の中にも何人かぼうっとした目で彼を見つめる女子がいる。

　だが、果たして――

　彼女は、机の上に落としていた視線をふっと上げた。

『眠れる猫』。

　人は彼女をそう呼ぶ。

　丸まる鍋なべねこ、という珍しい名。小柄な身体に加え、その名の通りいつも眠そうなネコみたいにぽ～っとしていて、何を考えているのかよくわからない。

　しかし、ふだんからこんなだから気づかない人もいるが、よくよく見ると彼女、相当かわいらしい顔をしているのだ。まだ幼さの残る顔立ち。はっきりと大きい瞳ひとみは湖のような静かさをたたえ、桜の花びらを落としたような唇がひそやかな魅力を醸し出す。肌もこれまたお人形さんみたいに白くてキレイで、そのすごさといったらもう化粧水のＣＭレベルだと女子の間ではもちきりらしい。

　隠れ美少女、とでもいうのだろうか。それなりに有名なようで、毎週誰かしらのアプローチがあるらしいのが何よりの証拠である。

　しかし、である。

　彼女には一つ、まったく隠れてない特徴があった。

　有名といえばむしろこちらの方が有名なのである。

　彼女を初めて目にする人間の視線は、まずもってその一点に注がれるはずだ。

　黒ベスト。その胸。

　なぜかそこに、彼女はサングラスをひっかけているのだった。

　しかもこのグラサン、レジャー用だとかどこぞの俳優モデルとかいう雰囲気でもなく、未来の情報技術者とかが装着していそうなやたらサイバーなサングラスなのである。

　これだけ無害そうなツラしておいて、グラサン。しかも制服。そのギャップは相当に人目を引くらしく、彼女は名前よりも造形よりも断然『あのグラサンの子』として有名なのであった。

　彼女はそのまま、例の王子様を見上げる。

「……………………………」

　見つめる。

「……………………………………………………………」

　なぜか、静止している。

「……………………えっ……と、」

　先にたじろいだのは王子様の方だった。

　もっともである。問いかけに答えひとつ返さず、おまけにこうじっと見つめられてはさぞかし居心地が悪いことだろう。

　しかしさすがは王子様、ぐらついたのは一瞬だけで、すぐさま元の爽さわやかスマイルを取り戻すと、それはそれはにこやかに話しかけた。

「初めて見たときから思ってたんだ。キミさ、すっごくかわいいよね」

　その一言で、周囲がどよめく。

　――これは……。

　――来るぞ……。

　ざわ……ざわざわ……

「あのさ、それで、いきなり……なんだけど……」

　ざわざわ！　ざわざわざわ！

　いま、何かが起ころうとしている！

　あの王子様が、黄こ金がね橋ばし学園高等部二年ウサギさん組という湖に、大きな石を投げ込もうとしている！

　吹けよ嵐あらし！

　飛べよ看板！

　世界はッ！　激震を望んでいるッ！



「ボクと――付き合ってくれないかな？」



　――――。

　いまこそ。

　時よ、止まれ。

　教室中が凍りついた。

　そして……止まった時の中で動けるのは、ただ一人……。

　彼はさらに、狙ねらいすましたとっておきのスマイルを放った。

　にこっ！

　ただの笑顔ではない。己のイケメンぶりと爽さわやかぶりをしかと自覚し、その上で自らの顔が最もよく引き立つように、完かん璧ぺきに計算された角度と表情をもって繰り出す必殺技。これぞフィニッシュブローとでもいうべき美しさだった。

「――あっちゃあ……」

　はたで見ていたリクは、思わず顔を手で覆った。

「反則だろありゃ……。あんなモン見せられた日にゃマントヒヒだって恋に落ちるっつうの！　なあ昴すばる？」

「いや……見ろ」

　あごで示されて見てみると……おおっとぉ？

　まずはフィニッシュブロー中の王子様。

　そして。

　顔を上げたまま、一ミリも動いていない丸鍋ねこ。

　ハートを見事にブレイクされて固まっているのかと思いきや、どうもそうではない。

　いったいどういう状況なのだろう。

　誰だれも何も発しない。空気は凍りついたままだ。

　どれだけ経たったろう。10秒ぐらいだったかもしれない。あるいは１分ぐらいだったかもしれない。丸まる鍋なべねこは唐突に口を開いた。



「いや」



「……は？」

　リクは耳を疑った。

「いまなんつった？」

　うおお、と誰かの押し殺した声が漏れ聞こえてきた。

　どこかでひそひそ声がする。

　凍った空気が熱を持ち、少しずつ動きを取り戻してゆく。

　――『いや』と言ったのか？　あのおとなしそうな丸鍋ねこが『嫌』と？

　まさか。

　断ったのか？

　だとしたら……！

　リクの胸は躍っていた。王子様が放ったスマイルはこれぞ必殺、文句のつけようもない究極のフィニッシュブローだった。だが、ダウン必至のそいつに対して、あの丸まる鍋なべねこは食くらうどころか逆に、ジャストなタイミングでカウンターを合わせたのだ。

　それも――

『いや』。

　断るにしてももっと何かしらあるだろうに、彼女はよりにもよって最も短い一語を選んだのだ。それはジャブよりも鋭い、ナイフの切っ先のような一撃。

　ということは――

「……な、」

　いまもっとも深刻なダメージを食らっているのは――

「なぜ、かな？」

　おそらく、断られるなどとは考えたことすらなかったのだろう。

　王子様ったら、せっかくの美形がおもっクソ引きつっているではないか。

　すっかり興奮したリクの脳内では熱くたぎった実況解説の声が飛んでいた。『おおっと挑戦者ふんばった――――ッ！』

　そこで崩れないのが王子様の王子様たるゆえんだろう。またたく間に体勢を立て直し、はがれかけたきらびやかな皮を再び纏まとい、少し困ったような顔で心持ち首をかしげ、肩をすくめてみせる。立派なもんである。

　春風のように甘い声が口から滑り出る。

「ひょっとして、ボクのこと、きらいかな？」

　うっわ、とリクは呻うめいた。

　いよいよレッドカードだ、この野郎。

　この顔、この仕草。おそらく何度も練習を重ねたにちがいない。女の母性本能のツボを軒並み刺激してキュンキュンいわせること請け合いのワザである。

　こんな爽さわやかイケメンにこんなことを尋ねられて、イエスと答えられる女なんて、地球上いや宇宙中どこを探してもきっと存在しないにちがいない。



「うん」



　おいっ！

　リクは思わずエアつっこみを入れた。

　うんって。

　しかも恐ろしいことに、丸鍋ねこの攻撃はそれだけにとどまらなかった。

　静かな目で標的をロックオン。そして、まるで教科書でも読むように淡々と――ミサイルをぶち込んだ。



「ねこは、あなたのこと、きらい」



「……………………」

　王子様は完全にフリーズし、凝こごった時間が５秒……10秒……。

「……………………………………………………コハッ」

　勝負あった。

　ターゲット、撃破。

　それすらサマになる動きで、彼はその場に美しく崩れ落ちた。

　リクの脳内で、終了のゴングが激しく鳴り響く。

『カンカンカンカ――――ンッ！　挑戦者ダウ――――――――――――――ンッッ！』

　まったく相手にもならなかった。

　１ラウンドＫＯ。

　あまりにも差がありすぎた。かたやパンチ、かたやミサイル。王子様はねこの顔に一発すら入れることなく、木こっ端ぱみじんに砕け散ったのだった。

「おい…………」

　リクはあんぐりと口を開けていた。

「えげつねーな……」

　横で「そうだな」と返す昴すばるは、しかしリクとはちがって妙に余裕ありげだった。

「ま、あんなもんだ」

　昴はこともなげに言った。

「あいつが男子のあいだでなんて言われてるか知ってるか？」

「“〝眠れる猫”〟じゃねーの？」

　昴はやんわりと首を横に振った。

「“〝要塞”〟だ」

「うおお……な、なんだかわかんねーけどすごそう……！」

　リクが驚いているあいだに、昴はカバンから高機能携帯を取り出して少しいじくったあと、

「あった。ほら、見ろ」

「なんだ？」

　リクはそいつをひったくるように受け取って、しげしげと眺めた。



『調査No.00165　高等部二年ウサギさん組　丸まる鍋なべねこ



　略歴：‥高等部より当学園に入学。入学当初より一躍男子生徒の注目の的となり、告白目的で男子生徒が殺到。しかしなぜかいまにいたるまですべての告白を断っており、周囲に男っ気はなし。



　誕生日：‥９／12

　血液型：‥Ｏ

　身長：‥１４８

　体重――



（中略）



　――――

　サングラスのブランド：‥Ogisオーギス

　攻略難度：‥ＳＳ

　備考：‥米よね倉くら（No.20007）』



「……というわけだ」

「いや……あの、お前何者？」

「うん？」

「なんだこの調査No.ってのはよ！　なんでこんなに事こと細こまかにデータが載ってんだよ！　誕生日とか！　成績とか！　告られた人数とか！　すっすすっスリーサイズってなんだコラァァ！」

「なんだ急に数字が読めなくなったのか？　では代わりに読んでやろう。ななじゅう――」

「いい！　読めます！　ていうか憶おぼえちゃった！　バカバカ、おれのバカァ！　うおお消え去れおれの煩悩ッ！　ぬぬぬ……ぬはぁ消えないっ！　ようしこんなときはちがうことを考えるんだ、えーとえーとにしむくサムライしょうのつき、にしむくサムライしょうのつきっ！」

「スリーサイズぐらい別にいいだろう。ただの数字だこんなもの」

「にしむくサムライッ！」

「ま、ともかくだ」

　携帯を見せつけるように目の前で吊つりながら、昴すばるは横目でねこを流し見た。

「丸まる鍋なべねこを攻略するのは相当な骨だということだ。あれが落とせればマントヒヒだろうが火星人だろうがロダンの考える人だろうが苦もなく落とせるだろうよ」

「ほおぉ……」

　リクは腕を組んで、背もたれに身体からだを預けた。

「んー……んっふふふふ」

　彼の中ではいま、一つの言葉がムクムクと膨らみつつあった。

『おもしろい』

　こんなおもしろいことを、なぜいままで知らずにいたんだろう。

　答えは簡単だった。放課後になるやいなや、自分は一いち目もく散さんに外に飛び出していってしまうからだ。今日は帰りのＨＲホームルームが長引いてくれたおかげで（近く開催される文化祭の出し物を決めていたのだ）、こんな場面に出会うことができた。ＨＲ中ずっと外で待ってるサワヤカくんが目について、帰りしな一応昴すばるに確認してみたらこれがビンゴ。汗だくで働いている親父おやじにゃ悪いがちょっとこいつは見逃せそうになかった。昴の前の空いた席にどかりと腰を下ろし、ヤジ馬を決め込んで今に至る。

　考える。考える。なら、どうしたらもっとおもしろくなるだろうか。考える。

　リクはやがて顔を上げた。

「……ならさ」にやっと笑う。「次、おれがいってみるってのはどうよ？」

「なに？　お前がか？」

　昴は軽く驚いているようだった。

　リクは続けて、前から気になってたんだよなァ、と呟つぶやいた。

　昴はさらに驚いたようだった。

「お前……ついに思春期に突入したのか……」

「いや待てちがうから。つーかどういう意味だコラ」

「いや、色恋にさっぱり興味がなさそうだったお前がついに……とな」

「おめーも似たようなモンじゃねーか」

「俺はそこそこモテるからいいとしてだ。お前がクラスの女子が好きだからアプローチしたい、なんていう月並みなことをやるとは思わなかった」

「なんか途中ですんげー引っかかるとこがあったんだけど……まあ待て、聞け」

　両手を押し出し、止まれのゼスチャー。

「気になってたってのは、何も好きって意味じゃねーんだ」

「うん？　というと？」

「ほら、あいつさ、ずっとあんな感じじゃん。ほとんど喋しやべらねーし、じーっとしててさ。見てると友達もいなさそーだし、休み時間も別に何するわけでもなくて、ずっと座ってるだけだろ？　ああいうのって楽しいのかなって前から思ってたんだ。で、まあ……ぜってー楽しくねーよな？」

「それは……人にもよるんじゃないか？　落ち着いた環境の方が好きだって奴やつもそりゃ中にはいるだろう」

「でもいきすぎじゃね？　普通にガッコきてて友達ゼロってどう考えてもおかしいだろ」

「チカがたまに話しかけてる」

「いやいや……」手を振るリク。「ありゃおもしろがってるだけだっつの。珍しい動物にちょっかい出してんのと変わんねーよ」

「ふむ。で、見るに見かねたお前が一肌脱いでやろうと」

　いやいや。

「そんなご大層なモンじゃねーよ。なんつーかあれだ、そう……『かわいいコが笑ってる姿を見たくはありませんか？』」

　とまあ、こんな感じだな、と続けたリクに、

「……なるほど、そうきたか」昴すばるは小さく頷うなずいた。「悪くない」

　昴の「悪くない」は「おもしろそうだな」という意味だ。

「おっしゃ！」

　リクはさっそくだん！　と机の上に片足を乗り上げた。おもしろいことを見つけたのだ。ヒーローみたいに人差し指を天高くおっ立てて、得意満面で宣言する。

「よし！　では、おれはいまから丸まる鍋なべねこにアプローチしまくって、もういじっていじっていじりまくります！」

　楽しいのはいいことだ。おもしろいのはとても大事なことだ。窓際には黙々と机の中身をカバンに移すターゲットの姿。いまに見てろよ。期待が胸の中で入道雲みたいにむくむく膨らんでいく。

「そんで、そのうちきっと、あいつをいい感じのコにしてみせることを、ここに誓います！　この試み、名付けて……



　　　　　“〝丸まる　鍋なべ　ね　こ　改　造　計　画”〟！」



    

  
    
      



    

  
    
      　即興でひねり出した名だったが、妙にしっくりきた。これはおもしろくなるぞ、と盛り上がっていた矢先、いきなり男たちの一団がリクを取り囲んだ。

「――話は聞かせてもらったぜ」

　まるで応援団の雰囲気だった。見ればどいつもこいつも眼まな差ざしにはこの陽気にふさわしからぬ真剣な輝きが宿っている。

「うわ、なんだ、なんだ？」

「別に怪しいモンじゃない。ただ、あんたが丸鍋ねこに挑むと聞いてな、ぜひとも応援させてほしい」

「うわ、マジで？　すげー心強えーじゃねーか！　サンキュ！」

　代表者らしき人物は力強く頷うなずくと、「それでは……」と呟つぶやいて、なぜか颯さつ爽そうと片手を振り上げた。

「皆の者ォ！、陣を組めえィ！」

　鋭い声が響き渡るや、周囲にいた男子生徒たちが、組体操のようなきびきびとした動きで、リクを中心にしてぐるりと大きな輪を作った。

「なに？　何が起こるわけ？」目を白黒させて、ちょっぴりビビるリク。

「案ずるな。この儀式を受ければ、必ずや……」

「必ずや……？」

　……ゴクリ。

「……『魂たま鎮しずめの舞』を始める」

「続きを教えてください！」

　リクの懇こん願がんをガン無視し、彼らはやがてゆったりしたリズムで周囲を回り始めた。

　盆踊りをスロー再生したような独特の動きである。その歩調や手さばきを見ていると、何か前衛的なダンスに見えてこなくもない。一糸乱れぬ統制ぶりはどこかしら荘厳でもあり、正直ちょっと不気味だった。



　ドンダッタッタ、ドンダッタッタ

『浮かべよ御み魂たま　戻り来し恋』

　ドンダッタッタ、ドンダッタッタ

『花と散るとも　泡と飛ぶとも』

　ドンダッタッタ、ドンダッタッタ

『我は今こ宵よい　そなたの元へ』



「おおおおすげーじゃねーかあ！　なあなあ、これいったいどういう舞なんだ？」

「戦いで傷つき倒れた魂が、安らかに眠れるように、という祈りの舞だ」

「んんん？　てことは？」

「この舞を受ければ、たとえフラれたとしても必ずや心穏やかに過ごせることだろう」

「おれ失敗すんの前提ですか！」

「我ら“〝丸まる鍋なべ白びやつ虎こ隊たい”〟！　丸まる鍋なべねこに挑んで討ち死にした同志たちの集まりよっ！」

「不吉うううううううっ！」

　そして気づく。

　真正面のこいつ。放心しきって操り人形のように踊っている男。

　さっきの。

　王子様。

「ぎゃああっ！　な、なんでいんだよっ！」

「ふふ……わかったか？　我々、彼女にフラれた者は皆！　例外なく！　すみやかに取り込ませていただく！　そんなオチャメな我ら、“〝丸鍋白虎隊”〟！」

「オチャメじゃねえええええっ！」

「さあ君もレッツ」

「入んねええええええええっ！」



　かくして――

“〝丸鍋ねこ改造計画”〟は幕まくを開ける。
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　二年ウサギさん組、窓際の一席。

「なぁに？　あれ」

「また男子がなんかバカやってるね」

　教室の後ろ隅でアートの新しい地平を切り開いている集団を見ながら、女子生徒たちはクスクス笑い――その声を右から左に流しながら、誰だれとも話すことなく帰り支度を終え、静かに席を立ったのは、かの少女である。

　窓の外はカラリと晴れ上がった空。どこまでも深く青い中を、チョークで引いたようなひこうき雲が一筋横切っていく。

　梅雨は明けた。校庭のアジサイはもう役目を終える頃ころだ。

　初夏。

　このとき、彼女はまだリクの名前も知らなかった。



    

  
    
      
第一章　『笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン』





　中天に昇りきった太陽が、容赦ない日差しでグラウンドを焼いている。

　今年一発目のセミが鳴き始めて、夏の到来を告げる。

　昼休みである。

　多くの生徒は昼食を教室でとる。ふだんならリクも彼らと同じく教室で弁当をがっついているはずが、いまリクたちがいるのは家庭科室であった。

　例の要塞丸鍋ねこに対抗するための作戦を練ろう、という名目で開かれたこの会議はリクによって勝手に『大円卓会議』と名付けられ、その一秒後に昴すばるによって却下された。二人ではどうがんばっても円卓は作れない、というのが主な理由である。

　まあ、それはいい。問題は、議題が初しよっ端ぱなから軌道をそれていることである。

「――考えてもみろ。ドイツ映画だぞドイツ映画。戦争の記憶うんぬんの映画ばかりの中にいきなりＳＦをねじ込んだんだぞ。しかもパッと見ハリウッドと比べても遜そん色しよくないぐらいの出来だった。あれはすばらしい」

「いや、だからよ……」

「艦長を倒したあとに主人公の少女が言ったセリフ、これがまたよかった。割れたメガネを拾ってかけ、『Komm,wir gehen zurck.コム　ヴイーア　ゲーヘン　ツリユツク（帰りましょう）』。断ち切るように終わるがゆえに――」

「おいっ！　ここはてめーの映画論評室じゃねーんだよっ！」

　昴は映画を語らせると止まらないのだ。力ずくで遮ると、昴はこいつは呆あきれたとばかりにやれやれと首を振った。

「いいか、断っておくがな、俺は別にこの映画について語りたいわけじゃない。ただお前がクラスの話題についていけないのはあまりに不ふ憫びんだと、」

「はいウソ」

「…………」

「…………」

「…………………………俺はこれを語り尽くすまでは今日帰らんぞ！」

「なに開き直ってやがんだァ！」

　今回くっちゃべってるやつも最新のメガヒット作品らしいが、流行にはダンコ逆らう天あまの邪じや鬼くなリクは意地でも聞いてやるつもりはなかった。それよりアレである。アレ。ねこちゃん改造計画。まずは昴の口に春巻きをつっこんで黙らせ、その隙すきに本日の議題をねじこむ。

　丸まる鍋なべねこ改造計画、そのとっかかりを何にするか、ということである。

　これについては考えてあった。

『まずは、笑わせよう』

　笑いは相手のガードを解とく何よりの武器だ。いくらおすまし顔の丸まる鍋なべねこでも、いっぺん笑ってしまえばもう一度壁を作るのは難しいだろう。だいいち、かわいいコの笑顔、見たいじゃない。ねえ見たいじゃない？　……というきわめて俗な発想によって、最初の計画はいとも簡単に決定したのだった。

　さらにリクは一人で細部を詰めていく。

　具体的な方法。

　決行は五～七限の授業中。

　用意するもの。メモ帳。テープ。鏡。エトセトラ。

「ま、こんなとこか」リクはシャーペンの尻しりで流しのカランをコンコンと叩たたいた。

　それではいよいよ……。

　作戦名『笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン』……開始！
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　丸鍋ねこ改造計画は、昼休み直後の授業中にひっそりと幕まくを開けた。

　五限目は英語の時間である。

　リクは教壇に目をやった。

　黒板に向かってマシンガンのように板書を繰り出している英語教師の成なり田た香かおる子こは、婚期をちょっぴり逃し中の御年35歳、遠くで囀さえずる幸せの青い鳥を掴つかまえようとやっきになっているあいだに、青い鳥がどこかに飛んでいってしまったというかわいそうな人である。

「はい、次はこれ！　“〝I'm not the immoral woman that you think me”〟それではこの訳を……では青あお木きくん！」

　当てられた青木くんはしどろもどろだった。

　ムリもない。彼女の授業は予習がてんで通じないのだ。

　教科書を一切使わず、気の赴おもむくままに英文を選んできて訳をさせる。成田香子はマジメな生徒にとっては天敵ともいえる存在だった。

「ええと……私は……あなたが考えているような……えっと……」

　青木くんが困っているあいだに、リクは机の中からメモ用紙を取り出し、何かをさらさらと書きつけて、自分の背中にぺたりと貼はった。

　ちょうどリクの後ろの席からよーく見える位置である。

　ちなみにリクの後ろの席は――

　丸鍋ねこ。

　メモ用紙にはこう書いてあった。

『成田香子のセリフ古今東西』

　続けて二枚目を背中に貼はる。

『地獄に落ちるわよ！』

　一方教壇では、例のマシンガンチョーク女が、お前ソレ明らかにがんばりすぎだろう、という７センチのヒールをカツカツと打ち鳴らしていた。

「immoralがわからないですって？　こんなのもわからないなんて、アンタ、そのうち地獄に落ちるわよ！」

　プッと背後で誰だれかが吹き出した音がした。おおっと丸まる鍋なべねこ早くも撃沈かー？　という期待を膨らませて後ろを盗み見てみると……。

　ちがった。

　もう一つ後ろの席の奴やつだった。

　そして、振り向きついでに、ねこと目が合った。

「…………」

　……確認。

　ノーダメージ。

　相変わらずの無表情で見つめ返してくる。

「…………っ」

　リクはたまらず目をそらして前に向き直った。

　なんだアレ。なんで顔のパーツがどれも微動だにせずにいられるんだ。ロボットか。実はロボットなのか丸鍋ねこ。

「“〝immoral”〟の意味は“〝ふしだら”〟よ！　それを踏まえてもう一度訳してごらんなさい！」

「あ、はい、えっと、私は、あなたが考えているような、ふしだらな、女では、ありません」

　――ようし……！

　リクは再びメモ用紙に何かを書き連ねる。

　訳を聞いた成なり田た香かおる子こはやたらと何度も頷うなずいていた。

「そうよ！　私はふしだらな女なんかじゃないの。これでもガードは堅いつもりだわ。好きになった男の人の手を握るのだって勇気がいるの。ね？　わかるでしょ？　私は純情で照れ屋さんでピュアホワイトな女の子なの。わかってくれるわね、青あお木きくん？」

「あ、は、はあ」

　ただでさえ返しづらいフリにとまどう青木くんを見て、成田はみるみる眉まゆをつり上げた。

「あ、はあ、ですって？　青木くん！　ねえ……なんで快く首を縦に振ってくれないのかしら？　ひょっとしてあなた、私があの生物の竹たけ村むらみたいな性欲の権化に見えてるんじゃないでしょうねっ？」

「あう、あうう」

　青木くんは「え、英語の時間なのに……！」とでも言いたげな半泣き顔になって、律りち儀ぎに予習してきたノートをぶるぶると握りしめた。その様子を見て、リクはふっとほくそ笑む。馬ば鹿かめ。いい加減に悟るがいい青あお木き。成なり田たの授業を乗り切るのに必要なのは英語力でもなく、ましてや予習能力でもない――空気を読む力だということをな……！

　すでに屍しかばねをさらした彼には目もくれず、リクはすぐさま次のメモ用紙を背中に貼はった。

『私を誰だれだと思ってるの？』

　同時に、成田が吼ほえた。

「冗談じゃないわ！　あんな、男と見れば尻しりから近づいていくようなインモラル悪魔といっしょにしないでちょうだい！　いったい私を誰だと思ってるのっ？」

　クフッ！　と吹き出す声が聞こえた。

　だが、ちがう。

　いまのは斜め後ろの方角だった。残念ながら丸まる鍋なべねこではない。

　しかしこれだけでは終わらない。次の成田のセリフは予測済みだ。続けて多弾頭ミサイル――発射！

『だってあなた金星人』

　成田はヒステリックに出席簿をコツコツ叩たたき、

「しょうがないわねっ！　いいのよいいの。だってあなた金星人でしょう？」

　バフバフッ、と今度は続けざまに二人。

『金星人にはろくな奴やつがいない』

「あの竹たけ村むらも金星人、あのロリコン校長も金星人！　ほんっと！　金星人にはろくな奴がいないわね！」

『私を捨てた男も金星人』

「ああっ！　私を捨てた男も金星人ッ！」

『綾アヤ人トッ』

「聖セイ弥ヤァッ！」

　――なんだと？

　初めて聞く名にリクは思わず顔を上げた。

　そこには天を仰いで慟どう哭こくする女の――いや、獣の姿があった。

「セイヤアアアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　――ああ、

　その瞬間、リクはすべてを理解した。

　――この女……また別のホストに引っかかってやがるッ！

　いったいいくら貢いだのだろう。夏休み前のこの時期に捨てられたということは、少なくとも夏のボーナスあたりは根こそぎイかれたと見てまちがいない。どこのホストかは知らないが、時が来たら一気にしゃぶり尽くして捨てるその姿勢はなかなか男らしくて好感が持てるではないか。

　猛たけり狂くるう聖弥への思いを胸に、成田はついに授業を放ほうり捨てて教室を飛び出していってしまった。

「せいやあぁあぁあぁぁあぁあぁあぁぁあぁあぁぁぁ――――」

　英語の授業？　教師としての義務？　成なり田た香かおる子こにとって、そんなものは些さ細さいなことなのだ。たとえ今回の授業放棄でもう何度目だかわからない給料カットをされることになろうと、ホストクラブへのツケがそろそろ笑えない金額に達することになろうと、心の健康には代えられない。今日も今日とて彼女は心の傷を埋めるために、ホストクラブ『タージ・マハル』へと駆け込むのだ……。

　成田香子。

　三十五歳。

　独身。

　悲しき獣と化した女の遠とお吠ぼえが、遠く長く尾を引いて、いつまでも廊下に谺こだましていた。
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　成田香子の積極的リタイアにより自然消滅した五限目が終わり――。

　休憩時間を挟んで、リクたちはすでに六限目、美術の時間に突入していた。

　前回は途中でおもしろいことになってしまい、つい丸まる鍋なべねこのことをうっちゃってしまったので、今回こそは！　と奮起するリクであった。

　本日の授業は人物スケッチで、リクは迷わず丸鍋ねこにモデル役を申し込み、あっさりと了解を得た。向かい合ってお互いをスケッチするという形式だったので、彼女のモデルは当然リクとなる。

　リクは喜びいさんで下描きの鉛筆を走らせていた。

　が――じっくり観察すればするほど丸鍋ねこの造形のすばらしさを思い知らされる。

　まず、髪。

　まるで魅せるために作られたとしか思えないような美しさだ。ほれぼれするような光沢やツヤはさながら絹糸のごとし。あの長さだというのに絡まりやほつれは皆無で、櫛くしを挿して手を離せばおそらく一度も引っかかることなく下まで落ちていくだろう。神様もたまには仕事をするのだといわんばかりの、まさに芸術の極みだった。

　次に、瞳ひとみ。

　吸い込まれそうな瞳、という表現があるが、彼女は少しちがう。覗のぞき込めばそこはまさしく深しん山ざん幽ゆう谷こくの世界。静寂のみが支配する、霧深い山奥の湖だ。何年何十年と波紋一つ生まれずに、まるで時が止まったかのようにそこに鎮座し続ける湖。周りをふちどるまつげは長く、しかし前に出すぎることなくひっそりと瞳に華を添える。

　唇にあたる部分には桜の花ひとひら。派手さはないが、見ているだけで心安らぐような、つつましくたおやかな美がそこにはある。

　首から肩へ。肩から腕へ。びっくりするほど細くて抜けるように白い。

　女子どもがこぞって絶賛する肌。その理由がようやくわかった。どの絵の具を混ぜ合わせようと、そのなめらかさ、キメの細かさを再現することは不可能だ。

　見えてる部分でこれだと制服の下はどうなっているのだろう。いやらしい気持ちではなく、造形への純粋な興味とともにリクはそう思った。

　その美しさを一言にまとめろと言われたら、リクはこう答えるだろう。

『描けるかこんなもん！』

　自分でも絵は上う手まい方だとは思うが、『上手い方』程度ではとうてい足りない。誰だれかダリとかガウディとかピカソとかそのへん呼んでこい。

　……なわけでふつうに描いてもムリだと悟ったリクは、彼女を使って遊ぶことに決めた。

　――よし……まずはこう、後ろ向かせてだな。

　――女座りでなよっとさせて。

　――顔半分ぐらいは見えるようにこっち向いてもらって……と。

　――えーとそんでー……。

　――そんでー……。



「はいー終了――――！」

　先生がパンパンと手を鳴らしてスケッチ時間の終わりを告げる。

　授業終了五分前。これで描きかけだろうがなんだろうが来週までお預けである。

　しかしリクはちゃんと時間内に絵を完成させていた。下描きからきちんと色まで塗って、文化祭に展示されてもおかしくないぐらいの完成度に仕上げていた。

　手て応ごたえはあった。我ながら久々の大作。リクは自信満々でそいつを丸鍋ねこモデルの前に掲げた。

「どおですかッッ！」

　丸まる鍋なべねこはじいっと見たあと、一瞬だけリクを見て、かすかに首をかしげた。

　もっともである。どこがどう変化すればここまで原形をとどめずにいられるのだろう。それはありったけのリビドーをぶつけた妄想１８０％の絵画であった。

　まず着ているものが制服ではなく着物である。黒くろ繻しゆ子すに紅葉もみじをわんさと散らし、左肩から腰にかけては孔く雀じやくの羽根を金色であしらった豪勢極まる打うち掛かけ。

　後ろ向きに座る丸鍋ねこはその流麗な髪を結い上げ、ほっそりしたうなじを惜しげもなくさらしている。あまつさえ着物を肩の少し下あたりまでずらしているため、抜けるように白い肩と背中までがさらされていた。うなじからそこにいたる輪郭は男子ならばことごとく悩殺確定、まさに魔の曲線とも呼ぶべきシロモノだ。

　ポージングもこれまたそそるポイントである。後ろを向き、足を崩した女座りで自らの身体からだをやんわりと抱きしめ、顔を心持ちこちらに向けて冷ややかな流し目をくれる。仮に現実でこの場面に出会ったとして、むしゃぶりつくのを抑えられる男はいないだろう。

　これはもはや女子高生ではない。花魁おいらんだ。それもそのへんの木こっ端ぱ遊ゆう女じよではない。吉よし原わら遊ゆう郭かくの押しも押されもせぬナンバーワン花魁おいらん“〝ねこ姫”〟が、この黄こ金がね橋ばし学園の美術室に降臨あそばしたのだ。

　己の持てるすべてを引き出して挑んだ、春はる田たリク一世一代の大力作であった。

　しかしこれもリクにとっては“〝笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン”〟の一環に過ぎない。“〝笑わせる”〟というのはきっと喜ばせるというニュアンスも含んでいるのだと勝手に拡大解釈し、自信満々で提示したのがこの作品なのだ。

　見た者たちの反応は、男子と女子でばっくり二分された。

　心の赴おもむくままに雄叫おたけびをあげ、血走った目から焼けつくような熱視線を集中させる男子。

　恥ずかしそうな悲鳴をあげ、いったんは手で顔を覆うも、のち指のあいだからこそこそ覗のぞき見を企くわだてようとする女子。

　どちらにせよ、リクの絵は人目を引きつけてやまなかった。

　だが……彼は気づいていただろうか？

　その絵で喜ぶモデルはごく少数だということを。

　ブツを見るやいなやきゃーとかぎゃーとか叫さけんで絵をひったくり、ぐしゃぐしゃに丸めてゴミ箱にブチ捨て、そののちにリクをシバき倒す――これがまともな女の子の反応だ。

　少なくとも、丸まる鍋なべねこは喜びはしなかった。というか、たぶんそもそもわかってなかった。いったん右にかしげた首を、今度はこっくり左にかしげていた。

「……つ、通じてねえ？」

　と。

　直後、信じられないことが起こった。

　開いていた窓から一羽のカラスが弾丸みたいなスピードで飛び込んできたのだ。漆黒の弾丸はリクのすぐ脇わきをかすめ、教室を横に突っ切り、そして――

　だすんっ！

　……突き立った。

　壁に。

　クチバシが。

　ダーツみたいに。

　数秒後、それまで矢のように硬直していた身体からだがへにょりと弛ち緩かんする。

　ぶ～らぶ～ら。

「……………………」

　リクは驚きよう愕がくの面おも持もちでそれを見ていた。

　壁に刺さって揺れているカラス。見ようによっては新あら手てのてるてる坊主か風鈴に見えなくもない。

　一方、さらなる驚愕の事実。

「おわあ！　お……おれの絵が……」

　どうも弾丸カラスの通り道だったらしい。リクの持っていた例の超大作とやらのど真ん中には、頭一つすっぽり入りそうなまあるい穴が開いていた。

「あああ……」

　おれの絵が。おれのねこ姫が。破れたところに手を差し入れ、ぐっぱ、ぐっぱ、ぐっぱ。穴が開いてます。とっても開いてます。でもぞうさんのほうがもっとすきです。リクくんただいま絶賛メダパニ中であります。

　穴の開いたところを顔にあてがう。ちょうどぴったりだったのでそのまま顔をつっこんで固定し、誰だれにも聞こえない声で呟つぶやく。

「……ライオンキング」

　ああ、なんてむなしい一人芝居。

　そこで昴すばるが声をかけてこなかったら、そのうち仲間のイノシシとマングースの役も一人でやり始めていたことだろう。

「リク、ちょっといいか」

「おわっとぉ！」

　慌ててスケッチブックから顔を引きはがす。高二にもなって一人ライオンキングごっこはかなりイタい。が、昴は見ていなかったようで、ふつうに言葉を続けた。

「いまので思い出した。ひとつ言ってなかったことがある」

　……？　なんだろう。

「さっき見せたデータ、まだ全部読んでないよな？」



    

  
    
      



    

  
    
      「データ？　んーと……ああ、さっきの携帯に入ってたやつ？　丸まる鍋なべねこの？」

「そうだ」

「読んでねーよ。だってスリーサイズとか書いてあるんだもん」

「その先だ」

　言うが早いか携帯を取り出して操作を始める昴すばるに、リクは首と両手を同時に振った。

「いやいいよ！　いいってば！　あれ以上エロいことなんて知りたくも――」

「ちがう。見ろ」

「うん？」

　ちがうと言われたので見てみると、飛び込んできた文字。

『――災わざわいについて――』

「…………災い？　なんだそりゃ？」

「やっぱり知らなかったか。まあ読んでおけ」

「んむ……」



『・災いについて

　丸鍋ねこに接近した人間には災いが起こる。



　事例１：‥千せん田だ靖やす近ちか（No.00134）ラブレターを手渡した　→　突然スピーカーから昔書いたラブレターの音読が流れ始めた。

　事例２：‥西にしヶが丘おか龍りゆう（No.00201）肩に触れた　→　触れた手が突然操られたように動き出し、自分の頬ほおを二時間往復ビンタし続けた。

　事例３：‥榛はり孝こう太た郎ろう（No.00098）携帯電話の番号をしつこく尋ねていた　→　突然降ってきたボウリングの球に携帯電話を潰つぶされた。

　事例４――（中略）



　以上事例からもわかるように、災いは噂うわさの域を超えており、存在すると断定してよい。だがそれによって被こうむる損害は命に関かかわるようなものはこれまでにはなく比較的軽微である』



「……とまあ、こういうことがあってだな」

　携帯を閉じながら、昴は淡々と言った。

「それまでは告白数が一日二人ペースだったんだが、この災いのおかげで週二人ペースにまで落ち込んだ。知っててやってくるのは見上げたもんだがな」

「つまり……その結果がコレってことか？」

　リクは絵に開いた穴ごしに昴を見た。

「おそらくは」

「……ふぅん……災わざわいねえ……」

　そんなアホなと一笑に付すにはいま起こった現象はあまりに超常的である。命に関かかわるものはまだないと書かれているが、ボウリングの球なんかは一歩まちがえればヤバいことになっていただろう。今回だって、もしカラスが体のどこかに刺さっていたら流血必至である。災いは安全なものというより、あと一歩のところでどうにか危険をのがれている。

「しっかし……まるで何かの呪のろいみてーだな」

「ふふ、呪いならもう少しファンタジックにお願いしたいもんだ」

「で、結局どういうこったよ？　やめろって言いてーのか？」

「いや、気をつけろと言いたかっただけだ。やめる必要はない。楽しみがひとつ減ってしまうからな」

「おお上等」

　リクはいっそう奮起した。この程度で引いてたまるか。なぜならおれには、かわいいコの笑顔を見て喜ぶという使命があるのだから！　あるのだから、あるのだから……（セルフエコー）。

　男は単純である。

　その様子を見て、昴すばるは安心したように携帯をしまった。

「ま、言うことはそれだけだ。じゃ続けていいぞ」

「続けるって、何を？」

「うん？　やらないのか？　ライオンキング」

「はうっ？」

　見られていた。

　リクは身をよじって悶もだえた。



　　　＊＊＊



　誰だれか教えてほしい。

　なぜこの世には七限目なるものがあるのか。

　終わりのＨＲホームルームは文字通り本日の授業終了の合図ではないのか。あえてそこを乗り越えてまで授業をやる必要がどこにあるというのだ。

　とまあ、二年に突入した当初は皆して散々グチったものだったが、いい加減慣れてくる頃ころである。

　七限目、物理。

　この授業を迎えるにあたって、リクは新たに気合を入れ直していた。

　もちろんもちろん、授業に対してではない。

　目下の敵。背後にちんまりと位置する小型要よう塞さい、丸まる鍋なべねこ。

　こいつに、どーにかして攻め入ろうとしているのである。

　すでに授業は始まっていて、男の先生が黒板に三角と丸とあと日本語じゃない何かを書き連ねている。

「――いいかー、動摩擦力は進行方向と逆に働くから――」

　この先生は黒板に向かって授業をすることで有名である。

　性格はまるっきり体育会系で、元気よくはきはきとしゃべるので声なんかはとても聞きとりやすいのだが、板書しながら口を動かすため、こちらを向くことはほとんどない。

　振り返る周期はかなり正確で、およそ10分ごとである。一度潜ったらなかなか水面に出てこないクジラのような先生だった。

　だから、その隙すきを利用してやるのだ。

　彼が黒板に向かっているあいだに――

　――作戦開始！

　リクはまた、メモ用紙を勢いよく自分の背中に貼はり付けた。

　すぐさま、複数の視線が注がれるのがわかった。

　その中には丸まる鍋なべねこの視線も含まれているだろう。

　今度は何をやらかしてくれるんだ、という好奇の視線も混じっている。

　――おおお、やる気でるっ！

　闘志を燃やすリクのメモ用紙には、こう書かれていた。



『第一回・変装選手権』



　さらに。

　ぺたり。



『宇う多た田だヒカル』



　ここで先生がいったんこちらを向く。うむ。予定通り。

　そして。

　先生が黒板に戻った瞬間！

　――時は満ちた！

　変装選手権と銘打ってはいるが、はなからお題通りにやる気などさらさらなかった。あらかじめ机の中に仕込んでおいたものを次々取り出していく。まずは青いバンダナを頭に巻く。次にタワシじみたゲジマユを素早く顔に貼り付け、鼻の頭から額にテープを一直線に引いてブタ鼻完成。両りよう頬ほおには親指大のアルゼンチン国旗シールを叩たたきつけるように貼り、額に水性ペンを走らせる――“〝バティストゥータ”〟――ＯＫ。いまのおれはどっからどう見てもはっちゃけすぎたサッカーサポーターだ。

　食くらえ。

　バッと後ろを振り向く。

「ぶふっ」

「ぷふぉぁ」

「ぼっふぉ」

　大収穫。五人まとめてノックダウンだ。食くらった奴やつらは腕の中にすばやく顔を伏せてプルプル震えている。が、リクは余韻に浸る間もなく大慌てで前に向き直り顔を伏せた。先生がひょいとこちらを向いたのはちょうどその直後だった。

「ん？　どした？」

「…………」

「あれ？　おっかしいな…………あー、いや、続けるぞー」

　首をかしげながらも説明に戻ったのを見て、リクの肩からは思わず力が抜けた。よかった。気のせいだと思ってくれたようだ。

「……おい、リク！」

　小声で声をかけてきたのは、斜め後ろの奴である。笑いを堪こらえているのだろう。声が少し震えていた。

「お前、いきなり何やってくれてんだ……！」

「あれ？　似てなかったか？」

「似てるも何もっ……うっ、宇う多た田だの眉まゆはゲジゲジじゃねぇよっ……！」

「えっ、マジで？　いやーおれ知らなかったぁ」

「ウソこけっ」

　ヒソヒソ話しつつ丸まる鍋なべねこの顔を確認。やっぱり微動だにせず。むう……このメタルスライムめ……。

　しかしリクはめげず、続けざまに変装を繰り出した。

　美み輪わ明あき宏ひろといってアフロを被かぶり、ケンシロウといって大仏のお面を被り、仮面ライダー一号といってさっきつかまえてきたバッタ（♂）を見せ、二号といって同じバッタを見せ、Ｖ３といってバッタ（♀）を見せた。

　そしてラスト。

『しょこたん』

　先生が背中を向けた瞬間に、机の脇わきのカバンからずるりと引っ張り出したのはなんとなんと、しょこたんの片へん鱗りんも見あたらない馬の被り物であった。パーティなんかで使うゴム製のアレである。

　もはや変装の域を軽くブッちぎったそいつを見て、早くもあちこちで吹き出す音が巻き起こった。

　――おいおいまだ被ってもねーじゃねーか。

　斜め後ろからひーひー言ってる声がする。

「……てめえっ……ちょっとは似せようとしろっ……！」

　反応は上々のようだ。さて、さっそく被かぶるとするか。

　被り物の首のあたりをぐいと広げて、はい、ずっぽり。

　ところが……。

　――あれっ、これ、どこが目なんだ？

　おかしなことに、進めども進めども光は見えてこず、視界はずっと暗くら闇やみで満たされていた。

　――おかしいなっ……ふんっ、ふんっ。

　それもそのはず、リクは最初にこいつを被ったとき、前後を逆にしてしまっていたのだ。何も見えないのは当たり前。途中でようやく気づいて、リクは被り物をぐいぐい回して馬の顔を前に持ってきた。

　――お、見える見える。

　しかし……被ってみてわかったが、このアニマルマスクとやらは、あまり長時間被っていたくないシロモノである。なにせゴムの臭においはキツイわ視界は狭いわおまけに開いた視界からは先生の顔しか見えないわで、

「ん？」

　先生の、顔が、見える？

　しかも、よォく見える？

　と……い・う・こ・と・は？

「…………………………………………………楽しそうだな春はる田た？」

「…………、」

　――げえええええッ！

　喉のど元もとまで出かかった絶叫をすんでのところで飲み込み、

　なんでだ。なんでこんな距離にいるんだ。ていうかあっち向いてたはずじゃねーのか。

　ガタガタッと椅い子すを引いてめいっぱいのけぞったリクの耳に、斜め後ろの高たか上がみの小さな声が流れ込んできた。

「……ごめんリクっ、気づかれちったっ」

　――ほほう……そういうことですか……なるほどなるほど……。えーとなんだろう。汗がおもしろいくらいに噴き出してきてますぞ？

「授業中にお馬さんごっこかぁ。そうかぁ。なるほどなぁ……」

　ああっ先生っ、お願いだから青筋立てて笑わないでっ！　めちゃめちゃ怖いからっ！

「何か言い訳はあるか？　うん？」

「いえ……あの……ですね……」

　たくましい腕が伸びてきて、マスクごとリクの頭部をがっしりと捕獲した。

　――まあ……太い腕っ。

　冗談ほざいてる場合ではない。このまま頭を握り潰つぶされない保証がどこにあるというのだ。

「……そういえば春はる田た、お前、放物線がわからないって前言ってたよな？」

「いいい言ってませんっ」

「いい機会だ。身をもって教えてやろう」

「けっけけ結構ですっ！」

「はっはっは、遠慮するな。じゃあ、さっそくいくぞ」

「いくぞって何スか！　どういう意味スか！　どこに行くん――」

　ぐおっ！

　重力が消失した。



　リクは宙を舞っていた。

　物理教師、鳴なる子こ花はな三さぶ郎ろう。

　体育会系。

　大学時代はバスケ部主将。

　得意技――

　ダンクシュート。



「んんんんんんんんどりゃあああああああああああああああぁぁぁぁっっ！」



　リクの頭は、ものすごくきれいな放物線を描いて、ものすごい勢いでゴミ箱に叩たたきつけられた。あまりの衝撃に爆散するゴミ箱、舞い散る紙クズ。

　普通にマスクを取り上げて捨てればいいものを、この筋肉ダルマはそれだけでは飽きたらず、リクごとゴミ箱めがけてスラムダンクをぶちかましたのだった。

　大の字になってダウンしたリクの額に指をざっくり突き立てて、彼は一言。

「これが放物線だッ！　憶おぼえとけェッ！」

「…………ご……ご教授……ありがとうございました……」

　ぐったりと横たわったリクだった。

　が、こちらを見ながらまるでプロレスの生試合を見たあとみたいに興奮している野郎どもの顔を見ていると、不思議と元を取ったような気分になり、まあ、いっか、なんて思えてくるのだった――



　べちょっ。



　いきなりだった。

「ぶおっ？」

　何かが顔いっぱいに張り付いた。

　視界が真っ暗になり、何が何だかわからず、リクはただもがいた。

「ぶんぶぶぶ！　ぶぶぶぶぶー！（訳：‥なんだこれ！　うわ見えねー！）」

　――うわっ、うわあっ、な、なんか、軟らかくて、しかもすげーヌルヌルしてるううううううっ！

「うっっ…………ぅぶおっっっ！」

　顔を覆っていたものを、ムリヤリ力任せに引っぺがす。

「ぺっ！　ぺっ！　気持ちワリー！　うっわベトベトする！　うわー……」

　ねとつく顔を空いた手で拭ぬぐって、どうにかこうにか目を開ける。

「くっそ、いったい何がどうなって……」

　にょろり、にゅるにゅる。

　右手に掴つかんだそれを一目見て、リクは目を疑った。

　――ありえなくね？

　おかしーな、疲れてんのかなー。

　それはどう見ても……タコにしか見えなかった。

　軟体動物。八本足。スミを吐く。お刺身にするとおいしいアイツ。

「……………………」

　ぺとっ。

「っっっていうかうわあああああああああああああああああああああああああっっ！」

　全力でそのキモい物体を投げ捨てる。

「なんでだよ！　なんでタコがおれの顔に張り付いてんだよ！　ねえホワイ？　なんで！　ここに！　タコが！　いるんです、か！」

　ワンバウンドして教室の床に転がったタコは、「もういじめないで！」とでも言いたげに頭を押さえた。知るか。

　そのとき、窓の外から「あれ？　いなくね？」と声がした。

「どうしたんですか？」

「おっかしーなあ。いや、このボックスにね、タコ入れてたんスけど、いま見たらいねーんスよ。あれ？　どこ？　いやマジで」

　……んだと？

　リクは跳ね起きて窓に駆け寄った。

　下で先生と会話していたのは（声でわかったが）近所の魚屋『鱶ふか鰭ひれ天てん国ごく』のニーチャンであった。

　カラのボックス。首をかしげるニーチャン。突如出現したタコ。

「これは……事件だ！」

　名探偵リクの推理が冴さえわたる！　お前は！　ズバリこうやってここに現れた！

・ニーチャンが無意識にぶん投げた

・決死のロッククライミング

・武空術

・ワープ

　……しょせんはリクの脳みそであった。ワープて。

　――災わざわい――

　はっとする。

　災い。

　これもそうなのか。

　丸まる鍋なべねこに近づく者には災いが訪れる。

「…………」

　だが、そんなことは、いまはどうでもよかった。

　なぜなら、早急に処理しなければならない懸案事項があったからだ。

　それは――『いまのはキスに入るのか？』

　タコが顔面に貼はりついた。

　タコの口は足の付け根にあるのだ。このタコはしばらくリクの顔の上をぬらぬらと蹂じゆう躙りんしていたわけで、口と口が触れた可能性もゼロではない。

　建国より16年と７ヶ月――春はる田たリク王国はいまだ恋愛発展途上国である。

　ラブ資源は掘ればたんまり出てくるはずなのだが、残念ながら貿易のお相手をしてやろうという心優しい国はまだ現れていない。

　ゆえに、チッスなど当然未経験なのである。

　ファーストキスのお相手は、予定では年上のおねーさまのはずだった。正確には19歳大学生セミロングの茶髪でエロい唇したキャミソールの似合うＢ88Ｗ58Ｈ85ぐらいのおねーさまである。さらに広島弁ならなお良し。直そうと思ってる方言がついつい出ちゃって恥ずかしがるシチュがいいです！　と毎晩神かみ棚だなに拝む日々である。

　だいたい、ファーストキスはもっと甘いもののはずなのだ。甘くて酸っぱくて、レモンとかなんとか、とにかく柑かん橘きつ系の味がするはずなのだ。まかりまちがっても大海原で揉もまれた海産物の味なんかではない。そうとも断じて。

　ゆえに、己の全存在を賭かけて、今回の件をノーカウントとする。

　ノーカウントとするっ！

　ノーカウント！

　ノーカウント！

「うわあああノーカウントだあああああああああっっ」

　リクは噴水みたいな涙を流して泣き崩れた。これ以上自分をだますことはできない。ああ認めよう。あいつはたしかに口の上を這はっていった。

　一句、詠よみます……。



　　値打ちなど　なきと知れども　わが操みさお　守り守れず　花と散るらむ



春はる田たリク　辞じ世せいの句



　……こうして。

　春田リクと丸まる鍋なべねこのファーストラウンドは、リクの完全敗北で幕まくを閉じることとなった……。



『笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン』……失敗。



    

  
    
      
第二章　『恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト』





　昼休みである。

　前日の完敗から一夜。タコに操みさおを捧ささげてしまうという最悪のトラウマを丸々一晩かけて心の最奧コキユートスに封じたリクは、まるで何事もなかったかのように元気な声を張りあげていた。

「昴すばる……お前も前日の件は知っていることと思う。丸鍋ねこ改造計画ファーストミッション『笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン』は丸鍋ねこを陥落寸前まで追いつめた。だがしかし、あと一歩のところで失敗に終わってしまった」

「あと一歩？　天てん竺じくぐらい遠かったように見えたのは俺の気のせいか？」

「気のせいだまちがいない！　ともかく……我々はあれしきのつまずきで目標を諦あきらめるわけにはいかんのだ！」

　熱く語っていると、廊下の方からしだいに男どもの声が折り重なって聞こえてきた。

　チカ様！　チカ様！

　声はどんどん大きくなっていき、いよいようっとうしいぐらいになってきたとき、家庭科室のドアが勢いよく開け放たれた。

「あっ！　いた――――っ☆」

　嬉うれしそうに笑いながら入ってきたのは、目も潰つぶれんばかりのそれはそれは美しい少女だった。

　流れるようなサラサラの髪は風をはらんでのびやかに揺れ、宝石じみて大きな瞳ひとみは恐ろしいまでの愛らしさをまき散らしている。年相応の笑みをたたえた口くち許もとはただそれだけで甘く甘く溶けるチョコレートのよう。街を歩けばナンパスカウトは引きも切らず、そのへんの少女モデルなど鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、純白の天使とて裸足で逃げ出す清らかさ。歩いた跡には花が芽吹くという噂うわさもあながちウソではないように思えてしまう。そして何より恐ろしいことに、彼女はこれでまだ小学五年生なのである。

　なぜこんなところに神の似に姿すがたが存在しているのか。初めて彼女を目にする人間はこぞってそう考えることだろう。

　神の似姿の名は、白しろ崎さきチカ。

　学園じゅうの視線を独ひとり占めし、ファンクラブの会員数は現在３００人を突破してぶっちぎり独走中、そんな彼女はまごうことなき学園のアイドルであった。

「もうっ、また二人でご飯食べてっ！　ちいも交ぜてくれないと怒っちゃうぞっ☆」

　リクと昴すばるに向かって拗すねた顔をしてみせる。その仕草がまた狂おしいほどに愛らしい。

　が、

　そんな一撃必殺の表情を向けられても、二人はまったくの平常心だった。

　なぜと問うならば答えは一つ――二人は彼女の性格をよおく、よォォォ――――く、知っているからだった。

　彼女の背後から、せっぱ詰まった男どもの声。

「申し訳ございませんんん！　お弁当の手配、遅れましてございますうううっ！」

　ドアから見える廊下で、揃そろいも揃って土ど下げ座ざをし、さらに折り重なってさながら組体操の如ごとき土下座ピラミッドを作る高校生たちの群れ。そして頂点の一人が、風ふ呂ろ敷しきに包まれたお弁当をおそるおそる差し出す。

「船せん場ば京けい兆ちようのフォアグラ弁当……ただいまお持ちいたしましたっ……！　本日の板いた長ちようは道みち場ば三さぶ六ろく郎ろうでございますっ！　なにとぞ、なにとぞお召し上がりをっ……！」

　しかしチカはまるで聞いてないふり。

「ねえねえリク、そのおべんとわけて？　ちい今日、おべんと忘れちゃったの。くすん」

　確信犯の黒さ。かわいそうに、ピラミッドがいっせいに青ざめる。

「あああ！　ああああ！　も、申し訳ございませんっ！　七分と四二秒もチカ様をお待たせしてしまったことは死刑にも相当する重罪ッ！　ですが……ですが！　チカ様の銀河系よりお広いそのお心で、どうか今回だけは……なにとぞ……お許しを……」

　リクは見かねて「受け取ってやれよ」と言ってやった。

　彼らはなにもチカに仕えているわけではない。皆、志願してこの任についているのである。チカに挑んであっぱれに散っていった勇者たちのなれの果て――その名も“〝白しろ崎さき朱雀すざく隊たい”〟。その尽くしぶりたるやファンクラブも親衛隊も通りこしてもはや奴隷の域である。

　リクの口添えのかいあって、チカに弁当を受け取ってもらった彼らは、涙を流してお礼を言いながら帰っていった。

「ううん……またフォアグラ弁当かぁ……」

　残念そうにとんでもないセリフを吐くチカ。ちなみに昼の弁当はいつも学校長の差し入れ。齢よわい十とおにしてすでにパトロンをゲットした魔性の女とは何を隠そう彼女のことである。

（ちなみにクラス名がウサギさんとかゾウさんとかいう幼稚園みたいな名前になっているのもコイツの仕業だ。校長の権力げに恐るべしである）

　で？　と尋ねるリクに、チカは黒塗りのフタを開けながら答えた。

「うんっ、あのねあのねっ、リクがなんかおもしろそーなことしてるって聞いてぇ、それで交ぜてもらいにきたのっ！」

　相変わらず耳が早い。

　リクはさくっと頷うなずいた。

「おーいいぞ。じゃーいっしょにやるか！　……あ、ところでひょうは大丈夫か？」

「ひょう？　うん、ちゃんと撒いてきたよっ☆」

「おし、よくやった！　えらいぞー」

　ぐしゃぐしゃと頭をかき回すと、チカは嬉うれしそうに笑い「わぁい、リク、愛してるぅ」などと臆おく面めんもなくほざいてぬいぐるみのように抱きついてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　まあ、こういう間柄である。

　一介の高校生であるはずのリクはなぜだかこのアイドルに気に入られ、よく行動を共にしているのだった。

　ただ、ひとつ注意しておかねばならないことは、彼女の言葉を額面通りに受け取ってはいけないということだ。『愛してるぅ』――こいつを真に受ける男がのちのち彼女の餌え食じきとなる。そう、先ほどの白しろ崎さき朱雀すざく隊たいのように。

　だが幸いリクは年下に興味がないので、こういうときはいつも適当にあしらって終わりである。

　さて――本題。

　昴すばるに続いて白しろ崎さきチカも巻き込んだ改造計画は、早くも第二弾に移っていた。

　チカにこれまでのダイジェストを駆け足で説明し、弁当の残りをガツガツかっこんで、口の中をムグムグ言わせながら立ち上がる。

　んぐ、ごくん。おっし。

「……前回の作戦で、丸まる鍋なべねこを笑わせるのは非常な困難が伴うことが判明した！　おれは前回と同じ轍てつを踏むつもりはない！　よって、今回は全く新しいアプローチを提案するッ！　作戦名はッ」

　黒板に向かって勢いよく白チョークを走らせたのち、自信満々に振り返る。



「――『恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト』であるッ！」



　ドオオンッ、と自ら効果音を入れ、水平線を指さしてスーパーマンのようにポーズを決めてみせる。ガソリンは入れたしトラウマも沈めた。もはや絶好調のリクである。

「作戦内容を説明するッ！

　人間たるもの、否、動物たるもの満たさなければいけない欲求が四つあるのは周知の事実である！」

　右手を突き出し、指を一本ずつ起こしていく。

「食欲！　性欲！　睡眠欲！　そしてスカートめくり欲の四つである！」

「異議あり！」チカが鋭く手を挙げる。

「却下ッ！　そしてスカートをめくられた女子高校生は必ずや、こう、ちょっと顔を赤らめて『きゃっ』とか言う！」

「言わなかったらどうするんだ」と昴。

「案ずるな！　必ず言う！　必ずだ！」

「根拠は？」

「お前は物理を学んだことがないのかっ？　では教えてやろう！　あの有名な『万ばん有ゆう引いん力りよくの法則』をな！　かのニュートン女史が万有引力を発見したのは、リンゴが木から落ちたことがきっかけだと思われているらしい。

　……だが、そうではない！

　木から何かが落ちたのは事実だ。リンゴだったかもしれない。カキだったかもしれない。それはわからない。だがそのことは問題ではないのだ！　問題はその直後、例の何かが落ちて、近くにいた女子高生のスカートが舞い上がったのだ！

　女子高生はスカートがめくれ、その中身が見えてしまって恥ずかしかった！　思わず顔が赤くなった！　ここだ！　わかるか？　その女子高生の顔の紅潮を、つまり赤くなった頬を、ニュートン女史はリンゴにたとえたのだよ！」

「異議あり！」

「却下ッッ！」

「17世紀イギリスに女子高生はいません！」

「諦あきらめるな！　信じろッ！　信じる力こそが科学のエネルギーだッ！」

「さらに異議あり！」

「却下ッッ！」

「議長はニュートン女史とおっしゃいましたが、ニュートンは男です！」

「……はン。なァにを言い出すかと思えば……」

　至極もっともな指摘を、しかしリクは一笑に付してみせた。

「いいかよく聞け」

　エラっそうにチカの鼻先に指を突きつけ、支配者の笑みとともにリクは断言した。

「――あらゆる歴史上の人物は美少女だ」

「……議長？」

　とうてい正気とは思えない主張に、チカの表情がかわいそうな子を見るときのそれになる。

「議長……おっしゃる意味が……」

「考えてもみろ。万ばん有ゆう引いん力りよくだぞ？　そんなすごい法則を発見した人物なんぞ美少女に決まっているではないか！」

　チカが宇宙人を見る目になっている。しかしリクはひるまない。

「よおしそれではこう考えてみるがいい。仮にむさいオッサンが何か革新的な発見をしたとしよう。さて、それで誰だれが喜ぶ？　せいぜい一部の学者どもぐらいだろう！　そこにゆくと美少女はどうだ？　どんな世界の片隅であろうとも、美少女ならばそれだけで、ただ美少女であるという一点で、その一挙手一投足に世界中が注目する！　万有引力は優れた物理法則だから有名になったのではない！　美少女が発見したからこそ有名になったのだよ！」

　黒板に『美少女力学の第二法則』と大きく殴り書きする。

　チカは大きく目を開いて稲妻にうたれたかのように硬直し、のちきれいな形の眉まゆを歪ゆがめてうんうんと唸うなり始めた。

「ああ……ダメよチカ……信じちゃダメ……！　でも、どうしたのわたしったら？　わたしの中に、信じ始めてる自分がいるの……！　も、もうわたしには、何が正しくて何がまちがってるのか、わからない……！」

　迷える子羊に、リクは微笑ほほえみを与える。

「正しいのだ。信じよ、さらば救われる」

「ああ……教祖さまぁ……」

「お前らそのやりとりどこで仕入れてきた！」

　などとコントの真ま似ね事ごとをしていると、ふいに廊下側から地鳴りめいた音が聞こえてきた。

　ドドドドドドドド――

　音はだんだん大きくなっていく。

　ドドドドドドドドドドドドドドドド――

「あちゃ、見つかっちまった」とリクが苦笑いしたと同時、家庭科室の扉が一枚、大音響とともに蹴け破やぶられた。



「――見つけたわブタ野郎！」



　そこにいたのは、やけに攻撃的なオーラを振りまく少女だった。

　なんと勇ましくりりしい立ち姿。その覇気たるやまさにヒグマのごとし。凶悪に逆立ったツインテールはさながら赤鬼の角のごとし。凛りんと伸ばした背筋、歯をぎりぎりと鳴らして傲ごう然ぜんとあごを突き上げ、きつめの瞳ひとみが脱走兵を見下ろす看守のようにリクを睥へい睨げいする。

　そして右手にはなぜか電動ポット、さらに左手にはサンドバッグと見まがう巨大な風ふ呂ろ敷しき包づつみを下げ――お姉さん、両手がふさがっているのはわかりますがなにもドアを蹴破ることはないと思いませんか？

　彼女はすぐさま行動を開始した。

　ポットを近くのコンセントに差し瞬間沸騰させ「どこでブーブー鳴いているかと思えば家庭科室？」調理机に置いた風呂敷の結びをさっと解き「はっ、エサをあさりにでも来たのかしらね！　これだからブタは！」現れた七段重ねの重じゆう箱ばこをひとつひとつ丁寧にリクの前に並べ「いやしくも人間サマの食べ物をいただこうなんてずうずうしいのよ！」おハシを添えるとともに戸棚からフリッカージャブでティーカップを抜き取り「ねえいつこの世から消えてなくなるのっ？　焼却炉は今日空いてるけどっ？」ポットから熱々のお茶をカップに注ぐやいなやリクの前にト――――ンと置き「生まれ変わったらもう二度とあたしの半径四万キロ以内に寄りつかないでちょうだい！」そしてリクの真向かいに雪崩なだれの如ごとく着席！

「……………………」

　劇的ビフォアアフター。

　それまでちんまりした弁当しかなかった調理机の上に、絢けん爛らんきわまりない料理群が出現していた。どの重箱にも旬の海の幸山の幸が溢あふれんばかりに盛られ、勢いあまって飛び出してきそうな気さえする。豚肉のシソ巻き、キスフライ、トマトとキュウリのサラダ、モロヘイヤのおひたし、カボチャのそぼろ煮、エトセトラ、エトセトラ、デザートにはみずみずしいイチゴ。季節感満載である。

　彼女の目はこう言っていた。

　さあ召し上がれ、と。

　黄こ金がね橋ばし学園高等部二年ウサギさん組出席番号一番。彼女の名は蘭あららぎひょう。

　その気質は単純かつ明快かつカオティックである。

　人権が紙クズのように吹き飛ぶ――罵ば倒とうの嵐あらし。

　＆その合間に繰り出されるすさまじいまでの――かいがいしさ。

　二律背反の魅力。逆噴射の女王。全校男子アンケート“〝俺の嫁ランキング”〟第四位の実力者。ふだんはまともだが、これと決めた相手には容赦なく歪ゆがんだ愛を注ぎ込む。人呼んで“〝言行不一致ツンデレ”〟のひょう。

　そして――その恩恵を余すところなく浴びているのが、他ほかならぬリクなのであった。

　高一の途中ぐらいまではほとんどといっていいほど接点がなかったのだが、ある日を境に急にこのような行動におよび出した次第である。始まった当初はよく「おれ何かしたっけ」と首をひねったものだった。

「……ええと」

　リクは言葉に詰まった。

　うらやましい、と人は言う。だが、実際ターゲットにされてみるとわかるが、これはこれでなかなか厄介なのだ。だいいち肝心の“〝丸まる鍋なべねこ改造計画”〟の話し合いができない。生き真面目まじめなひょうの前で、もしそんな話をしてみろ。さあイマジン……。

『改造計画？　それなに？』

『丸鍋ねこをいじっていじっていじり倒す企画です！』

　…………………………ボコり殺されるに決まっている。

　どうすんべ……などと考えているあいだに、リクは無意識に重じゆう箱ばこの中のカボチャそぼろ煮をつまんでいた。ぱく、もぐ。

「……お、うめっ」

　そのたった一言だけで、ひょうは突きを食くらったかのように身を引いた。みるみる顔がまっかに染まり、いまさら子供のように腕をぶんぶん振って抗議？　をする。

「あ、だっ、誰だれが食べていいっていったの！　あなたのエサはトウモロコシを砕いた粉末肥料でしょう！　満足げに人間サマの食べ物食べてるんじゃないわよ！」

　そんなユデダコみたいな顔で言われても何の説得力もない。しかも言葉とは裏腹に手はカラになったカップに伸び、おかわりを注ぐ。

　コポコポコポ……。

「お、サンキュ」

「罰として口から尻しりまで鉄てつ串ぐしを貫通させなさい！　じっくり炙あぶってこんがりローストの刑にしてあげるわ！」

　なんて言いながら今度はリクの口くち許もとを拭ぬぐおうとする。ぐいっぐいっ。

「いいよ、いいって自分で拭ふくから」

　つくづく呆あきれるほどのかいがいしさである。その様子を見て昴すばるが一言。

「お前ら……仲いいな」

「なんですってっ？」

　ギャン、とひょうの視線は刺すように昴に。

「どこの世界に家畜と仲よくする人間がいるってのよ！　この！　ブタと！」

　あんまりな言われようだが別に腹も立たない。あと訂正しておきたいが太ってない。けれどリクは訂正するかわりにちょっとだけ物申した。

「お前、美人なんだからさあ、もうちょっと笑った方がかわいいぞ？」

「きょっ？」

　奇声をあげてひょうは振り返った。バックアタックはあまりに不意打ちだったようで、ひょうはついに顔から蒸気を噴いた。

　ぴっ！

　それが限界だったようで、ひょうはいやああああっと叫さけびながらハードル走選手を彷ほう彿ふつとさせる走り飛びで窓ガラスを割って飛び出していってしまった（注：‥二階）。

「……………………」

　嵐あらしのような女だった。

　去りゆくひょうを見送って、リクは大きく溜ため息いきをついた。首尾よくとはいかなかったが、自分からいなくなってくれたのでまあ結果オーライといったところ。しかしひょうの相手をするには体力がいるな。

　ようやく場が落ち着いたところで「……で、結局何をやるんだ？」と昴。

「えーとなんだっけ」

　いまの暴風であらかた飛んでいった記憶をたぐり寄せる。……そうそう、思い出した。

　まったくもっていまさらながら、リクは偉そうに胸を張って宣言した。

「『恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト』において、我々は丸まる鍋なべねこを標的とし――スカートめくりを敢行する！」



　　　＊＊＊



『聞こえるか本部。聞こえるか本部。こちら遊撃隊Ｒｉｋｕ００１。応答を請こう。どうぞ』

『こちら本部。こちら本部。遊撃隊Ｒｉｋｕ００１より受信を確認。電波は良好。そちらの具合はどうか？　どうぞ』

『順調だ。天候は快晴。気持ちのいい空だ。テキサスのお袋に見せてやりたいぐらいさ。どうぞ』

『いつか見せてやれ。この任務が終わったらゆっくりとな。どうぞ』

『ありがたいねえ。そんじゃ、辞めるときは退職金の代わりに戦闘機こいつをもらっちまっても構わねェかい？　ＨＡＨＡＨＡ！』

『ＨＡＨＡＨＡ！　おもしろいジョークだ！』

『ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！』

「………………楽しいか？」

　昴すばるが呆あきれた顔でリクを見た。

　遊撃隊だとか本部だとか、どこの空軍だと言いたくなるようなアホらしいやりとりをかましているのはリク、そしてそのお相手は――信じられるだろうか――かの学園のアイドル、白しろ崎さきチカなのである。

　ただ存在するだけで神こう々ごうしいまでの愛らしさをまき散らす彼女が、リクのディープなごっこ遊びに違和感なく加わっているのである（しかも司令官役で）。言っておくが台本などない。完全アドリブである。

　チカがよくリクとつるんでいる理由は、ここにあった。

　実はこの二人、ふざけたときの波長が恐ろしいぐらいピッタリなのだ。

　国民総ケータイのこの時代に、いったいどこから引っぱり出してきたのやら、二人が手にしているのは懐かしすぎてもはや骨こつ董とう品の趣おもむきさえただようトランシーバーだ。２メートルという超至近距離での無線のやりとり。「お前それ意味ないだろ」という昴のつっこみもなんのその、二人の意識はすでにここにはなく、遙はるか遠いロシア上空あたりを飛行中であった。

『こちらＲｉｋｕ００１。濃霧のため視界不良。レーダーにより約15メートル前方に敵拠点の存在を確認。障害なし。どうぞ』

『ついにやってきたな、このときが。幾多の同胞を空の塵ちりに変えていった化け物要よう塞さい“〝ＭＡＲＵＮＡＢＥ＝ＮＥＫＯ”〟。ようやくだ。ようやく彼らの恨みを晴らすときがきた。各機、態勢は整ったか？』

『システムオールグリーン。ついでにおれの調子もオールグリーンさ。いつでも命令してくれ』

『よろしい。……それではッ！　現時点をもって“〝恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト”〟を開始するッッ！』

『了解ラジヤー！　遊撃隊Ｒｉｋｕ００１、これより敵拠点に接近し、これを破壊するッ！』

『案ずるべきはＮＲＳだけだ。存分にやれ。貴官の幸運を祈るグツドラツク、Ｒｉｋｕ００１』

　指揮官（注：‥チカ）の声を最後に通信を終えたリクは、トランシーバーを腰のベルトにねじ込んで、廊下に鋭い視線を走らせた。

　急がなければ。昼休みはあと少しで終わりを告げてしまう。

　だが案ずることはない。幸運にも、目標ターゲツトはすぐそこにいるのだから。

　前方15メートル。

　丸まる鍋なべねこ。

　教室に戻ろうとする無防備なその背中。

　いいぞ、いい。

　状況はこちらに有利に働いている。

　いまこそ。

　いまこそ、濃霧スカートに閉ざされた敵拠点をさらけだすとき！

　そうすれば、必ずや――丸鍋ねこは絹を裂くような悲鳴をあげることだろう……！

　フフ……腕が鳴るぜ……！

　やろうとしていることは完かん璧ぺきにチカンのそれなのだが、リクの目は真剣そのものだった。深呼吸をし、指を十分解ときほぐしてから動き出す。

　エモノを狙ねらうホホジロザメの動きで、確実に距離を詰めていく。夏の熱気を孕はらんだ空気の中を泳いでいく。

　――あと10メートル。

　丸鍋ねこは気づかない。焦るな。焦るな。自分に言い聞かせる。

　――あと５メートル。

　つまらないことで気づかれればすべてが水泡に帰す。焦らず臆おくさず、慎重かつ大胆にアクションを起こすのだ。

　――あと２メートル。

　ここだ。

　リクの目がぎらりと光った。

　胸の中で引かれるトリガー。ぐっと踏み出した右足に力を込め、溜ために溜めたバネを一気に解放する。50メートル走６・20、走り幅跳びで６メートル45を記録する驚異的な瞬発力の前では２メートルなど距離のうちに入らない。一瞬で間合いを削り、すれちがいざまにスカートを――――

　ばっ。

　すべてがスローモーションに見えた。

　薄く。

　脆もろく。

　はかなく。

　頼りない――そのヴェールは。

　ゆっくりと。

　ふんわりと。

　解き放たれたように、宙を泳いだ。

　さあ、姿を現すがいい。

　ヴェールの向こう側の桃とう源げん郷きようよ！

　そして――次の瞬間！



「きゃああああああああああああああああああああああああっっっっ！」



　絹を裂くような悲鳴が廊下に響き渡った。

　周りがいっせいに何事かと振り返る。

　作戦、成功……！

　と。

　思いきや。

　残念ながら、悲鳴は丸まる鍋なべねこの口から発せられたものではなかった。

　声の主は、誰だれあろう――

　リク。

　であった。

　もちろん冗談でやっているのではない。

　リクは大変な混乱に見舞われていた。

　まるでゾンビでも見たかのように目を見開き。

　ガクガクと顎あごを震わせ。

　おぼつかぬ手つきで腰のトランシーバーを引き抜き、震える指でスイッチを入れる。

『ほ……本部！　本部！』

　すぐさまチカも応答する。

『ああ……わかっている……』

　こちらもやけに神妙な顔つきであった。

　リクはなおも必死の形相で呼びかけた。

『たったいま、敵拠点を肉眼にて確認！　てっ、敵拠点は“〝ホワイト”〟にあらず！　繰り返す！　敵拠点は“〝ホワイト”〟にあらず！』

『うむ……予想だにしていなかったトラブルだ……！』

『敵拠点は“〝ブラック”〟なり！　繰り返す！　敵拠点は“〝ブラック”〟なりッッ！』

　遊撃隊Ｒｉｋｕ００１が混乱に陥ったのもムリはなかった。

　ここ県立黄こ金がね橋ばし学園は至って健全な学校なのである。

　ブラックな拠点（ふりがなはみんなで考えてネ！）など、少なくともこの黄金橋学園では、まずお目にかかることなどなかったのだ。

　だいたいリクとてこんな行為におよぶのは実に小学生以来で、その頃ころの柄といったらせいぜい白とか薄青とかしましまとか花柄とかとっとこハ○太郎とかの可愛かわいらしいものだった。だからブラックなんて都市伝説か何かだと思っていたのに、しかもなんだあの模様はなんだあのフリフリは。よく知りもしないくせにゴシックとかロリータとかいう言葉が頭の中を飛び交った。

　――この女っ……！　攻略難度のみならず、レア度までＳＳ級だというのかっ……！

　はぐれメタルなどもはや目ではない。こんなモンスターがいたとしたら、おそらくはぐれメタルキングオブキングスとかそんな感じの名前がついているはずだ。

　トランシーバーから、早くも態勢を立て直した指揮官の声が飛んだ。

『了解した……！　それではこれより作戦名を変更する！』

『なんだと？』

『敵拠点はホワイトではなくブラック――Ｒｉｋｕ００１より受けたこの情報を元に、われわれ作戦本部は今ミッションの名称を“〝オペレーション・ホワイト”〟より“〝オペレーション・ブラック”〟に変更する！』

　脇わきで見ていた昴すばるが、アホか、と呟つぶやいた。

　しかしリクにとっては、本部の決断は納得のいくものだった。オペレーション・ホワイトのホワイトは、言うまでもなく例の白い布キレを指している。だがいま、ブツが黒だとわかった以上、正しい作戦名はオペレーション・ブラックとすべきである。さすがはリクの信頼するアドリブ神。こちらの思惑をよく理解してくれていた。

　だが……。

「…………あンれぇ？」

　戦闘機のコクピットという設定も忘れて、リクは素で首をかしげていた。

　おかしい。

　いま、たしかに自分は、丸まる鍋なべねこのスカートをめくったはずである。記憶にまちがいはない。衝撃映像ゆえか、はたまた男のサガか――悲しいことに、あの一瞬の静止画『布のある風景』はリクの脳裏に焼き付いてしまった。

　だから、自分は確実に丸鍋ねこのスカートをめくったはずなのである。

　なのに。

　その反応ときたらどうだ。

　丸鍋ねこは、歩いていた。

　まるで何事もなかったかのように、そもそもリクの行為などそこに存在しなかったかのように、丸鍋ねこは完全なる沈黙、完全なる無反応を保ったまま、歩を進めていた。

「ば、ばかなっ！」

　汗がつっと頬ほおを伝った。

　そんなはずはない。

　だってスカートめくられたんだぞ？　丸見えになったんだぞ？　『きゃっ』とかさあ！　『何すんのよ！』とかさあ！　なんか……なんかあるだろ！　なんでこっちさえ向かないんだ？

　お、おかしい、何かのまちがいだ！

　予想だにしない事態に冷静さを失ったリクは、なんとあろうことか再度の突撃を試みた。

　たたたたっ。

　ばっ。

　黒ッ！

　まちがいないぃぃっ！

　しかし……しかしなぜ無反応っ？

　おかしい。どう考えてもおかしい。何が起こってるんだ？

　もしかして、ついにおれが超能力に目覚めたとか？　いやいやいや、そんなわけねえし！

　なんでだ？

　あれか？　手か？　利き手の問題なのかっ？

　よおし試してみよう！　右手で、それっ！

　ばっ。

　黒。

　お次は左手で、そいっ！

　ばっ。

　黒っ！

　まだまだっ！

　両手で、そおおおいっ！

　ばばっ。

　クロォッ！

　おれ何やってんだろう、という声が頭をよぎったが、深く考えてはいけない。

　しかし……何度やっても同じだった。スカートを押さえて「きゃっ」なんて叫さけんだりはしなかったし、黒が突然白に変わったりもしなかった。敵は完全に沈黙していた。

「なんでだあっ！」

　こうなりゃもうヤケクソである。ヒットアンドアウェイとかもうどうでもよかった。両手でスカートの裾すそをむんずと掴つかみ、緞どん帳ちようを上げるみたいにして、は～いご開帳～。

　するすると幕スカートが上がり、丸まる鍋なべねこの下半身がむきだしになる。

　ブラックさんったら、もう視界のど真ん前である。

　ていうかお尻しりである。

　ハレンチである。

　犯罪である。

　けれどリクはとっても自暴自棄になっていたので、いまさら怖いものなんてない。犯罪？　何それ？　おいしい？　雪原みたいに真っ白なお尻さんに向かって、リクはついに頭のネジでも飛んだか体操のお兄さんみたいなはつらつとした声で呼びかけた。

「やぁっほ――――――――――っ」

　しーん。

「よい子のみんなぁっ、こ――んに――ちは――っ」

　しーん。

　突然マジメな顔を作って、

「お父さん……娘さんを僕に下さい！」

　しーん。

　あっ、でもいま、トランシーバーから『うわぁ……』って聞こえた。珍しい。ちいが引いてる。もう振り返れない。

「や、しっかし暑あっちーなァ……」

　ヘンに動揺したりしたせいで、体中にヘンな汗をかいていた。ひとまず涼を取るために、手に持っていたスカートの裾すそでバタバタあおいでみる。

「ふぃ～、涼し」

　あおぐたびに黒いアイツが見え隠れする。

　あー、ええ眺めやのぉ。

　盆栽を眺めるおじいちゃんのような目つきで鑑賞するリク。すでに下心は通り過ぎた。そこにはただ世のわびさびを愛めでるゆったりとした瞳ひとみがあるばかりである。

「うむ……大きくなったね……」

　しみじみと呟つぶやいて、日本一ほうじ茶の似合う高校生、ここに爆誕。

『……リク、頭だいじょうぶ……？』

　心配の声を寄せるトランシーバーを腰から引き抜き、神妙に電源をＯＦＦにする。現実の声などいまは聞きたくないのだ。ばあさん、ばあさんや、草くさ餅もちはまだかね。

　と。

　ここにきて、ようやく変化が起こった。

「――？」

　ついに。

　ついに丸まる鍋なべねこが反応を見せたのだ。

　まるでいま気づいたみたいにゆっくりと後ろを振り返り、視線を下に落とし――リクとばっちり目が合った。

「あっ」

　いまさらかよ、とも思ったが、この状況。

　冷静になってみると、自分はいま、相手のスカートをうちわ代わりにしてあおいでいるのである。

　ちょっと考えてみればわかるが、撲殺モノである。

　焦った。

「やべっ」

　これだけ好き放題やっておいて「やべっ」も何もない。あげく発した言葉がコレ。

「えっと、こ、こんにちは？」

「…………」

　すごいセリフだった。

　何一つ取り繕えていない。

　世が世ならそのままギロチン送りになるところである。

　だが、丸まる鍋なべねこは。

　もう意味がわからなかった。

　なぜだ。なぜ眉まゆ一つ動いていない。なぜそのへんの風景を見る目でこちらを見つめている。何をされているかわかっているのか。それともやっぱりロボットなのか丸鍋ねこ。

　その瞳ひとみは例によって山奥の湖みたいに静まりかえっていて、非難の色はこれっぽっちも含まれてなかった。

　彼女はたった一言、

「――何をしているの？」

　と。

　声こわ音ねは平静そのもので、まるっきり事務的で――まるで「今日は何日？」とでも訊きいているような、ただの問いかけだった。

　そのときのリクの混乱ぶりたるや推おして知るべし。気がつくと、半ばヤケクソで答えていた。

「ＯＨマドモワゼル。私はいま、貴女あなたのスカートの中身を拝見しているところです」

　しかもなぜかジェントルマン口く調ちようだった。

　すると丸鍋ねこはおっとりと口を開き、

「スカートの中身を見て、どうするの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「うっ……」

「それが、楽しいの？」

「たっ……」

　楽しいのときたもんだ。

　その一言で、なぜかリクの胸に怒りがこみ上げてきた。

　こいつは……こいつはなんにもわかってねえ！　全然、まったく、これっぽっちもわかってねえッッ！

「楽しくねえよ！」

　勢いに任せて丸まる鍋なべねこの肩をがっしり掴つかみ、「おうおうおうおうッ！」と横綱ばりの寄り切りを見せてまたたく間に窓際に追いつめる。

　そして、丸鍋ねこの額わずか５ミリ手前に指をビッシィィィッッと突きつけ、思いっきり息を吸い込んで――吼ほえた。

「いいかコムスメぇぇっっ！　よォく聞けェェェ――――――――――ッッッ！」

　どうしても言っておきたいことがあった。

「この際だ、言っておいてやる！　お前を含め、女子どもが根本的にカンちがいしていることがある！　それは“〝スカートめくりの意義について”〟だ！」

　それは、ついに臨界点を突破した少年の熱き主張であった。

「なぜおれはスカートめくりをしたか？　なぜ世の男子生徒はスカートめくりに憧あこがれるのか？　お前らは深く考えたことすらないだろう！　いままで不思議に思うことはなかったか？　たかが下半身を覆う布キレ一枚がなぜそれほどまでに男たちを引きつけるのか！　はん、そうやって下半身にこだわってるお前らには一生答えは出ないだろうよ！　なぜなら……なぜなら！　答えは全く別の所にあるんだからな！」

　呆あきれるほどのオーバーアクションで腕を振り、土石流の如ごとく言葉を吐き出す。みんなまとめて引きずり込んでやるぞ――そんなすさまじい気力が、リクの内側から迸ほとばしっていた。

「そんなにスカートの中身が見たいのか？　……ちがう！　その奥にある花園に思いをはせたいのか？　……いいやちがうね！　おれはなァ、別にそんな布キレが見たいわけじゃないんだ。わかるか？　ええオイ？」

　火を吐くような熱弁に押されて、丸鍋ねこが少し自分から身を引いたのをリクは見逃さなかった。相変わらず表情は微動だにしていなかったものの、おそらく初めてのリアクションらしいリアクションに、リクは心の中でにやりとした。いいぞ、押せ！　このまま押し込んでやれ！

「スカートめくりの神髄は――いいか？　スカートの中身そのものにあるんじゃあない――めくられて恥ずかしがる女の子のリアクションにこそあったのだよ！」

「………………」

「めくられた瞬間、スカートを押さえ！　『きゃあっ、何するのよバカ！』　……これだ！　下着を見られたという恥じらいと怒りに頬ほおを染め、箒ほうきを振りかざして男子生徒を追い回すリアクション……！　これが、これこそがおれの求めてやまないものなのだ！　反応のないスカートめくり――略してＮＲＳ（ノー・リアクション・スカートめくり）など、いくら刺激的な下着だろうと何の価値もない！」

　うそつきー黒いの見たときおもっきしキョドってたじゃーん、とどこぞのガキンチョの声が聞こえたが、自論に破は綻たんをきたすおそれがあるので丁寧にスルーしておく。

「つまり何が言いたいのかというとだ！」

　――意地でもやらせてやるぞ。

「お前は！

『きゃっ』って！

　言えぇぇッッ！」

　指を指された丸まる鍋なべねこはぽかんとしていた。きっと何を言われているのかわかっていないにちがいない。だが――その程度でひるむリクではないのだ。

「こう、眉まゆをギャンって立てて、『よくもやったわねえ……！』って言え！　それで真ッ赤になっておれを追い回せ！　そんでしこたまおれのケツを蹴けり上げろ！　これぞ王道！　いいかわかったか！　わかったらさっそくやってみろォッ！」

　ひとしきりがなり立てたあと、リクはバッと後ろを向いて逃げるポーズをした。

「さあカモン！」

　ぺんぺん、と尻しりを叩たたく。

「どうした！　さあ早く！」

　くいっくいっと腰を振る。

「どうした来ないのか？　来ないならこっちから行っちゃうぞぉ？」

　まるきりスケベ親父の顔で振り向いた、そのときだった。



「……何を……しているのかしらッッ…………？」



　突然の出現だった。

　なんでここにいる。

　黄こ金がね橋ばし学園高等部二年ウサギさん組出席番号１番――蘭あららぎひょう。

　当校の誇る最強の格闘系少女が、そこに立っていた。

　仁に王おう様みたいな形相で。

　腕をだらりと下げて。

　周りの風景が歪ゆがんで見えるのは、ひょうが全身からむらむらと放っているドス黒オーラのせいである。

　窓の外、木にとまっていたスズメがぽとりと落ちた。

　リクの前髪がオーラに触れて、「じゅっ」と焦げた。

　あっ、これ、死ぬっ、と思った。

　ひょうはうっすらと口を開いて、ものすごく早口で喋しやべった。

「重じゆう箱ばこ洗わなきゃと思って戻ったら家庭科室はもうもぬけのカラいったいどこにいったのかしらと思って捜してるうちになんだか見覚えのある男子が女の子のオシリに向かって話しかけてるじゃないの我慢して見てれば明らかに事件は痴漢加害者はあなた被害者は丸まる鍋なべさんそうよね合ってるわよねどこもまちがってないわよね？」

　一息だった。一回も噛かまなかった。ものすごく怖かった。脳内で空襲警報が鳴り出した。

　なんとかしないと、なんとかしないと！　リクは必死になって、とにかく口を開いた。

「ちがうんだ、聞いてくれひょう！」

　しゅばっ！

　頬ほおが切れた。

　ぬおおおおおお！

「そうです！　その通りです！」

　壊れたように頷うなずきまくるリク。もうツンデレだなどと生ぬるいことは言っていられない。言行一致の虐殺モードがＯＮになっている。下へ手たすると簡単に死ねる。

「――なのになぜあなたがねこに説教垂れてるのか私にはさっぱり意味がわからないのだけど」

「ええとそっそれはですね」

「とりあえず……蹴けるわっ……」

「はい？」

「だって蹴ってほしいのよね？　さっき言ってたものね？　オシリ突き出して言ってたものね？『さあカモン』って。まちがいないわよね？」

「えええおおおおれ言ってましたっけそんなことっ」

　リクは彼女がキック一いつ閃せんでバット五本をへし折ったのを見たことがある。

「けっ……蹴るわよ……！　お望み通り蹴り殺してあげるわよ！　そのオシリ、四つに割ってあげるわ！　ぅぅぅううう死ねええええええッッ！」

「ぎゃああああああああやめてえ――――――――――っっ！」

　必殺の水平蹴りは、大砲の一撃。

　尻しりが引きちぎれるような衝撃とともに、リクは派手に吹っ飛んで、教室一つ分ぐらいの幅をざっしゃァァァァァァァァァァァァァァッッと転がっていった。

　直後。

　バリリッ。

　一瞬――激しい音と光が周囲を埋め尽くした。

「！」

　リクは慌てて起きあがった。もう音と光はやんでいたが、いまのは……、

「か……雷ィ？」

　視界の片隅。窓の外からナナメに飛び込んできたのはたしかに雷光だった。

　しばらく耳鳴りがしていたが、とりあえず立ち上がり、四つに割れたであろう尻しりを押さえながら雷の落ちたところにそうっと近寄ってみる。

「うわ……」

　床板が真っ黒に焦げていた。

「……ここ……おれが立ってたとこじゃね？」

　その通り。

　ひょうにブッ飛ばされる前、リクはまさにこの場に立っていたのだ。

　ということは、だ。

　――ひょうが蹴けり飛ばしてくれなかったら、いまごろおれは……。

　その先を想像して、リクは背筋が寒くなるのを感じた。

「……シャレになってなくね？」

　丸まる鍋なべねこに近づく者には災わざわいが起きる。でもそれは『命に関かかわるようなものはなく比較的軽微』であるはずで。

　窓ごしに空を見上げてみる。

　夏の入道雲がもりもり天高くそびえ立っていたが、とうてい雷の落ちそうな空模様ではなかった。



　――“〝恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト”〟……失敗。



　　　＊＊＊



「そうそう、リクに一つ訊きいておきたかったんだけど」

「ん？」

「リク、なんであのコ改造したいの？」

　放課後である。

　リクはいつものように帰ろうとして、校舎を出たとたんばったりチカと遭遇した。雑談をしているうちに、チカはこんなことを聞いてきたのだった。

　リクはふっふと笑った。

「よくぞ訊いてくれた！　謹んでお答えしよう！　それはな……ノリだ！」

　ヘンなポーズとともにそう言い放つリクに、チカは疑わしげな目を向ける。

「ちがうでしょ？　リク、いっつもノリとか言って、意外と色々考えてるもん」

「ノリである！」

「偉そうに言い直してもダメですー。ほらさっさとー」

「ノリだもの！」

「……ふん、そぉお。そーいうつもりなんだぁ。じゃーあー、言わないとぉ、タコといけない関係結ばせちゃおっかなぁ～？」

「ぬあっ？」リクは猛烈な勢いで後ずさり、壁に背中がぶつかって気にも留めず、まるで貞さだ子こでも見たような恐怖にかられた目でチカを凝視した。「きっ貴様どこでそれを！」

　タコといけない関係。

　恐ろしい響きだった。心の最奧コキユートスの扉がゴゴゴゴと開き、昨日の光景がパンドラの箱を開けたみたいに次々飛び出してくる。パンドラの箱は底に希望が詰まっていたらしいが、この思い出には希望など皆無。純粋なトラウマのみを厳選してお送りするホラースライドショーだ。ただでさえあのファーストキス事変でＡＢＣの最初の段階をクリアしてしまったというのに、これでさらに進展したらどうなってしまうのだろう。

「わっわわわかりました言いますっ！　むしろ言わせていただきたいっ！」

「おっけー☆　わかってくれて、ちい嬉うれしいなっ☆」

「くっそう……」

　勝ちか負けかでいうと完全に負けなので、リクはとても悔しい。

　だから、せめてもの抵抗として、ちょっとふざけてみた。

「あれはそう……俺が前世でプレイステイション王国の第二王子だったとき……」

「……は？」

「彼女は隣国プレステツー国の王女で、生まれたときからおれの兄と許嫁いいなずけの関係だったんだ。けど、おれは彼女に恋をしてしまった。彼女もおれに恋をした。だから二人は誓ったんだ。この世界では二人は結ばれることはない。だったら次、生まれ変わったときは……へへっ、きっと結ばれようってね。そうして二人は――」

　ピッピッ……ピッピッピッ――

「あの、あのちいたん？　な、何をしてるのかなっ？」

「…………………………あっ、鱶ふか鰭ひれ天てん国ごくさんっ？　こ～んにっちは～っ☆　ええっとぉ、新鮮なタコ、配送してほしいんですけどぉ」

「ぬおおおおおれが悪かったあああ！」

「はいっ☆　そうですぅ。メスで、できるだけぴっちぴちのやつでお願いしま～っす☆　えっと場所はぁ……」

「ごめんなさいやめてくださいお願いしますこの通りいいいっ！　おれはっ……おれはまだ人間でいたいッッ！」

　リクはすぐさまその場に寝っ転がって上を向き、無防備なおなかをさらけだした。何をやっているかというと、これは野生動物の服従のポーズである。よくネコなんかがゴロニャンと転がってやっているアレに近い。もうあなたには逆らいません。疑うならどうぞこの柔らかいおなかをお踏みになって！　というしもべ精神溢あふれる行動なのである。

　チカはしてやったりの笑顔で電話を切った。

「――ふん、わたしに逆らおうなんて二億光年早いのよ」

「うん？　光年ってさあ、キョリの単位じゃなかったっけ？」

　その通り。

　一光年は光が一年に進むキョリのことである。

「…………」

「ぷっ」

「…………っ」

「あっ！　わかったごめん！　おれがまちがってました！　そう！　そうですよね！　光年は時間の単位ですよね！　ちいサマのおっしゃることにまちがいなんてあるはずないですもんね！　だからだから、ケータイを取り出すのはやめてえっ！　履歴で鱶ふか鰭ひれ天てん国ごくの電話番号を表示しないでえっ！」

　世の中、正しい人が正しいのではない。エライ人が正しいのである。お上かみが白と言えばカラメルだって白になる。理不尽な権力のまかり通る縦社会のほろ苦さを、リクはスルメの如ごとく噛かみしめた。

「えっとだな……」

　丸まる鍋なべねこを改造しようとしている理由――。

　きっかけはごく単純なことだった。

　あれは、四月のこと。

　始業式。

　桜がきれいに舞う、暖かい春の日のことだった。

　黄こ金がね橋ばし学園高等部は、校門をくぐるといきなりアホみたいに急な坂道があって、それが校舎に辿たどり着くまで延々１００メートルくらい続いている。そしてその両りよう脇わきには立派な桜の木がいくつも並んで植えられていて、桜のシーズンになるともうほれぼれするような一面の桜色の風景になる。

　今年もそうだった。

　おーきれいだなーなんてぼんやり上を眺めながら、二年に進級したばかりだったリクはゆったりと歩いていた。

　なにせとてもいい気分だった。というのも、通学路の途中にある幼稚園でも同時に入園式を迎えており、まだ三頭身しかないちびどもが親に手を引かれてわきゃわきゃはしゃいでいる姿に頬ほおがゆるみっぱなしだったのだ。

　かたや高校こちらではちゃんと六頭身に成長した新一年生がまだ着慣れない制服に身を包み、初々しい感じで坂を上っていく。

　その脇わきに、丸鍋ねこの後ろ姿があった。

　皆が笑いさざめきながら登校していく中で、丸鍋ねこは一人ガードレールの脇で立ち止まって（坂の両脇には転落防止にガードレールが張られている）、満開の桜木を見上げていた。

　一年のときはお互いクラスが離れていたため、当時のリクは彼女についてまだ名前ぐらいしか知らなかった。

　けれどリクは『おっ』と思った。

　桜がこんなにきれいに咲いているのに、誰だれも上を見ようとしない。いや桜に限らず、大地には野草に交じってつくしが芽吹いているし、来る途中に開いてた花屋さんのチューリップもきれいだった。どれも一年でこの時期しか見られないのに、もったいねーなあ、と思っていたところに、彼女の背中を発見したのだ。おお、わかる奴やつ発見、なんて嬉うれしくなって、通りすがりざまついつい声をかけた。

『きれいだよなぁ』

　すると丸まる鍋なべねこはくるっと振り返った。

　そして、たしかに、たしかに一瞬――

『ええ、とっても――』

　笑ったのだ。

　よく憶おぼえている。桜の花に負けないぐらいふんわりした、幸せそうな笑顔だった。

　けれど――いったい何が起こったのだろう――それは振り向いた瞬間だけだった。丸鍋ねこははっと息を呑のんで顔をこわばらせるや、急にうつむいてしまったのだ。

『…………きれいだと……思う……』

　あんなに弾はずんでいた声のトーンが一気に落ちて、まるで別人のようになってしまった。いきなりなんだ？　とまどいながら声をかけてみるも、反応はなし。なんだか急に話しづらくなってしまい、結局それからは適当にお茶をにごして別れてしまったのだが……。

　二日前、改造計画を宣言したときに真っ先に思いだしたのがこのことだった。あのときはそのまま流してしまったが、あらためて思い返してみるとどうにも納得がいかない。

　自分が嫌われているだけならまだいい（それはそれでショックだが……）。

　でも、もし何かしらを我慢しているのなら――そしてそのせいで笑えないでいるのだとしたら――リクはなんとしてでも笑わせてやりたいと思うのだ。笑ったり泣いたり怒ったり、そうやって皆が普通にやっているようなことを、やらせてあげたいと思う。

　ここ三日間ちらちら観察していて、反応が薄いのはリクにだけではないことがわかった。誰に対しても、何に対しても、丸鍋ねこは興味を示さない。執着も見せない。与えられたことを淡々と、まるでロボットみたいにこなしていくだけだ。

　けれど、リクは知っている。

　ちがうだろ、ホントはそんなんじゃねーんだろ。

　あのときの笑顔を、また見せてくれよ。

　……なんて、思ったりしているのだ。

「――っつーわけ」

　お望み通り理由を話すと、チカは納得しているんだかいないんだかよくわからない顔をして「……ふうん……」と呟つぶやいた。

「……おい、ふうんってなんだふうんって。もっとなんかコメントしろ」

　珍しくマジメに語ってやったのに、いまいち反応が薄いのはどういうことだ。一人マジメに語ってしまった自分がなんだかちょっと恥ずかしいではないか。やっぱりマジメなのがよくなかったのかしら。いつもみたいに大ボラを吹いた方がよかったのかしら。なんて考えているうちに口が勝手に動いた。

「――っつーのはぁ、ぜんぶウソでぇ」

「……は？」

　チカの目がまん丸になった。ぬはは。愉ゆ快かいだ。やっぱこうでなくっちゃ。だいたいなぁ、マジメに語るなんて、おれのガラじゃねーっつの！

「いや実はね？　ほらあそこ見てみあそこ」

　テキトーに空を指さす。チカもつられて上を向く。

「見えねーかな？　ちょうどあのへんにおれの故郷のＭ７８０星雲があるんだけどよー。あそこからビビビーっと指令が届くわけだな、おれの膀ぼう胱こうに」

「リク？　何言ってるの？」

　おおっと珍しくチカがついてこれてない模様。

「膀胱で受けた指令は尿素と結びついておれの体内を駆け巡る！　そして脳に達した瞬間！　激しいスパークが起こっておれの髪が０・２秒だけ金色に染まり！　そして！」

「ふざけてるのね？　そうなのね？　でもあんまりふざけてるとそろそろ……」

「丸まる鍋なべねことあとついでに地球の平和はおれが守る！　美少女の味方キングエロメスここに参じょそろそろって何ですか？」

「あ、来たよっ☆」

「何がッ？」

　一瞬で汗がどっさり吹き出して、嫌な予感バリバリで振り向くと……おお？　あれはなんだっ？　このクソ傾斜のキツい上り坂を、一台のワンボックスがドリフトしながら爆走してくるではないか。

　坂を登り終えるや、車はマリオカートでもお目にかかれないようなすさまじい横滑りをかましながらリクの真ん前で停止、横一線に引かれたタイヤの跡、そして……そして衝撃的発見。車の側面にはあろうことか、あの『鱶ふか鰭ひれ天てん国ごく』の文字がでかでかと……！

「へいお待ちィ！」

　颯さつ爽そうと運転席から飛び出してきたのは、今日もはつらつ元気いっぱい、明るさと気前の良さがウリのあの兄ちゃんだった。

　リクは歯をカタカタ鳴らしながら後ずさった。

「ちい……お、お前……」

「うふっ☆」

　兄ちゃんは思いっきりいい笑顔で叫さけんだ。

「ご注文の品、ぴっちぴちのタコ（♀）お待ちィ！」

「ひぎいいいっ！」



　　　＊＊＊



　決死の戦いだった。

　人類VS海の魔物。その15分間にも及ぶ泥沼バトル。

　鱶ふか鰭ひれ天てん国ごくのニーチャンはとっくに帰り、そのうちチカも「帰りましょう、じい」と不敵に呟つぶやいて去っていってしまった。やっぱ流は行やってんのかその映画。

　孤独な戦いのなかで、この操みさおだけはどうにか守り抜いたと思う。思うのだが、一度だけタコの足が胸元からシャツ内部に侵入したのは果たしてセーフなのかアウトなのか。仮にアウトだとすればこれすなわち大人の階段ＡＢＣのうちのＢにあたるわけで、ひょっとしてセカンドステップまでをタコとともに上ってしまったのかしらと思うともう悪お寒かんが止まらない。誰だれか、誰かセーフだと言ってくれ。頼むから。五十円出すから。

「――アウトォッ！」

「うわああああああっっ！」

　口からちょっと心臓が出た。なんだ誰だと挙動不審に見回すと、グラウンドでやってる野球部の審判役の声。

「まっ……紛らわしーんだよっ！」

　だいたいなんでアウトなのに親指立ててんだ。アウトのくせにグッジョブかよ。逆だろ。どっちかっつうとセーフのときにやるべきだろ。ねえそう思いませんかベーブ・ルース！

　人間、神経が高ぶっていると些さ細さいなことにもムカつくものである。

　だから、リクの耳はこんな小さな音さえも拾った。



　めきっ。



「……何だ、いまの？」

　音は遠く遠く、校舎裏の自転車置き場のあたりから聞こえていた。

　あのへんにあんな音が鳴るようなものはなかったはずだけど……と思いながら行ってみると……あったあった看板が。そういえばここのスペースで文化祭で使うセットを作っていたのだった。

　看板はたぶん当日校門に設置するのだろう。大きな文字で“〝黄こ金がね橋ばし学園文化祭”〟と書いてある。

　そんで、そいつが、まあ、なんというか……ベッコリいってらっしゃる。

「あっちゃあ……」

　リクは顔を覆った。誰か体当たりでもかましたのだろうか。横長の看板のちょうど真ん中らへんで木組みがへし折れ紙が破け、これを元通りにするぐらいなら一から作り直した方が早いんじゃないかと思わせる壊れぶりである。

「誰やったんだよ、これ……」

　と。

「――あのコよ」

　すでに先客がいた。女子だ。たしか一コ上の先輩である。彼女は横にあごをやった。

「あのコがやったのよ」

　言われるがままに横を振り向いて、リクはびっくりした。

「っ？」

　その先には、丸まる鍋なべねこの姿があったからだ。

「……うそだろ？」

「うそじゃないわ。私、音がしてすぐにこっち来たんだけど、いたのはあのコ一人だけだったもの。ねえ、あなたがやったんでしょ、これ」

　丸鍋ねこは肯定も否定もしなかった。マズい。あれでは自分が犯人ですと言っているようなものだ。

「ほら、何か言ってみなさいよ。言い訳なり謝罪なり、何かあるでしょう？」

　リクは慌てて口を挟んだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。あいつがやったって決まったわけじゃねーだろ」

「じゃあ他ほかに誰だれがいるっていうの？　ほら、丸鍋。自分じゃないっていうんなら犯人言ってみなさいよ」

「…………」

　丸鍋ねこは口を閉ざしたまま柳のように突っ立っていた。

「……ほらね。あのコなのよ」

「…………っ」

　まったくもって腑ふに落ちなかった。わざとだとしても理由が見あたらない。何を好きこのんで看板を凹へこませる必要があるのだ。転んだにしても、制服に土が全然ついてないのはおかしい。けれど、いくらリクがそう思っていても、肝心の本人が否定してくれないことにはどうにもならない。

　そうこうしているうちに周りは一人増え二人増え、しだいにざわめきが増していく。人が人を呼び、いくらもしないうちにちょっとした人だかりができてしまった。

　女子生徒はことさら声を大きくして丸鍋ねこを責め立てる。

「さっきからずっと言ってるのに、謝罪の一つもなし。いったいどうなってるのかしら。……ねえ、放課後すぐ帰っちゃうあなたにはわからないかもしれないけど、みんな手間暇ひまかけて文化祭の準備してるのよ。なのに、何？　せめてごめんなさいの一言ぐらい言うのがスジってものじゃないの？」

　あれ、そうなの？　とリクはつぶやいた。リク自身は親父おやじの仕事の手伝いがあるからそっちの準備は免除してもらっているが、彼女も帰宅系だとは知らなかった。

　途中から野次馬に加わった生徒たちのあいだでは、すでに犯人は丸鍋ねこで決定しているようだ。あちこちから漏れ聞こえる声がそう告げている。

「そういえば、あなた有名よね？　男子にはかわいいかわいいってチヤホヤされてるくせに、てんで愛想のない無表情女って。ふだんならともかく、悪いことをしたあとでもなんにも言わないっていうのはどうかと思うけど」

　みんなで力を合わせて作り上げていくべき文化祭を、一人でジャマしている――『悪者』というわけだ。ただ立っているだけで、丸まる鍋なべねこはいまやこの場にいる全員を敵に回してしまっていた。

　しかし。

　こんな状況でも、丸鍋ねこは崩れることはなかった。

　一人だけゆったりとした動作で壊れた看板を眺め、すうっと周囲に視線を移す。読めない。行動が読めない。その余裕ありげな態度がまた女子生徒には気にくわないらしかった。

「ねえ……何か言いなさいよ！」

　丸鍋ねこは答えず、歩き出した。

　周りがざわっと波打つ。

　丸鍋ねこが向かったのは、校門に向かう方角だった。まさかこのまま帰るつもりなのか？　大勢に犯人扱いされたまま、一言も言い返すことなく？

「なに、このコ……！」

　腹立たしげに目め許もとを歪ゆがめる女子生徒。

　だが結局、丸鍋ねこは誰だれにも引きとめられることなく、校舎の角を曲がって姿を消した。

　――――。

　とたん緊張の糸が切れた。

　野次馬していた生徒たちは口々に囀さえずり始める。中には当然ながら丸鍋ねこを悪く言う者もいた。

　納得がいかないのはリクである。

　なぜ何も言わない。

　犯人ではないという確信があった。証拠なんてもちろんないし、説明しろと言われたらきっとできない。ただの意地なのかもしれないが、それでも彼女ではないと信じていた。

　ざわめきの収まらぬ中をすっと抜け出して、彼女を追う。



　丸鍋ねこはすぐに見つかった。

　校門に続く坂道を下り始めたところで、リクは後ろから声をかけた。

「おおい！　あれ、丸鍋じゃねーんだろ！」

　丸鍋ねこは振り返らない。

　聞こえていなかったはずはないのに、まるっきり無視して坂を下っていく。

「おい、ちょっと待てよっ」

　リクは早足で追いついて肩に手をかけた。

「おっ」

　その肩があんまり華きや奢しやだったものだから、リクはちょっとびっくりしてしまった。一瞬だけ離して、また置く。

　ここまでやると、さすがの丸まる鍋なべねこも無視で通すわけにはいかなくなったようで、ぎりぎり横目で見えるくらい少しだけ振り向いて「なに？」ときた。

　リクは鼻息も荒く言い返す。

「いやいや、なにじゃねーし。なんだよあれ。おれ、お前がやったって思ってねーよ。なあ、ちがうんだろ？」

「…………」

「なあ」

「…………」

「じゃ、逆に訊きくぜ。お前がやったのか？」

「…………」

「やったっていうんなら、頷うなずけよ」

「…………」

　丸鍋ねこは頷かなかった。リクは少しだけ安あん堵どする。

「ほら、ちがうんじゃねーか。ちがうんだったらなんで言い返さねーんだよ。なんで黙ったままなんだよ。あれじゃカンペキに犯人じゃんか。いいのかよ、誤解されたままで」

　丸鍋ねこは答えなかった。

　――なんかちょっとムカムカしてきたぞ。

　ここまできて無視ですか。ようし、そっちがその気ならこっちにも考えがあるぜ……！

　リクはまたいらんことを思いついた。

　すっと丸鍋ねこの後ろに回り、両手をぐーにして真正面に突き出す。そこからビッと横に親指を立て、ピピピピピ……丸鍋ねこの両の脇わき腹ばら、ロックオン。

　いまだ！　挟み撃て！

「おりゃっ」

　ずんっ

「ひゃうっ？」

　おおっ？　いまなんかカワイイ声あげたぞ？

　丸鍋ねこはビック――ンと反応したあと、まるで何かにつまずいたようにたたらを踏んで一歩二歩、前に出た。

　リクはつい嬉うれしくなって勝ち誇った。ふははどうだ！　ついにまともな反応を引き出すことに成功したぞ！

「どうだ……おれの必殺技、『腰砕けサンダーボルト』の味は？」

　にやにやしながら近づいていくと、丸鍋ねこはゆっくりと顔をこちらに向けた。表情は元の通りだったが（願わくば「ひゃうっ」のときの顔が見たかったが）、しっかり腰をガードしているので警戒ぐらいはしてくれているようだ。そうか、こうやればよかったのか。じゃあ次から毎回やってやるぜ――と、よからぬ考えを巡らせるリクである。

　ともあれ。

「あらためて訊きくぜ。丸まる鍋なべさ、なんであのとき何も言わなかったんだよ。やってねーんだったらそう言えばいいじゃねーか。誤解されたままでいいのかよ？」

　すると丸鍋ねこはすっと前を向いた。

　なんだまた無視か？　と思ったが、そうではなかった。

「…………いいの」

「は？」

「それで、いい」

「いい……って、」

　なんだろ、なんかまたムカムカしてきたぞ。リクは拳こぶしを振り回して抗議した。

「いいわけねーだろっ！　学祭の看板壊したなんてみんなに広まってみろよ。みんなに嫌われちゃうぞっ？」

　丸鍋ねこはこっくり頷うなずいた。

「いい」

「はああ？」

　意味わかんねー……。リクは心の中で頭を抱えた。嫌われてもいいだって？　人に嫌われるのが好きなやつなんてこの世にいるもんかよ。

「みんなと、仲良くなりたくねーのかよ？」

「うん」

　こっくり頷いた丸鍋ねこに、リクは驚きよう愕がくした。さらに、

「みんなきらい。興味ない」

「え…………」

　水みたいにさらりとしていたから、一瞬何を言ったのかわからなかった。

　次いで丸鍋ねこはこっちを見た。涼しげな目め許もとがリクを捕ほ捉そくする。

　そして――

「――あなたもきらい。だから話しかけないで」

「――――っ」

　それは丸鍋ねこが初めて見せた意思表明だった。

　静かな、しかし明確なる拒絶。

　丸鍋ねこの瞳ひとみは揺れなかった。

「おい……」

　とっさに肩に伸ばした手を、丸鍋ねこはそっと横に押しやる。

　触らないで、という合図。

　そして今度こそ、リクに背を向ける。

　もう構わないで――小さな背中はそう告げていた。

「……んだよ」

　思わず不満が漏れた。

　――みんなきらい。興味ない。

　――あなたもきらい。だから話しかけないで……か。あ～あ、言われちゃった～。おれ、やっぱ嫌われてんだってさ～。

　ぐったりと空を見上げて、はあ、と溜ため息いき。そりゃあ溜息の一つも出るってもんだ。あー、マジやってらんねー。はふぅ……。そうやって一瞬だけ気を抜いたあと、もういちど首を元に戻す。丸まる鍋なべねこはすでに歩き出していて、３メートルくらい先にいた。

　――ったく、何考えてんのか知んねーけどさあ。

「……あのさ」

　確信がひとつ。

　去りゆく背中に、リクはそっと言葉を差し込んだ。



「それ、本心じゃないっしょ？」



　不意に丸鍋ねこの歩みが止まった。

　もう追いはしない。リクはただ見守るだけだ。

　すると、顔が少しだけうつむいたのが、小さな背中ごしにわかった。

　もう振り返ることはなかったけれど、たったそれだけでリクはなんとなく安心した。

　よかった――やはり本心ではないのだ。

　そしてその一秒後、リクは首をひねることになる。

　カチャ――と。

「…………」

　なぜだ……。

　なぜこのタイミングでグラサンをかけるのだ丸鍋ねこ！

　そういう場面じゃないぞ丸鍋ねこ！

　しかし心の叫さけびはもちろん届かず、彼女はハードボイルドに坂を下っていってしまった。

「……なんだっつうんだよ……あれ……」

　ゆったりとした風が、緑の濃い木々を揺らしていった。



「――大健闘だな」

「わおっ！」

　いきなり後ろで声がして、リクは飛び上がった。

「な、なんだ昴すばるか。おどかすなよびっくりするじゃねーか」

　昴はニヤニヤしながら立っていた。ちなみにこいつのニヤニヤとは唇の端を少しだけ曲げていることを指す。

「途中から見てたが、なかなかおもしろかったぞ」

「へん。おりゃ必死だったっつーの」

「まさかあの丸まる鍋なべねこがあんなにはっきり意思表示をするなんてな。思ってもみなかった」

「まー散々だったけどなー」

「そうでもないだろう。さっき『本心じゃないだろう』って言ってたな？」

「言ったねえ」

「理由は？」

「ん？　ああ簡単だよ。『きらい』と『興味ない』は両立しねーだろ？」

『みんなきらい。興味ない』彼女はそう言った。興味がないならそもそも嫌いになりようがない。よってウソ。

「……ほー。たまにはリクもやるもんだな」

「たまには？　バカ言え、おれぐらいファインプレー三ざん昧まいな奴やつも珍しーだろ」

　昴すばるはちらりと坂下に目をやり「そうだ、まあ聞け」と言ってにやりと笑った。

「なんだよ？」

「俺は嬉うれしいぞ」にやにや。

「うお、どうしたいきなり。気持ちワリーぞ昴？」

「いや、丸鍋ねこがあの映画を好きだったとはな」

「あの映画？」

「ああ。俺が昨日プッシュしてたやつだ」

「……あー」

　なんかドイツ映画がどうとか言ってたやつだ。興味のない話は右から左に抜けるのでリクはほとんど憶おぼえていない。

「つーか何を根拠に？」

「風に乗って聞こえてきたんだ。丸鍋ねこが、サングラスをかけたあとあのセリフを呟つぶやいていたんだよ！　『Komm,wir gehen zurck.コム　ヴイーア　ゲーヘン　ツリユツク（帰りましょう）』とな！」

「なんで興奮してんだ」

「言ったろう？　あのヒロインもメガネをかけてから言うんだよ！　小物まで例のシーンに合わせるとは……まったく、何にも興味なさそうなふりして、意外と好き者じゃないか。突っつけば他ほかにも色々出てくるかもしれないな」

「よかったな。お仲間が見つかって」

「まったくだ。お前もライオンキングをやる暇ひまがあるならあっちを見るべきだ」

「よ、よけーなお世話だよっ！」

「ともあれこれでお前のような唐とう変へん木ぼく相手に語らずに済む」

「はいはい、よかったな」

「もっと感情を込めろ」

「お前何様？」

「いいから」

「……よかったなあ！」

「なぜ怒る？」

　昴すばるは熱中すると結構めんどくさい奴やつだ。



    

  
    
      
第三章　『キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ』





「昼休みであるッ！」



　今日も今日とて高らかな声が家庭科室に響き渡る。

　声の主はやはり例のお調子者、われらがリクくんであった。

「諸君もご存じの通り、昨日のミッション『恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト』は惜しくも失敗に終わった」

「俺一人しかいないのに諸君とか言っててむなしくないか？」

「前回前々回の作戦は、残念ながらいずれも狙ねらった効果を上げることはできなかった！　しかし、度重なる攻撃により、丸まる鍋なべねこの心の壁はすでにかなり崩れているものと推測される！　あと一押し！　あと一押しなのだ！」

「…………」

　疑わしげな昴の目はこのさい無視する。

「そこで！　今回は！　いよいよ丸鍋ねこを陥落させるにふさわしい作戦を用意した！　名付けて……『キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ』！」

　はいちゅうもーく！　と黒板を叩たたいたのと、廊下に通じる扉がガラリと開いたのは同時だった。

　立っていたのはチカだった。



「――ごめんなさい」

　一歩踏み入れるなり、チカは深々と頭を下げた。

　今日は朱雀隊も引き連れておらず、一人。神妙な面おも持もちはいつもの冗談ではないようだ。

　どしたよ、と問うリクに、彼女は驚くべき告白をした。

「昨日のあれ……わたしなの」

「……は？」

「あの、看板の、」

「えっ――」

　まだ記憶に新しい。学祭に使う看板がベッコリ凹へこんでいたあの事件。

「どういうこった？」

　リクは思わず声を荒げてしまった。犯人の汚名を着せられたのは誰だれあろう、あの丸まる鍋なべねこなのである。弁解もせず、結果として学校じゅうの非難を浴びることとなった彼女。

「ごめんなさいっ。わたし……あんなとこに看板置いてるなんて知らなくて……自転車であそこ曲がったとたん、ぶつかっちゃったの」



    

  
    
      



    

  
    
      　最初はそれがなんなのかわからなかったらしい。だが、自分が何をやったかがわかるにつれ、どんどん怖くなっていき、最後にはもう怖くて怖くてしかたがなくなってしまい、思わず逃げ出してしまったということだった。

　まあたしかに初等部だと知らんだろうな、とは昴すばるの言だったが、リクが引っかかっているのはそこではなかった。

「知ってるか？　そのことで、丸まる鍋なべねこが犯人扱いされてる」

　チカはこくりと頷うなずいた。

「うん……だから謝らなきゃって思ったの」

　チカがふだん正面きって謝ることはまずないといっていい。だいたいは校長の威光にすがるなりそのかわいさで誤ご魔ま化かすなりするはずだ。にもかかわらずこうやって謝ってきたということは、本当に反省しているのだろう。

　となれば、ここはリクの怒るところではない。

　リクはひとつ頷いて言った。

「うん、じゃあ、謝る相手はおれらじゃねーよ」

　まずあいつな。そのあと、高等部の教室あちこち回って頭下げてこい――そう言うと、チカは別人みたいに素直に従って部屋を出て行った。
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　チカはすぐに戻ってきた。

　高等部の教室数は３学年×３クラスで合計９。事情を説明して謝るだけなら一分もいらないが、しかしものの十五分で戻ってくるとは、どの教室もよほどすんなりいったようだった。

　まあ、誤解が解とければもうリクには何も言うことはない。計画遂行あるのみである。なにせチカにも手伝ってもらわにゃならんことだし。

　さて、頭を切り換えよう。

“〝キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ”〟である。

　聞くところによると、どうやら女の子は男の見せる“〝ギャップ”〟とやらに弱いらしい。

　ふだんケンカばっかりしている不良が不意に見せる優しさ。いつも元気な奴やつが不意に見せる落ち込んだ顔。そういう一瞬のギャップに、女の子はキュンキュンきてしまうらしいのだ。

　ということで、そいつをパクらせていただく。いつもピンボールの玉みたいに跳ね回っているリクが、もし突如がらりと雰囲気を変え、大人っぽい仕草を見せたなら……？

　はいきた。

　そりゃ、もう。

　もう大変である。

　ばっきゅ――んっ、である。

　丸まる鍋なべねこの心の壁がどんなに分厚かろうと、このギャップの前には紙クズも同然、やすやすと消し飛んでしまうにちがいない。

　きゅんきゅんきゅ――んってなって、ほんのり頬ほおを染めて、「あ、ありがとうっ……」なんて言葉の最後に息を詰まらせて、赤くなった顔を見られたくなくてとっさに顔を伏せてしまう。すると心の中でプチンと赤い実がはじけた音がして、いまのなんだろうって不思議に思って、しばらくしてからそれが恋だって気づいちゃったりするのだ！

　それで！　それで！

　ええとメールはダメだ！　趣がない！　ここはひとつ古風にラブレターだ！　ピンクの便せんだ！　ああでもないこうでもない、思うようにこの恋心が文章にできずに何度も書き直ししちゃったりして、徹夜でどうにか満足のいくラブレターを書き上げるのだ！

　それで！　それでっ！

　次の日いの一番に登校してきたあいつはおっかなびっくりおれの下げ駄た箱ばこにラブレターを差し入れる！　ところがしかし！　不意に背後に迫る影！　それすなわち、おれ！　オレサマ！　その日に限ってたまたま早く来ていたおれは、何気なしに丸鍋ねこに声をかける！　ぎくぅぅっってなるあいつ！　下駄箱から慌ててラブレターを引き抜き『あ……ちがうの、これは、その……』モジモジ、モジモジ……そこでようやく鈍感なおれが気づく！『あ……』おたがいちょっと気まずい感じになって、丸鍋ねこはひたすら言いつのる！『ちがうの、あの、誤解しないでね……ちがうんだから……』『ちがうんだ？』『え？』『ほんとにちがうんだね？』『え、あの、ち、ち……ちが…………ちが、わ、ない……けど……』ぉぉぉぉぉぉヒャアッホオオオオオ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッッッ！（魂の叫さけび）（全部妄想）

「リク、リク、どうしたのっ！　戻ってきて！　標的はすぐそこだよっ！」

「うふふうふふふふ……さあ……新婚旅行はどこにする……？　やっぱりあれかなあ……鳴なる門と海かい峡きよう……？　鳴門海峡いっちゃう……？　大おお渦うず見ちゃう……？」

「マニアックすぎるよ！　なに定番みたいに言ってるのリク！　海峡フェチなのは知ってるけどさあ……じゃなくて！　お願いこっちの世界に戻ってきて！」

　必死に引きとどめるチカだったが、リクの魂はすでに遠い海の下で幸せそうに大渦に揉もまれている。

「く……こうなったらやむをえないわ。荒療治になるけど……」

　チカはポケットから何かを取り出した。それは指輪だった。一つではない。二つ、三つ……まだ出るか、おおっと四つめ！　しかもただの指輪ではなかった。どれもこれもアホみたいにデカい宝石がどっかりのっかっていて、恐ろしいほどのセレブリティを醸し出している。そのへんのサラリーマンなどこぼれる光にあてられただけで吹っ飛んでしまいそうなシロモノだった。

　とうてい小学生のお小遣いでは買えそうにないそれらを、チカはなぜかファイターの顔になって一つ一つ右手の指にはめていく。

「小指のオパール２０００万……

　薬指のアレキサンドライト３４００万……

　中指のピンクダイヤ６０００万……

　そして人差し指のブルーダイヤ８６００万……！

　総計きっちり二億円！　すべては校パ長パの貢ぎ物！　ええい食くらっちゃえ～っ！　必殺のぉっ、人生の勝ち組ビクトリーナックルぅぅっ☆」

　指輪で殴る――宝石商が見たら泣いて止める光景である。だがチカにとっては指輪など単なる石コロに過ぎないのだ。カネの力を物理的攻撃力に変えた、世界で一番えげつないメリケンサックがリクを襲った。

「ぼごはァッ！」

　殴られたリクはようやく正気に戻ったようだった。夢見がちな表情はとうに吹き飛び、そしてなぜか猛烈な勢いで頭こうべを垂れる。

「ああっ、ごめんなさい、庶民でごめんなさいいっ！」

　ちなみにこの『人生の勝ち組ビクトリーナックル』、殴った者に『下げ民みんの心』を植え付けるという追加効果がある。溢あふれ出すマネーの力が、殴られた人間にいやがおうでも格のちがいを自覚させてしまうのだ。私は庶民。私は庶民。あなた様のようなおセレブ様にはとても敵かないません――結果、彼らは卑屈になる。

「おれなんて……どうせおれなんてさっ……！」

　人差し指を地面にぐりぐり押し当て、ひたすら自分を責めるリクである。

　だが、ダメージを与えただけでは終わらないのがチカのやり方だ。ムチのあとにはしっかりとアメを用意する。

「よいよい、面おもてをあげい！」

　小学五年生という幼い年齢でありながら、大上段に構えたチカはまさしく豪ごう傑けつの貫かん禄ろくであった。この漢おとこっぷり……惚ほれる！

「あぁ……庄しよう屋やさまぁ……」

　あまねく下界を照らし出すその笑顔に導かれ、リクはどうにか立ち直ることに成功した。

「おら……庄屋さまみたいな立派な人になれるかなぁ……？」

「なれるわ！　精しよう進じんを続けていけば、必ずや、ね！」

「あ……ありがとうごぜーますだ……！　で、でも、精進といったって、いったい何をしたらいいのやら……」

「ええ、それでは……あれ。あれです。見えますね？」

「へえ、見えますだ」

「あれはなあに？」

「“〝丸まる鍋なべねこ”〟でごぜーます」

「そう。さあ、思い出して。あなたの使命はなに？」

「えと、じ、自爆テロ？」

「危険思想は捨てて。慌てなくてもいいわ。さあ、もう一度。あなたの使命はなに？」

「あ、お、思い出した……思い出しただ！　オ……『キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ』！」

「そう！　ようやく思い出したわね！　では、これから自分のすることがわかりますね？」

　リクはこくこくと頷うなずいた。

「では、いきましょう」

　リクはまたこくこくと頷いた。

　落ち込んだ人間に巧みに近づき、弱った心をくすぐって思うがままに誘導する。こうして見ると、チカのやっていることはまるっきりマインドコントロールであった。おそるべし小五。齢よわい十とおにして校長を陥落させただけのことはある。

「作戦……開始っ！」

　こうしてようやく『キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ』は幕まくを開けたのだった。
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　丸鍋ねこが廊下を歩いている。

　なくなりかけていたルーズリーフを購買で買ったその帰り。

　教室への道のりを、彼女はいつものように歩いている。

　と。

　突然、ルーズリーフを持つ手が後ろから突き飛ばされた。

「あ……」

　手を離してしまい、ルーズリーフの入った袋が宙を舞う。

　袋は重力に引かれてあえなく落下――だが、廊下に衝突するかに見えたその刹せつ那な！

　ドッシャァァァァァァァ――――――――――――ッッ！

　開いていた教室のドアから飛び出してきた影が、這はうような超低高をシャチホコめいたエビぞり体勢で滑ってきた！

　ファインプレーだった。

　影は見事ルーズリーフをキャッチ、その勢いのままゴロゴロ転がって窓側の壁に激突した。ものすごく痛そうな音がしたが、袋は離さなかった。

　無事なルーズリーフを確認して、彼はすっくと立ち上がった。優雅な動作で膝ひざの埃ほこりを払い、丸鍋ねこに袋を差し出す。

「――ほっほっほ、落としましたよ、お嬢さん」

　その格好が、なんというか、ものすごくヘンだった。

　ここは学校である。

　そのステッキはなんだ。

　そのシルクハットはなんだ。

　その蝶ちようネクタイは、その燕えん尾び服ふくはいったいなんなのだ。



　英国紳士ジエントルマンが、そこにいた。
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　大人っぽい雰囲気といえば、英国紳士に勝まさるものはない。

　リクは常々そう思っていた。

　エレガントな身のこなし。どんなときでも慌てず騒がず、常に心に余裕を忘れないその態度。レディファーストを当然のように実行し、たしなむ遊びはもっぱら乗馬。どんなに忙しくとも必ずティータイムをもうけ、そこでは優雅な大人のひとときを楽しむ。

　これが、リクの憧あこがれてやまない『大人』像であった。

　こいつを使わない手はない。

　ギャップ。

　ふだんおふざけばかりしている自分が、不意に見せる英国紳士な一面。

　それこそが……丸まる鍋なべねこの心の壁をブチ破る弾丸になるのだ！

　二人一組ツーマンセルで挑む丸鍋ねこ攻略。

　真後ろまで近づき、二人は二手に分かれる。

　リクは何食くわぬ顔をして脇わきの教室内を通過、丸鍋ねこの前に回り込み。

　チカは背後から接近し、人生の勝ち組ビクトリーナックルで丸鍋ねこの持っているルーズリーフの袋にジャブを放つ！

　すると、手から離れた袋は宙を飛び――

　リクはそいつを床に落ちる寸前にキャッチ！

　何事もなかったように立ち上がり、膝ひざの埃ほこりを払う。

　身を挺ていしてノートを救った紳士っぷり。落ち着き払った態度。そしてここで決めワザのォォッ！

「ほっほっほ、落としましたよ、お嬢さん」

　食らえ！

　こいつがおれのっ……決め技だっ！

　輝けッ！

　見けん敵てき必ひつ殺さつ・マグナム・スマ―――――――――――――イルッッ！



　きらーんっ☆



　ばきゅーんっ！

　心の中で銃声が響く。狙ねらいすましたハートブレイクショット。ああ、やっちまった。どうよこの大人っぷり。どうよこの優しさ。惚ほれるならいまをおいて他ほかになくね？

　背景にはきっと溢あふれんばかりの白バラが咲き誇っているはずだ。少女マンガみたいな演出で、目とか歯とかからは光がこぼれているはずだ。いまの自分はきっと７００％増しぐらいでかっこよくなってるはずなのだ。だって自分は英国紳士だから。英国紳士なんだから……、

　しかし、リクは知らなかった。

　こういうスマイルは、ダンディなおじさま、もしくは王子様気質の人がやって初めて効果を発揮するのだということを。

　そして、こういうスマイルは、夢見る乙おと女めにだけ通用するものだということを。

「……ありがとう」

　差し出されたノートを受け取った丸まる鍋なべねこの顔は……ぴくりとも動いていなかった。

「な、なんだとっ？」

　リクはおのが目を疑った。

　なぜ――顔を赤らめないのか。

　なぜ――赤くなった顔を伏せようとしないのか。

　なぜ――脱だつ兎との如ごとく家に逃げ帰ってラブレターを書き出そうとしないのか。

　何もかもが信じられなかった。

　――だって英国紳士だぜ？

　おかしい。予定（妄想）とちがう。

　まさか、まさかお前の赤い実ははじけていないというのか。

　おかしい。国語の教科書とちがう。

　気づくとリクは丸鍋ねこの頬ほおをつまんでいた。しかも両方。災わざわい？　知るか！

　ちょっと左右に引っ張ってみる。

　ぐいん。

　うむ。ロボットではない。人間の頬だ。しかしよく伸びるなぁ。おもしれー。

　えーと……。たて、たて、よこ、よこ、ま～るかいてさ～んかくかいてしか～くかいて…………赴おもむろに五ご芒ぼう星せい！　ト音記号！　エッフェル塔の一筆書きに挑戦！　デンプシィィィ――・ロォォォォォォ――――――ルッッ！　ぐいんぐいんぐいんぐいんぐいんぐいんぐいんぐいんふははふはははは！　あっははははははははははははははははバチッ

「痛いって！」

　リクは飛びのいた。

「なにいまの！」

　手がしびれている。ぶるぶる手を振ってしびれを追い出そうとする。

　丸鍋ねこは静かに頬をさすっていた。ちょっと痛かったらしい。ごめん。でもいまのはなんだ？　身体からだに電気でも流してんのか？　リクの中で急きゆう遽きよ『丸まる鍋なべねこデンキウナギ説』が浮上する。あ、これも災わざわいか。

　ともあれ、丸鍋ねこはちっとも心を動かされていないらしい。

　だが、うろたえてはいけない。英国紳士たるもの、いかなるときでも冷静であれ。小さく咳せき払ばらいをして、こんなこともあろうかともう一つ仕込んでおいたアイデアを実行する。

　不自然な咳払いで仕切り直しを宣言し、リクは赴おもむろにしずしずと丸鍋ねこの足あし下もとにひざまずいた。イメージは王に忠誠を誓う家臣、いやジュリエットに愛を告げるロミオといったところか。

　今度は何をやらかすのかと、周りはおそるおそる見守っている。

「危険よ！　危険な香りがするわ！」と誰だれかが叫さけんだ。

　危険とは失礼な。

　ちっとも危険なことなんてない。むしろ逆だ。てめーら、おれに惚ほれるなよ？

　用意しておいたブツを取り出し、勢いよく被かぶる。……するとほ～ら、あっという間に王子様のできあがり！

「なに……あのエリマキトカゲ……」

「な、なんか言ったかコラァ！」

　そう、リクが被ったものは、昔の貴族なんかが首周りに巻いているあの白いアコーディオンみたいなやつだった。例によって演劇部の備品である。暑いには暑いが背に腹は代えられない。最新の遺伝子研究によって誕生したロマンとダンディズムの塊――貴族と英国紳士のキメラ、ここに見参。

　――さあ……いくぜ！

　必殺……『エンジェル・ウィスパー』発動！

　響け！

　マイ・スウィト・ヴォイス！

　精一杯ロマンチックな顔をして、目からはラブビームを惜しげもなくまき散らしつつ、情感たっぷりにリクは呟つぶやいた。

「おれは……キミに出会うために生まれてきたのかもしれないね……」

　キモッ、という声がした。

　今日は空耳がよく聞こえる。

「おれのロッカーはずっと空っぽなんだ。えっ？　なぜかって？　それはね、キミとの思い出をめいっぱい詰め込むためさ！」

　視界の端で誰かが真っ青になって倒れた。

　今日は蜃しん気き楼ろうがよく見える。

　でも、丸鍋ねこが一歩下がったのはたぶん蜃気楼じゃないと思う。

「ああ、苦しい！　愛してるじゃ足りないんだ。その比較級を、最上級を、誰かボクに教えておくれ……！」

　いやああああっ、と女子の一人が叫さけんでトイレに駆け込んだ。

　何かイヤなことでもあったんだろうか。

　そしてお待ちかね！

　女の子のハートをワシ掴づかみ、いやゴシ掴みする最後の一押し！

　リクはいままで必死に隠していた大きな紙袋を取り出して、丸まる鍋なべねこに捧ささげた。

「これ、おれの気持ち……受け取ってくれないか」

　そう。

　プレゼントである。

　か・ん・ぺ・き。

　並の女子ならたちまち腰砕け。クラゲみたいにフニャフニャになって、『もう好きにしてぇっ』とか『いっそ抱いてぇっ』とか叫びながら足にすがりついてくるところである。丸鍋ねこはこれでも要よう塞さいだからすぐにというわけにはいかないが、予想するところかなり足にきていると見た。その証拠にほら、顔がちょっと青ざめているではないか。青ざめ？

　――――。

　少しカメラを引いてみれば、“〝丸鍋ねこ、壁際に追いつめられる”〟の図が見えてくるのだが、当事者たるリクは知るよしもない。

　ともあれ、丸鍋ねこはおっかなびっくり手を伸ばし、紙袋を受け取った。

　受け取ったとたん、

「っ？」

　がくんと手が落ちた。

　大きな音がして、丸鍋ねこが無言のまま目を丸くする。

　実はこの紙袋、けっこうな重さがあったのである。とんだサプライズだった。

「あぁ……ごめんね、ちょっと重かったかな。でも、おれの愛の重さだと思って、許しておくれよ」

　紙袋からはみ出した中身に、周りの注目が集まる。

　おかしなことに、みんな眉まゆをひそめている。おいおい、こいつはこのお嬢ちゃんにプレゼントしたんだぜ？　そんなにジロジロ見ないでくれよ。

「これ……なに？」

　はい来ましたー！

　丸鍋ねこの本日第一声！

『これ、なに？』

　なぜだかそれだけで、リクの気分は高揚した。たかだか口をきいてもらえただけで攻略した気分になるから不思議である。ていうかむしろすでに攻略したと言っても過言ではない（過言です）。

「よろしいお答えしましょう！　これは……“〝タコ焼き器”〟で――――っす！」

　指でピストルを作ってあごに当て、キメのポーズ！

「し――か――もっ！　……業・務・用！」

　紙袋からはみ出した物体は、タコ焼き屋さんを覗のぞけばどこでもお目にかかれるであろう大きなタコ焼き用鉄板だった。

　真っ黒い鉄板にくり抜かれた穴は縦８×横３の計24。俗に24にじゆうよん穴けつと呼ばれるアレであった。昔ながらの鉄てつ鋳い物もの製が四枚。これで重くないわけがない。

　だが……。

「……プレゼント？」

「イエスアイドュー！」

　親指を立てて答えるリクに、周囲がいっせいに口をあんぐりと開く。なぜにタコ焼き器。これでどうしろと。そんないたたまれない雰囲気が一帯に漂う。

　しかし当のリクはなぜだか自信と希望に満ち溢あふれていて、周りの人のかわいそうな子を見るような目もまったく気にならない。前向きな人間はそれだけで人生楽しいのである。

「いやお礼なんていいんだ。つまらないものだから」

　誰だれもお礼など言っていないが無問題。

「じゃあね、今日は楽しかったよ」

　やるべきことを済ませたらもう用はない。潮の引くようにさっと引き揚げるのだ。紳士道はこれにて完成を迎える……！

「アデュ～！」



    

  
    
      



    

  
    
      　言いながら外した白いぐにゃぐにゃを、幸せ満面の笑みでブーケトスさながらに放ほうり投げる（もちろん誰だれも受け取らないで廊下に落下）。

　それからくるりと身を翻ひるがえして、リクは何やら優雅な踊りを踊りながら去っていった……。



「…………」

　かき乱された平穏。

　ねじ曲げられた常識。

　あとには呆ぼう然ぜんと佇たたずむ丸まる鍋なべねこと、

　横たわった四枚重ねのタコ焼き板が残されていた……。
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　さて。

　あれからしばらくプレゼントの品を見つめていた丸鍋ねこだったが――なんとかせねばと思ったらしい――とりあえずそいつらを壁に立てかけることにしたようだ。女子が一人で持つにはなかなか骨の折れる重さだったようで、悪戦苦闘ののちようやく縦に起こすことに成功する。

　一息ついて、また紙袋を見つめる。

　どうしましょう、という雰囲気である。

　そのとき、同じクラスの女子二人組がお喋しやべりをしながら脇わきを通り過ぎたのはまったくの偶然だった。

「――そーそー、こないだ行けなくてごめんねー。結局あれ？　映画行ったの？」

「うん！　おもしろかったよー“〝被弾のアリア”〟」

「ああ、あれ！　なんかドイツ映画のくせにＳＦやってるやつだよね？」

「だからすごいんじゃん！　ＳＦなんてハリウッドのオハコなのに、や～全然負けてなかったよ～！」

「ふうん、ストーリーどんなの？」

「えっとね、宇宙戦艦アリア号がひたすら被弾しまくるの。それでね、どこ被弾しても『第三艦橋大破ァッ！』って言うの。アリア号、ぜんぶ第三艦橋だけでできてるんだぁ」

「……それ、ほんとに戦艦？　ちゃんと飛ぶの？」

「うーんそこが不思議なとこなんだよねー。あ、それでね！　アリア号の艦長さんのウスタマカ＝ハイＪｒ．って人がいるんだけど、これがまたびっくりするくらいヘンタイさんでさあ、『我が国では離乳食を卒業すればもう成人とみなされるのだよ。すなわち合法なのだよ。何がとは言わんがとにかく合法なのだよジュルリ』っていって船じゅうの幼女を次から次へとね、こうね」

「……………………」

「でもダメでしょ？　野放しにしてちゃダメだよね？　そこでついに少女たちが立ち上がるわけ。手に手に武器を持って、迫り来る艦長の手下たちをもうばったばったと倒して、最後にヒロインが割れたメガネ拾ってかけて、こうよ『Komm,wir gehen zurck.コム　ヴイーア　ゲーヘン　ツリユツク（帰りましょう）』もおおおシビれる…………って、え？　あれ？」

　話していたうちの一人が、紙袋を視界に入れたとたん固まった。

「えっ？　えっ？」

「どしたの、ハナ」

「えっ？　ほんとに？　なんで？」

　ハナと呼ばれた女子生徒は紙袋に急接近、しゃがみこんでタコ焼き鉄板をまじまじと見つめ「うっわ……マジだ……」目をまん丸に見開いて、指で鉄板のフチをなぞる。ただごとではない驚きように、もう一人が声をかけるが、彼女は急に丸まる鍋なべねこに向かって振り向いて、大声でまくしたてた。

「すごいじゃんっ！　ねえねえねえ！　これさ、あんたが借りてきたの？」

　丸鍋ねこは口を開きかけたが、興奮した彼女のさらなる大声がそれを塗り潰つぶした。

「うわあ！　うっわあホンモノだああっ！　きゃー！　すっごおおおいっ！　ねえ！　ねえ！　教えてよ丸鍋！　どんな手使ったの？」

「ちょっとどうしたのハナ？　これあれでしょ？　タコ焼き焼くやつでしょ？　なに興奮してんの？　ハナそんな趣味あったっけ？」

「ほらここ見てみなよ！　『才』って彫ってある！」

「さい？　…………うわ！　うわわわ！　うわああああ！　え？　え？　てことは？　これ……」

　二人はいっせいに叫さけんだ。

「「才翁屋！」」

　才さい翁おう屋や。

　それは超有名なタコ焼き屋さんの名前だった。少なくともこの街に住んでいる人間なら、幼稚園児からおじいちゃんまでみんな知っている。

　店主の才翁親方が一人でやっている小さな店なのだが、その人気ときたらもう大変なもので、連日開店前から長蛇の列ができ、ひとたび開店したら売り切れるまで止まることのない列車なのである。

　うまさの秘ひ訣けつは、材料ももちろんなのだが、一説ではあの鉄板にあるのではないかと言われてきた。

　丹念に使い込まれ、よく油がなじんで独特の光沢を放っている才翁屋の鉄板。あの鉄板だからこそ、他店のタコ焼きにはないあの表面のざっくりした食感が生み出せるのだと。

　だから、才翁屋の鉄板はタコ焼き業界の人間なら喉のどから手が出るぐらいに欲しがる一品なのであった。

「なんで借りられたのっ？　才翁親方って気難しくて有名じゃん！」

「そーそー。客睨にらみつけて出すもんね」

「ふつーにタコ焼き買うのでもそうなのにさー」

「学祭で使うから鉄板貸してなんてゼッタイ言えないムリマジムリ」

「うち、味に文句つけた人の鼻っ面にソース浴びせて追い返したの見たことあるよ」

「あたしもある！　こう、襟えり掴つかんで、ほっぺに熱々のタコ焼き押しつけてた！」

「それ根性焼きじゃ――んっ！　タコ焼きで根性焼きとかないわマジマジ」

「だよねーないよねー！」

「あははははははははは――」

「きゃはははははははは――」

　笑いあって互いの肩をバンバン叩たたきあってひとしきり盛り上がったあと、二人は同時にぐるりんっと丸まる鍋なべねこの方に振り向いた。

「……そんな親方から」

「……どうやって借りられたの？」

　目がマジの二人に見つめられて、丸鍋ねこは珍しく慌てたように口を開く。

「ね、ねこは、なにも……」

　と、横から助け船が入った。

「――あーちょっとすまん」

　昴すばるだった。

　昴はリクの放ほうり投げた白いぐにゃぐにゃを拾って、何でもない感じで呟つぶやく。

「すまんな、リクの奴やつ、コレ捨てていきやがった」

　だが、昴はわざわざそんなものを拾うためにここに来たのではなかった。

　声を落として、丸鍋ねこにそっと釘を刺す。

「あいつの気持ち、汲くんでやれよ？」

　丸鍋ねこはわずかに目を見開いて、視線を昴と鉄板とのあいだで往復させた。

「そうそう」

　昴は唇の端を少しだけ曲げて、それから何事もなかったかのように去っていった。

「……えっと……」

　突然の割り込みによって、二人組はすっかり気勢をそがれたようだった。

「まーいいわ！」

「どんな手使ったか知んないけどとにかく、丸鍋！」

「そう！　あんた、大手柄だわ！」

「学祭賞はうちらのもんよ！」

「さっそく戻ってクラスのみんなに知らせなくっちゃ！」

　二人は目を輝かせ、息のあった動作で両りよう脇わきから丸鍋ねこの腕をホールドすると、そのまま荷物のように彼女を引きずっていった……。



　　　＊＊＊



　丸まる鍋なべねこが、才さい翁おう親方のタコ焼き板をゲットした。



　女子二人組が行ったその報告に、クラス中が沸き返った。

　なにせ、来きたる黄こ金がね橋ばし高校文化祭において、高等部二年ウサギさん組の出し物はタコ焼き屋。ただでさえタコ焼きのバイト経験者が数人いて有利だというのに、そこに才翁親方の鉄板が手に入ったとくればそれこそ鬼に金棒である。

　ゆるやかな空気が漂い、自然に皆の表情も浮かれ気味になる。皆の頭の中にはきっと『学祭賞』の三文字が浮かんでいるにちがいない。学祭賞をもぎとることは、比類なき栄誉とともに、生徒会への発言力をも同時に手に入れることを意味する。皆が目の色を変えるわけである。

「そういやさ、昨日の、あの」

　おずおずと丸鍋ねこに話しかけてきた男子生徒がいた。

　彼が言いづらそうに口にしたのは、例の看板かち割り事件のことだった。ひょんなことから犯人扱いされてしまった丸鍋ねこは、昨日からずっと陰口の種にされていたのだが……。

　今回はどうも様子がちがう。男子の口く調ちように非難の色は含まれてはいなかった。

「あれさ、丸鍋じゃなかったんだよな」

　聞くと、張本人の白しろ崎さきチカがいつにない深刻な顔で謝りにきたという話だった。

　一人が口にしたとたん、クラス中の誰だれもが堰せきを切ったように同調し始めた。

「ごめんねー」

「あたしなんか、最初からちがうって思ってたよ～」

「そもそも丸鍋の力じゃムリっしょ！」

　いい気なもので、いったんそういう雰囲気になると丸鍋ねこを持ち上げる声はとどまるところを知らず、あれよあれよという間に彼女はみんなのヒーローになってしまっていた。あんな濡ぬれ衣ぎぬを着せられたというのに、ふてくされるどころか逆に、クラスのために動いてくれるなんて、丸鍋ねこはなんていいコなんだろう……という具合に。

　どよめきうねる教室。

　しかしその中で、やっぱり丸鍋ねこの表情だけはいつものように平静だった。

　だが――心の中まで平静だったのかというと、それはちがう。

　クラスどころか学校中を敵に回し、あたかも迫害されるが如ごとき扱いを受けた昨日。

　才さい翁おう屋やの鉄板ゲットという大手柄を上げ、クラス中に諸もろ手てを挙げて受け入れられているいま。

　そして、肝心の大手柄は自分のもたらしたものではないのだ。

　春はる田たリク。

　おバカな演出。おバカな演技。しかし彼は、確かな意図を持って紙袋を自分に渡した。

　プレゼントは本物だった。

　愛想のない、ろくに口も開かない、話しかけても反応すら返さない――ないない尽くしの、ふつうなら嫌われても仕方ない人間。嫌われて当たり前の人間。そんな自分を、嫌うどころか逆に己の手柄を譲り渡してまで汚名を拭ぬぐい、クラスの一員に復帰させてくれた。

　天あま原はら昴すばるの言葉が蘇よみがえる。

『あいつの気持ち、汲くんでやれよ？』

　ここで「自分がやったんじゃない」などと言い出せば、彼の気持ちが無駄になってしまう。それくらいはわかる。だから黙って称賛を受け入れた。

　でも――。

　なぜ。

　こんな自分を相手にしたって、何の得もないはずなのに。

　どうして。

　わけもなく、胸が鳴った。

　誰だれにも聞こえない声で、丸まる鍋なべねこは呟つぶやいた。

「じい」

　すると、どこからともなくひそめた声が返ってきた。

『……なりませんぞ、姫様』

　幼い子供に教え諭すような、それは落ち着いた老人の声だった。

　丸鍋ねこは努めて冷静に続けた。

「ちがうの。あのひとに、礼言いたいの」

　沈黙があった。

　声の主はしばらく思案していたようだったが、やがて渋々といったふうに答えた。

『…………まあ、それくらいならば……』



　　　＊＊＊



「あああ、今回もダメだったなあ」

　夕焼けに染まる帰り道、リクは大きな溜ため息いきをついていた。

　なかなか沈まない夏の太陽は溶岩みたいな色に変わって、山やま間あいで最後の抵抗を見せている。そのせいでいつまでたっても気温は下がらず、リクは額に浮いた汗を拭った。

「いったい何がダメだったんだろうなあ」

　何がダメってどこもかしこも全体的にダメなのだが、むしろダメじゃないところを見つける方が難しいくらいなのだが、そういう常識的なところにさっぱり目がいかないのが彼のチャームポイントである。そんなことない。

「まいっか鉄板わたせたしな。あー親方になんか礼しなくちゃ。つってもあのジジイ、モノ受け取んねーしなあ……。前みたくタダ働きさせろっていうのも通じねーだろうし、どーしよっかなー……お？」

　ふと気づいた。

　前をゆくあの後ろ姿。

　小さな背中。細い身体からだ。絹糸のように流麗な髪が傾いた日差しを受けてつやつやと――

　ひょっとしたらあれは丸まる鍋なべねこではあるまいか。いや確実にそうだ。へー帰り道いっしょだったのかーと思いながら、リクは早足になって距離を縮めていった。ようし、背中を突き飛ばしてびっくりさせてやろう。あ、腰でもいいな。あの、ひゃうっ、ってのがもっぺん聞きたい！　聞ーきーたーいー！

　決して褒められた思考ではなかったが、こうと決めたら猪ちよ突とつ猛もう進しんのリクである。さあ、早くも真後ろに到達して……。

「――――」

　うん？　なんかブツブツ言ってる？　独ひとり言？　ええい構うもんか。くらえ腰砕けサンダーボルト２、えいっ。

「きゃうっ！」

　びっく――――んっ、と飛び上がった。この反応！　ううん……良きかな！　と晴れがましい笑顔を浮かべたリクは、はずみで丸鍋ねこの手から何かが落っこちるのを目撃する。

「あっ、ごめ――」

　手のひらサイズの、何か、ぬいぐるみのようなものが、ああ、地面に、落ちて、



「痛ッ！」



「ええっ？」

　思わず声をあげてしまった。

「喋しやべったっ？」

　びっくりして詰め寄り、至近距離からそいつを凝視する。

　それは一見してやはりぬいぐるみだった。動物の形をしていて、しかもなぜだかシルクハットに燕えん尾び服ふくにステッキというまさに英国紳士ジエントルマンの装い。クマ……じゃない、バクでもない。なんだっけ、たしかアリを食べるやつだ。ええとアリ……アリクイ！　まんまだ。そう、アリクイのぬいぐるみだ。

「なあなあ、いまこいつ喋ったよな？　喋ったよな？」

　興奮しながら確認を取ると、丸鍋ねこは思いっきり視線を外して、

「しゃ、喋って、ないの」

　リクは噴き出しそうになった。

　……ありゃまあ……。

　これはまた……すごくわかりやすい感じで動揺していらっしゃって……。

「だぁ――――っ！　喋しやべったよゥ！　ゼッタイ喋ったってば！『痛ッ』って言ったもん！　なあ！　なあお前！」

　…………。

「おいなんか言え！　もっぺん喋ってみろ！　ほらほらァ！」

　何度か突っついてみるもぬいぐるみは完全にだんまりを決め込んでピクリとも動かない。

「しゃ、喋ってないって、言ってるの」

　丸まる鍋なべねこが後ろから抗議をしてきたが、さすがに信じるわけにはいかない。

「いやあ喋ったね！　おれ聞いたもん！　おらっ、おらっ、なんか言えっ」

　引き続き突っついたり引っ張ったり伸ばしたりしてみたが、ぬいぐるみはうんともすんとも言わなかった。

「くそぅ……強情なやつめ」

　そのとき、ぬいぐるみのそばの地面を、一匹のアリが通り過ぎた。



　………………………………………………………………しゅるり「あっ」



「あっ」

「う」

　決定的だった。

「ほらああああああ！　いまの見たろおおおおおお！　舌伸ばしてアリ食くったよおおおおお！　しかも『あっ』って言ったよ『あっ』って！　それ、『あっ、しまったついつい食べちゃった』の略だろおおおおおおおおっ？」

「あの、ち、ちがうの、それ、ろ、ロボットなの。そう、ロボットなの」

　ぱふん、とリクは噴いた。小学生レベルのウソだ。なおも言いつくろうとする丸鍋ねこを、リクは振り向きざまに指さして言ってやった。

「発見」

　ふふ。

「丸鍋ねこはウソが下手」

「そっ！」

　んなことないの……とかなんとか、下を向いてモゴモゴ言っている。はっきり言わないところを見ると自覚はあるようだ。

　――しかし……。

　リクは頬ほおがゆるむのを抑えられなかった。

　――かわいい……！　こやつ……かわいすぎる……！

　焦る丸鍋ねこ。必死に言い繕う丸鍋ねこ。目をそらして気まずそうにしている丸鍋ねこ。どれもこれもいままでになかった反応だった。やっぱりただの無表情な女の子じゃないんだ。ちゃんと感情があるんだ。そんなことがわかると急にかわいく見えてくるから不思議だった。

　とか思っているあいだに、ふと見るとアリクイがいない。

「っ！　どこだっ？」

　慌てて見回すと……ああいた、股またのあいだを通り抜けて、丸まる鍋なべねこの元へと一いち目もく散さんに駆けていく不届き者が！　ついに正体現したなてめえ！

　しかしさすがに小さいだけあって遅い。

　丸鍋ねこの足のあいだを通って雑草の茂みの中に逃げ込もうとしていたところを、ヘッドスライディングですくい取る。両手でガッシリ掴つかんで捕獲成功。

「はあ、はあ、ようし、もう逃がさねーぞ……！」

　もう言い訳の余地はない。

　喋しやべった。

　食くった。

　走った。

　これで本当にロボットだったりしたら日本のテクノロジーはリクの想像する遙はるか上を行っていることになる。

「おい、お前何モンだ」

　アリクイは石のように固まったあと、急に機械のような声を出した。

「コイン　ヲ　イレテ　クダサイ」

「はあ？」

「コイン　ヲ　イレテ　クダサイ」

「てめぇ……」

　この期ごに及んでまだ取り繕うつもりか。ていうか取り繕えるつもりでいるのかお前は。ほほうおもしろい……！

「ようしじゃあお望み通り入れてやろうじゃねえかあ……！」

　リクはポケットから百円玉を取り出すと、満身の力を込めてアリクイの尻しりに押しつけてやった。

　ぐりぐり。

「コ、コイン、ヲ」

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぃぃっ！

「コッコココイン　ヲ　アノアノ　オシリ　ニ　イッイイレナイデ痛だだだだだだだっ！　やめてっ！　申し訳ッ！　わた、わた、私わたくしが悪うございましたァァッッ！」

　ようやく音を上げたアリクイであった。

　ふん、と鼻を鳴らしながら、リクは百円玉をしまう。

「ひい、ひい……なんとまあ、乱暴な……」

　よっぽど痛かったらしく、ちょっと涙まで出ている。

「お前がさっさと言わねーからだろォ？」

「さ、左様で……。まったく……これだから東洋人は……」

「アリクイに東洋人とか言われたくねえッ！」

　日本語の達者な動物だった。

「――で」

　リクは改めて尋ねた。

「お前、なんだ？」

「ほっ！　これはこれは！　ご覧の通りどこもかしこもぬいぐるみでございますが」

「……次は五百円玉でやってみるか」

「ほほう脅しときましたか……。それで、なんですか？　謝ればいいのですか？　謝れば貴方あなたは満足なさるので？」

「なんで上から来るんだお前は」

「人に頭を下げさせて、それで己のちっぽけな虚栄心を満たそうとするのですか？　そうやって日々を生きていくのですか？　……愚かなり人間！　その愚かさをいまこそ悔い、あッ、痛っ、痛いッ」

「……立場が理解できたか？　あん？」

「ふー、ふー」

「で、お前はなんだ？」

「ふー、ふー、そ、そうですな、さしずめ、新種の、生き物、といったところで、ひとつ」

「提案してんじゃねえよ」

　ささやかな抵抗を続けるアリクイに虚脱感を覚えながら、リクはふとあることに気づいた。

　丸まる鍋なべねこの足が、自分をまたいでいる。

　そういえば自分は、このアリクイをつかまえるために、丸鍋ねこの足あし下もとにヘッドスライディングをかましたのだった。記憶を少し辿たどれば、自分が滑り込んだ場所は――まちがいない――丸鍋ねこの股またのあいだ。

「…………」

　リクは高速で思考を巡らせた。

「……うむ」

　決断を下した。

　やるべきことがある。

　いまから行う行動には価値がある。

　このアリクイへの追及を中断してまでッ……行う価値があるッ……！

　すなわち。

「ここで上を見上げたならばァァッッ！」

　エビぞって仰ぎ見た、その先には……。



　キラキラキラキラ――――



「ああ……」

　リクはうっとりと溜ため息いきを漏らした。

　見よ。

　天国ヴアルハラはここにある。

　あの太陽よりもまぶしく神こう々ごうしいそれに、少年はただ、目を細めて。

　あのときは、黒かった。

　強敵だった。

　作戦名の変更すら余儀なくされた。

　だが。

　いま考えれば、あのハプニングはこのときのためにあったのではないかとさえ思えてくる。

　津波の前には潮が引くという。

　挫ざ折せつを乗り越えた成功は、ただの成功より何倍もすばらしいという。

　すべては、すべてはこの感動のため。

　一度潰ついえた『オペレーション・ホワイト』は。

　いまここで、ついに――完成を見る。



    

  
    
      



    

  
    
      　胸には喜びが満ちていた。

　まるで世界中のすべてが自分を祝福してくれているようだ。鳥は歌い、花は咲き、空には天使が舞う。ああ、世界はなんと美しいのだろう。

「おれは……ひょっとしてこの瞬間のために生まれてきたのかもしれないね……」

　リクは晴れやかな笑顔を浮かべて思った。

　ああ、帰ったら、ユネスコに電話しなくちゃ。

『あなたたち、大事な世界遺産を見落としちゃいませんか』……って。

『登録が遅れてますよ』……ってね。

　そういえばオペレーション・ホワイトはもともと目的がちがっていたような気もするが、いまとなっては些さ細さいな問題だった。

　思うさまホワイト。

　完膚無きまでにホワイト。

　ＯＨ、イッツホワイト。

　それだけが真実だった。



「――許すまじ！」



　喜びに満ち溢あふれた世界は、突然の怒声によって終わりを告げた。

　思わず顔を戻したリクは、しかと目撃する。

　彼は知らなかった。

　アリクイが炎を吐く生き物だったなどと。

「ぐあっちィィィィ！」

　とっさに首を振ったが避けきれず、片方のもみあげが焦げた。たまらずつかまえた手を離してしまう。

　地面に降り立ったアリクイは燕えん尾び服ふくの乱れを直し、蝶ちようネクタイを正してからリクを睨にらみつけた。なんだかとっても怒っている。

「姫様の股またぐらのあいだに侵入し、あまつさえ、し、しし、下着を覗のぞき込むなどと！　この私でさえ見たことなゲフンゲフン、まったく、なんという不届き！　このお方をいったいどなたと心得る！　本来ならば貴方あなた如ごときが口をきいていいご身分ではないのですぞ！　畏おそれ多おおくも姫様は、五百年の伝統を持つ魔道の名門――」

「じいっ」

「……はっ！」

　大上段に構えていたアリクイは、いさめられたとたん小さくなった。

「し、失礼いたしました姫様」

　リクはあっけにとられてその様子を見ていた。

　ヒメサマ？

　マドウノメイモン？

　それ、何語？

　ていうかアリクイの分際でじい？

　細かいことはわからなかったが、一つものすごく心当たりのあることを思い出した。

「てことは……お前……」

　丸まる鍋なべねこに近寄ると降りかかる災わざわいの正体って、ひょっとして？

　実験。丸鍋ねこの足にタッチしてみます。

　するとアリクイは再び烈火の如ごとく怒り狂い、

「ふんぬうううぅぅぅぅ！」

　長いベロをのばし、すさまじいスピードでベロンチョベロンチョと空中をなぞっていく。なぞる端から何もない空間にぼんやり光る文字が浮き出、書き終えたそれが一瞬強く光ったかと思うと、すぐさまかき消えた。

　すると、さっき丸鍋ねこにタッチした手が何やらむずむずしてきた。

「おおお？」

　見ると――わあおビックリ、なんと親指の腹がぱっくり裂けているではないか。しかし不思議なことに痛みも出血もなく、さらにさらに、その裂け口がまるで生きているようにパクパクと動いた。

『……だから、そのライターは上司からもらったって言ってるじゃないか』

　喋しやべった！

「うおおい！　指、喋ってるよ！　なんだこれ！」

　超常現象はそれだけでは終わらなかった。

　親指に続き、今度は――人差し指がぱっくり裂けたのだ。

『へえ、じゃあスーツに香水の匂においがついてたのはどうやって説明してくれるのかしらね？』

「ぎゃああああああ！　こっちも喋ったああああ！」

　二つの指は向かい合わせで口論を始めた。

『んなっ？　そ、そんなはずは……！』

『ふん、嘘うそよ』

『なにっ！　カマかけたのか？　お前、俺を疑うなんてどういうつもりだ！』

『当たり前じゃない。毎日残業残業って言ってる割にはやけに元気だし、同僚の人に聞いたら定時に帰ってるって言うし、これじゃ疑わない方がどうかしてるわよ』

　しかも妙に生々しい夫婦ゲンカしてるし、どうなってるんだ……。とか思っていると、さらに中指と薬指が続けざまに裂けた。

『やめろよ、父さん、母さん』

『そうよ、もうやめてよ』

　うわあああああ止まんねええええええええっっ！

『ご飯どきにそんな話しないでよ』

『そうそう、おいしく食べられないだろ？　せっかく家族揃そろっての夕食だってのにさ』

『黙りなさいあなたたち！　……それだけじゃないわ。私、見つけちゃったの』

『な、何をだ』

『ゴルフバッグの中の…………うすうすクン』

『うっ』

『もう言い逃れできないわよ』

『お前……人のバッグを勝手に……』

『問題はそこじゃないでしょう？　ねえあなた、どういうつもりっ？』

『――ぅぅ……おぎゃああ！　おぎゃああ！』

　こッ……！

　小指きたァァ――――――――――――――――――――ッ！

『ほら……また泣いちゃったじゃないか』

『あたしたちはガマンするよ？　けど、せめて赤ちゃんの前でケンカするのだけはやめてよね』

『う、うるさい！　お前らは黙って食くってればいいんだ！　くそ、こんなマズいメシ食ってられるか！』

『待ちなさい！　まだ話は終わってないわよ！』

『なんだと？　だいたいお前はな――』

「…………」

　リクはがっくり頭こうべを垂れていた。

　泥沼ですな、とからかうようなアリクイの声。まったくだ。

　ええとなになに？　お父さん指が不倫して？　お母さん指がその証拠を見つけて？　お兄さんとお姉さんが二人をいさめてて？　赤ちゃんが泣き出して？　ふふ……あはははは、あっははははは！　いままさにおれの右手は家庭崩壊の危機！　ヒャッホ――――ッ！

　いやヒャッホーじゃねえし。

「けど、これで……」

　なおも亀き裂れつの深まる彼らをなるべく視界に収めないようにして、リクは例のアリクイを見た。

「呪いの正体」

　予想は当たっていた。

「やっぱり、お前だったのか」

　丸まる鍋なべねこに近づくと災わざわいが起こる。

　それは噂うわさではなく、厳然たる事実だった。

　大きなケガをしたり、笑えない不幸が起こったりする、というわけではないが、なんとなく気味が悪くて、それ以降は丸鍋ねこを敬遠するようになる、というもの。

　丸まる鍋なべねこを周囲から遠ざけるもの。

　しだいにふさがっていく裂け口にちらと目を落とし、ついで手乗りアリクイに視線を移す。

　それらはすべて、こいつの仕業だったのだ。

「……何考えてんだよ」

「何、とは？」

　アリクイの態度はいっそイヤミなほど落ち着いていた。

「そんなことしたらさあ、ますますこいつが孤立しちまうだろ？」

「おっしゃる通りで」

「い、いいのかよ」

「ええ」

「何がええだ！　いいわけねーだろうが！　どこの世界にひとりぼっちでいたい奴やつがいんだよ！」

「私がついております」

「いやいや、おめーみてーなちびこくてじじむさい奴じゃなくてさあ、もっとこう、なんつの？　トモダチ？　そう友達！　友達とか欲しーだろ！」

「結構です。特に貴方あなたのような下げ賤せんの者などことさら願い下げというもの」

「おめーにゃ訊きいてねェんだよっ！　おい、そこの！　そこの丸鍋ねこ！　こっち向け！」

　いきなり標的にされて、丸鍋ねこはびくりと肩を震わせた。

「…………」

「お前はどうなんだよ！　一人でいーのかよ！　こいつがジャマだってんならおれが追い返してやるからさ！　ほんとのこと言っちゃえよ！」

　彼女は手を胸に強く押しつけて、苦しげな顔をした。

「ね、ねこ、は、」

　揺れているのは明らかだった。押さえた胸の中から、丸鍋ねこは必死に言葉を汲くみ上げようとしていた。

　だが、

「――姫様」

　鋭く冷たい一言が突き刺さったとたん彼女はハッとなり、両手で口を塞ふさいだ。

「…………」

　目を伏せて、一度だけ大きく深呼吸をする。

　再び瞼まぶたが開いたとき、その顔はいつもの湖のような平静さを取り戻していた。

「………………いいの」

「んなっ……」

　拒絶。

　またしても。

「なんでガマンするんだ？」

　あとちょっとで本音が聞けそうだったのに、あとちょっとでこの分厚い壁を突き崩せそうだったのに、このちびのたった一言で丸まる鍋なべねこは元に戻ってしまった。

「なんでこいつに怯おびえてんだ」

　こいつなんか、全然たいしたことないじゃないか。ちょっと不思議な生き物で、ちょっと言葉を喋しやべって、ちょっと火とか吐いたりするだけじゃないか。あ、最後のは怖い。怖かった。けど、見た感じ絶対に力弱いし。ケンカしたら丸鍋ねこでも簡単に勝てるだろう。なのに逆らえないということは……？

　リクはしばし考えた。

「……おい、そこの貧ひん歯し目もく」

「…………腹立たしい字じ面づらですな」

「お前、いったいあいつに何したんだ」

「何をと問われれば、少々おたしなめを」

「だあっ！　そーゆーことじゃねーっ！　お前、じいなんだろ？　あいつの方がエラいんだろ？　なんであいつがお前の言いなりになってんだよ！」

「よその事情に首を突っ込むのは感心いたしませんな」

「人の手を家庭崩壊に追い込んどいてそれかよ！　いやさ、お前だってこいつがつまんなさそーにしてんのなんて見たくねーだろ？」

「つまるつまらないの問題ではありません。それこそ貴方あなたのワガママではありませんか」

「あーそーだよ！　おれのワガママだよ！　つーかオンナノコなんて笑ってナンボだっつーの！　そんだけでおれ、メチャクチャ元気になっちゃうもんねー！　ワーオたーんじゅーん！　おれハッピー！」

「いやはや……女三人寄れば姦かしましいと言いますが、貴方は一人で十分ですな……」

「とにかくお前！　これ以上こいつのジャマすんな！　どっか行っちまえ！　ていうかケニアの森に帰れ！」

　大声でまくし立てると、アリクイは閉口したとばかりに溜ため息いきをついた。まったく、と悪態をつき、不意に鋭い目でリクを睨ねめ上げる。

「貴方にはいい加減辟へき易えきいたしました。もうおしまいにしようではありませんか」

「おしまい……って」

　無論、今日のところはこれでバイバイなんていう意味なんかじゃあないだろう。

　これ以上自分たちに関かかわるな、という。

「……あっそう」

　でも、そんなこと言われたら、答えなんて決まっているのだ。

「ヤだね」

　あっかんべー。

　二人の視線が衝突する。

　やがてちびアリクイはリクを睨にらみ上げたまま、口から舌の先をちょろりと覗のぞかせた。

「困ったお方ですな……」

「ん？」

　空中に短い文字をすばやく書き綴つづる。

　とたん。

　ドガンッ！

　リクの足あし下もとに何かが叩たたきつけられた。

　それはボウリングの球だった。

　リクは動けなかった。アスファルトの地面が凹へこんでいる。もうちょっとで足の指が潰つぶされていた。

　余裕げなアリクイの声が聞こえた。

「そういえば本日の天気予報は『晴れときどき隕いん石せき』でしたか」

「……っ」

「幸運にも衝突は免れられたようですが、いずれそれが頭の上に降ってこないとも限りませぬ。ゆめゆめお気をつけなされませ」

　ぞっとした。こんなものを頭に食くらったらただごとではすまない。これまでの災わざわいはせいぜい『牽けん制せい』どまりだったが、いまのこれは完全に『警告』の領域、傲ごう然ぜんと突きつけられた最後通つう牒ちようだった。



「――行きましょう、じい」

　くるりと身を翻ひるがえし、彼女が歩き出す。

　地面に伸びた影に目を落としながら、なぜだろう、すごく悔しかった。

　ボウリングの球に足がすくんでしまった自分。あと一歩のところで後退してしまった自分。去りゆく丸まる鍋なべねこの背中がいままでとは比べものにならないくらい遠く感じられて、リクは黙ってうつむくことしかできない。

　セミの声がいくつも背中に降り注いで、ずっしりと積もっていく。



　　　＊＊＊



　足取りに元気がないのは、きっと今日いろんな事があって疲れてしまったからにちがいない。

　顔を伏せたのは、きっと夕日がまぶしかったからにちがいない。

　いつもより心が沈んでいるのは、きっと、きっと……………………なんだろう。

「お礼……言うつもりだったのに……」

　ぼやくように呟つぶやくと、バッグからじいがひょっこり顔を覗のぞかせた。

「お気になさる必要はありません。庶民といえど礼節をわきまえた者ならばともかく、あのような下げ賤せんの輩やからにはかけるお言葉すらもったいのうございます」

「そう……なのかな」

「ええ」

「じいがそう言うのなら……」

「そうですとも」

「…………」

　本当はそんなことちっとも思っていなかった。ちゃんとお礼を言いたくてたまらなかった。人に親切にしてもらってお礼すら返さないなんて――そう心が強く反発していた。

　そんな彼女の気持ちなど露ほども知らないじいは、なにやら幸せそうな顔で、長い舌を使って顔面あますところなく舌なめずりしていた。思考が完全にメシの方向に飛んでいる。

「……まだ気が早いやもしれませんが、今夜のディナーは何ですかな？　私といたしましてはぜひとも栗くり羊よう羹かんをいただきたく……！」

「……うん」

　何を案じようとも、すべては仕方のないことだった。憂うれいも不満もすべて胸にしまって、彼女はこっくりと頷うなずいた。

「わかった」

「ホホッ！　楽しみですなあ！」

　いっそう舌なめずりを加速させるじいがちょっと気持ち悪かったのでなるべく見ないようにして、彼女は家路を辿たどった。



    

  
    
      
第四章　『怒らせよう計画オペレーション・トールハンマー』





「さあ……おれを殴れッ……！」



　またまたまた翌日。

　空は高く青くきれいに晴れ渡り、校庭の木の幹ではセミが声をからして鳴いている。額に汗にじむ陽気のなか、グラウンドでは中等部と高等部の男の子たちが入り交じり汗をはね飛ばしながらサッカーに熱中している。

　だが、ここ家庭科室は、そんな下界とは少し様子がちがっていた。

　原因はリクである。

「殴れッ！　殴ってくれッ！」

　リクがヘンな感じで興奮しているのである。

　まるでＰＫ中のゴールキーパーのように腰を落とし、腕を広げてじりじりと三人に迫る。無性に威圧的なその行動に、昴すばる、チカ、ひょうの三人はそれぞれのとまどいを胸に若干後退する。集合したとたんこの所行――警戒するのも当然である。

「どうしたリク」

「ついに目覚めちゃったの？」

「ウザいわキモいわおぞましいわっ！　すぐに焼却炉に身を投じて灰になるまで焼き尽くされるべきだわっ！」

　別に新しい快感に目覚めたわけではない。

　昨日の帰り道だ。丸まる鍋なべねこを説得しようとして、あのわけのわからんちびアリクイに妨害されたときのこと。ボウリングの球が降ってきて立ちすくんでしまい、あと一歩のところで二の足を踏んでしまった。

　あとから思い出すたびに、それが無性に悔しい。

　痛いのが怖い、だなんて。怯おびえて目的を果たせなかっただなんて、まるで動物じゃないか。

　そこでリクは考えた。

　慣れてしまえばいいんじゃないかと。

　そうすれば、痛みは怖くなくなるのではないかと。

　Ｋ―１の選手なんかあれだけボコボコ殴り合っても、怖くて逃げる奴やつなんて一人もいやしない。痛くないのかといえば、きっとちがうだろう。あの人たちはたぶん殴られまくっているせいで痛みに慣れてしまっているのだ。だから怖くないのだ。

　つまり、痛みへの恐怖をなくすためには、殴られまくって慣れてしまうことだ。

　……というわけで、

「さあ、遠慮せずにおれを殴るがいい！」

　なのである。

　実際ドタマにボウリングの球なんぞ食くらってしまえば痛いとか痛くないとかじゃなくてもっと単純に生死の問題なのだが、肝心なところでパッパラパーなリクはそんなこと思いもつかない。

　そのあまりの様子に昴すばるが心配そうな顔をして寄ってきた。心配してくれるなんて珍しいこともあったもんだ。

「大丈夫か？　失敗続きでショックなのはわかるが――」

　いきなり拳こぶしが飛んできた。

「へぶぅぅっ！」

　突然の衝撃に、頬ほおを押さえたたらを踏むリク。

「おおお、おほぉぉ……。な、殴ったな……？　何の前触れもなくいきなり殴ったな？」

「まあ、殴れと言われたからな」

「お前怖えーよ！」

　それっぽい気配がまったくなかった。しかも殴る前と殴る瞬間と殴ったあととで表情がぴくりとも変化してない。こいつ絶対殺し屋とかに向いてる。

　続いてチカ。

「ちっ……ちいっ……殴るなんてそんなことっ……できないっ……」

　チカは涙目でふるふる首を振って、オヨヨと後ろを向いてうつむいてしまった。震える背中を見て、リクの胸に優しい気持ちが湧わき上がる。そうか、ちいは女の子だもんな、悪かったよ、こんなこと言って、困らせちゃったな、と言いかけて…………はて何やらカチャカチャと音がする？

「……と見せかけてええいっ☆　人生の勝ち組ビクトリーナックルゥッ☆」

　カチャカチャは指輪を装着していた音だったらしい。天使の笑みとともに拳が腹にめり込んだ。

「ごはああっ！」

　ぶっ飛んだリクは＋Ｐでダウン回避、空中でくるりと回転して、着地時にはすでにピッと伸びた背と後頭部をいかんなく見せつけるこれぞ日本の美、『土ど下げ座ざ』の体勢が完成。そのままコメツキバッタよろしくごめんなさいごめんなさいと詫わびているのは人生の勝ち組ビクトリーナックルの追加効果『下げ民みんの心』である。

「……はっ！」

　正気に戻ったリクはさっそく腫はれた頬を押さえながら、ダンナのＤＶに耐えきれなくなった妻よろしく悲痛な叫さけび声をあげた。

「お、お前らっ、最初はもうちょっと手加減してくれてもっ……！」

　遠慮せずに殴るがいいとか言っておきながらこの体たらくである。

　しかしまだ終わったわけではない。

　三人目。

　最後の刺客が残っている。

「誰だれか忘れてないかしら？」

「うっ……」

　背後にはゆらめく陽炎かげろうがあった。

　ひょうである。

「そんなに殴られたいなら殴ってあげるわよ！　頬ほお骨ぼねグチャグチャにしてあげるわ！　涙流しながらブーブー悲鳴をあげてのたうち回るがいいわこの豚！」

　今日も言葉のナイフは冴さえに冴えて絶好調。どれだけひどい仕打ちが待っているのかと思いきや不意に目など潤ませて、心の底の底から心配そうな顔をしたかと思うと、やにわに自分のカバンからフリッカージャブで抜き取ったのはなんと白いボディに青いヘッドの小粋なアンチクショウ、その名も――――マキロン。

　そいつをリポＤのＣＭよろしく親指だけでフタをはじいて飛ばし、まるでレモンを絞るみたいにしてリクの頬ほおにばしゃばしゃ振りかけてくる。量が量だけに凄せい絶ぜつなマキロン臭さが漂ってリクは思わずむせた。あと手当てしてもらってなんだがマキロンはたしか傷口の消毒用ではなかったか。腫はれた頬に効果があるとは思えないのだが。



    

  
    
      



    

  
    
      　きれいに一本使い切ったところで空き容器を見もしないで後ろのゴミ箱にシュート。あっ入った。すげえ。とかなんとか思っているうちにひょうはすでに湿布を取り出しフィルムを剥はぎ取り……っていうか何赴おもむろに振りかぶってんだオマエ湿布はメンコじゃねーんだぞあああやめやめやめやめ、

　たっし――――――――――――――――――んっっっ！

　殴られたのと大差ない衝撃が頬ほおを襲った。

「おお、おほぉお、おぉぉぉ…………」

　チカが「わー、リク、ゾンビみたいー」とか言いながらデジカメを取り出し一枚パチリ。お前には気遣いとかないのか。

「ふんっ」

　カバンをビッと閉め、Ｄｒ．ひょうの治療はこれにて完了……らしい。

「手が穢けがれたわ」

「あ……ありがとう……ございます……」

　やり方まちがってませんかとはよもや言い出せないリクであった。



　さて。

　一時期はコブとりじいさんといい勝負をしていた頬だったが、最後の湿布がなぜかバカみたいに効いてすっかり治ってしまった。不思議なことにやり方はまちがっていなかったようだ。

　だもんで頬もテンションも元通りに回復したリクは、笑顔で三人に礼を言っていた。

「みんなありがとう！　みんなのおかげでおれ、ちょっと強くなれたような気がするよ死ねばいいのに！」

「……何かいま、さらりと暴言が聞こえた気がしたんだが」

「そんなことねーよ！　ほんとに感謝してるんだってばファック！」

「ヘンだよねー☆　言われた通りやっただけなのにねー☆」

「いくら殴れって言われたからってためらいも手加減もなしにいきなり殴ってくる奴やつなんて友達じゃねー！　……なんてさっぱり思ってないから安心しろ！　あ、ひょうはほんとにラブ！　湿布すげー効いた！　あんがとな！」

「あ、あう、あう、あう」

　ひょうは言われたそばからボン！　と上気して、にわかに机をダンダン叩たたき始めたかと思うと、いきなり椅い子すを蹴け立たててまた何か悲鳴をあげながら外に飛んでいってしまった。おお、退場させる手間が省けてラッキー！

　その様子を横目で見送っていた昴すばるが、リクに視線を戻して尋ねた。

「それで？」

「ん？」

「さっきのことだ。まさか意味もなく殴られたわけじゃあるまい。次の作戦と何か関係があるんじゃないのか？」

　ＯＨ……とリクは天を仰いだ。さすが昴すばる。おれの意図をちゃんとわかってくれている。

「すばるしい！　すばるしいよキミ！」

「…………」

「さて、では作戦説明に移る！　今回の作戦はだな、」

「ちょっといいかリク」

「……な、なにかな？」

「ひょっとしていまのは」

「やめろォ！　それ以上言うなァ！」

「俺の名前の『昴』と『すばらしい』をかけたシャレだったりするのか？」

「ぬああああ！」

「まちがいはないな？　いかにも『ツッコんでください』みたいな含みのある目で俺を見ていたものな？」

「頼む解説するなっ！　おれが悪かったァ！」

「そして言ったはいいものの、場の空気が冷えたのを感じてすかさず何事もなかったかのように流そうとしたな？」

「お、おお、おれが悪かったって言ってんだろーが！　何が不満なんだてめーはァ！」

「さて、言うことは言ったから続きを頼む」

「……！　！　……！」

　リクは顔中で抗議をしたが、昴はとんと堪こたえる様子もなく無駄に終わった。なんて奴やつだチクショウ。あとで上履きを女子トイレに投げ込んでやるからなっ！

「え、ええと、それでだな」

　閑話休題。

「今回集まってもらったのは他ほかでもない、丸まる鍋なべねこ改造計画第四弾の話だ」

「ふむ」

「笑わせる、恥ずかしがらせる、キュンとさせる――いずれも失敗に終わってしまった。諸君、さすがにもう失敗は許されない！　ゆえに我々は最後の手段にうったえる！　その名も――」

　黒板にチョークを滑らせる。

　そこにはこう書かれていた。



『怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマー』



「であるっ！」

　ふんぞり返るリク。

「我々はいままで丸鍋ねこをいい気持ちにさせようとしてきた！」「恥ずかしがらせるのは別にいい気持」「その口を閉じろ！　だが、そのことごとくがダメだった！　なら、どうすればいいか？

　押してもダメなら引いてみる！　これは古来あらゆる場面で使われてきた事態打開法である！　俺の愛読書『悦楽天』にも何度もパターンとして使われている！」

　さっそくチカが挙手した。

「議長！『悦楽天』とはなんですか！」

「エロマンガだ！」

「異議あり！　引用元が不適切です！」

「ほほうエロマンガをバカにするというのかね？」

　リクは杖つえつく老人のように黒板消しを教卓につき、ニヤリと笑った。

「よろしい……では一つ例を挙げよう。雑誌というものがあるな？　本屋に行けば色々並んでいる。マンガ雑誌、ファッション雑誌、ゲーム雑誌、クルマ、パソコン、ＴＶ、ｅｔｃ……。

　さて、ここで一つクエスチョンだ。『これらの中で、最も雑誌数の多いジャンルとは何か？』　さあ答えてみろ！　制限時間は10秒！」

「えっと……」

「９……８……」

「マンガ！」

「ぶー。６……５……」

「ファッション！」

「ぶー。３……２……」

「ゲーム！　ＴＶ！　パソコン！」

「はい時間切れー。どれも不正解だ。正解はな……『エロマンガ雑誌』だ！」

「な、なんですって？」

　頬ほおを手で挟んでショックのポーズ。

　その反応を見て、リクは不敵に笑う。

「驚くだろう？　イメージで言えば少年マンガ雑誌なんかの方がよっぽど多そうなのにな。しかし事実、エロマンガ雑誌の種類は50を超えていて他ほかの追随を許さない。そしてそれだけに数ある雑誌業界の中でも最も栄枯盛衰の激しい業界であり、そこではマンガ家たちがしのぎを削ってエロの表現技法を磨いている、いわばそう――聖戦の場に他ならないのだよ！」

「あああ……」

「つまり何が言いたいかというとだ、その聖戦の場で生き残り競争を続けているエロマンガは称賛こそされど、非難されるいわれはまったくない！ということなのだ！　……わかってくれるねキミ？」

「は、はい議長！　わたし、目が覚めました！」

　世間常識を洗脳の力が打ち破った瞬間だった。

「今度読んでみま」「いやそれはいい」

　お前はヘンなことばっかり詳しいな、という昴すばるには胸を張っておうよと返し、脱線車両をレールに引き戻す。

「まずは興味を持ってもらうことが先決だ！　よく言うだろう無視されるぐらいならばまだ嫌われた方がいいと！　印象に残る方法はとにかく感情のメーターを上げさせることだ！　泣かせるという奥の手もあるにはあるが、おれは女の泣き顔は見たくない……となれば怒らせるしかあるまい！」

「なるほど、殴れと言っていたのはこのためか」

「その通り！」

「しかし丸まる鍋なべだぞ？　どれだけ怒らせたって殴りかかってくるようには見えないが」

「あー……まあ、念のためだ！」

　誰だれが信じるだろうか。

　怖いのは丸鍋ねこ本人ではなく、彼女の飼ってるちびアリクイだなどと。

　災わざわいの正体が実はそのちびアリクイで、燕えん尾び服ふくを着て言葉を喋しやべり、あまつさえ炎まで吐く不思議生物だなどと。

　だからとりあえず伏せておくことにした。まあ、どうにでもなる。

　とにかく、今度こそ作戦を完遂するのだ。

　リクは手を広げ、声も高らかに謳うたいあげた。

「よっておれはここに、『怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマー』の開始を宣言するッッ！」
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　怒らせるのだ。

　とにかく怒らせればいいのだ。

　もう背後から襲うなどという通り魔のようなことはしない。

　真正面から当たって砕けろだ。

　毎度おなじみの廊下。性しよう懲こりもなく現れたリクを見て、丸鍋ねこはびくりと肩を震わせた。その目にはいつものような平穏さはなく、警戒の色がありありと表れていた。

「……き、きのうのこと、もう忘れたの？」

　おおっ、と思った。

　ちょっと嬉うれしかった。

「初めてだなあ、そっちから話しかけてきてくれたの」

　しみじみ呟つぶやくと、丸鍋ねこはまるで失言でもしたみたいに慌てて口を押さえた。そんな仕草さえ新鮮でかわいらしい。

「お？　なんだよ。いや別に恥ずかしがるこっちゃねーぞ？　むしろおれは嬉しーぞ？」

「……っ」

「しかしっ！　今回はそんな顔を見るためにやってきたわけではないのであーるっ！」

　来るなら来い、アリクイ。

　ここは学校だ。人ひと気けの少ない帰り道ならともかく、いまは周りにいっぱい人がいる。こんなところでまさかボウリングの球を降らせるようなリスキーな真ま似ねはしないだろう。と思う。たぶん。信じてる。おれ信じてる。

　んなわけで腹をくくったリクは、神経をビンビンに尖とがらせながら作戦を開始した。

「いっくぜェッ！」

『――はい皆さまお元気でしょうか。わたくしこのたび司会進行役を務めさせていただきます白しろ崎さき＝チカ＝エンジェリックですよろしくお願いいたします』

　……遠くでチカがなんかやってるなあ。

『今回解説役にはなんとあの現代に蘇よみがえったサド侯こう爵しやく、このたびドＳ検定40段を取得なさったともっぱらの噂うわさのサド原はら昴すばるさんをお招きしていますよろしくお願いいたします』

『……ヘンな設定を付け足すんじゃない』

『さて、さっそくですがサド原さん、今回の見所を紹介していただけますでしょうか』

『そうだな、冷静に分析して今回の作戦はいままでの中で最も見込みのある作戦だと思う』

『といいますと？』

『例えば一つめの作戦。笑わせようということだったが、それまでほとんどコミュニケーションのなかった相手をいきなり爆笑させようとするのは危険だ。リクの人となりを知っている人間ならまだ通用するが、慣れていない相手からすればただの奇行に映ってしまいかねない。しかも相手はあの丸まる鍋なべねこだ。ただでさえ高いハードルがより跳ね上がってしまった』

『ふむふむ』

『二つめ三つめなんかはそもそも役者ちがいだったな。あのリクとラブコメのお相手をしたいという変わり種がこの学校にいるとは思えん』

『なるほど。大変説得力のある意見です』

　ぬううう……！　なんかお前らムカつくぅ……！

『話を戻すぞ。今回の作戦“〝怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマー”〟はリクが生まれながらにして持っているウザさをフルに引き出せる作戦だ』

「う、生まれながらにして持っているウザさとか言うなっ！」

　リクの抗議を完全に無視して、昴すばるは続けた。

『ウザさに関してはリクはとんでもないポテンシャルを秘めている。よってこれまでの作戦に比べてより向いているのはもはや言うまでもない』

『なるほどよおくわかりました。ウザい奴やつはウザい行動させていればいいということですね？』

『そういうことだな』

『ありがとうございます。お？　おおっと早くも膝ひざをついている挑戦者チヤレンジヤー、なにやら凹へこんでいるようです！　この短時間にいったい何が起こったというのか――――ッ！』

「てっ……てめーらのせいだよオオオォォォォッッ！」

『さあ、さっそく八つ当たりをかましてきました、これは手に負えません挑戦者チヤレンジヤー！』

「こっころコロコロス！　アトデゼッテーコロス！　ねじりパンみてーにしてコロス！」

　だめよリク。いまはこちらに集中するの。脳内おねーさまに心のケアをしてもらい、なんとか復活。さあ時間だ。始めるぜ。

　作戦――開始。

　いいか、怒らせるんだ。

　まずは腰を落としてじりじりと距離を詰め、そこから一転、流れるような動作で顔面を下からずずずいっと寄せてベロをつきだし、



「へぁぁぁん？」



　すかさずチカの声が飛ぶ。

『おおっと出た――――――――――――――ッッ！

　ザコチンピラ絡みッッ！

　すばらしい！　まるで頭の悪そうな不良がカツアゲしているようにしか見えません！　これはイライラしますいくら温厚な私でもついカッとなって（検けん閲えつ削除）してしまうほどに！　さあ続いて何をやらかしてくれるんでしょうかっ！』

「はーいっ！」

　チカの期待に応じるように、リクは大きく手を挙げた。

「ネイティブ発音しまーすっ！　お題：‥バナナ」

　間も開けず丸まる鍋なべねこのド真ん前にすりより、大口を開けてハイはっきりとォッ！



「バネァナ」



『う……うっっっっとぉ――――しぃぃ――――――――っっ！　ご覧くださいあの顔！　あの距離！　堪かん忍にん袋ぶくろの緒をズタズタに切り裂く必殺技『バナナ』ッ！　目の前でやられれば、いくら羽をなくした天使と評判のこの私でもついつい（大検閲削除）してしまう勢いですっ！』



「バ・ネァ・ナ」



『ああああ殴っていい！　そこは殴っていいところだチャンピオン！　しかし依然動く気配がないぞおっ！　あんな仕打ちを受けていながらまだ耐えるのか、耐えきるというのかっ？　なんなら代わってあげてもいいぞチャンピオン！　いっそわたしが躍り出ていって（神しん閲えつ削除）してしまいたいっ！』

　続けてリクはウォークマンを取り出し耳にセット、イヤホンから流れ出すのはかの往年の名バンド“〝クイーン”〟の名曲、『アイ・ワズ・ボーン・トゥ・ラヴ・ユー』。

　もちろんイヤホンだから周りに音は漏れない。

　それでどうするのかというと、ライブのパフォーマンスをパントマイムで真ま似ねるのである。意識を集中させれば、何度も繰り返し見たライブビデオの映像が自おのずとリクの脳裏に浮き上がってくる。

　ああ……地平の彼方まで続く大観衆が見えるぜ……！　沸騰する空気、乱れ飛ぶ照明のビーム……あん？　リク？　そいつぁ誰だれのこった？　おれのことはフレディと呼びな！　ヘイ野郎ども！　時速１８０マイルで天国までカッ飛ぶ用意はいいか？　ＯＫいくぜえええっ！

　あ～い、わずぼ～ん！

　パントマイムであるからにはサイレントである。しかしすっかりフレディ＝マーキュリーの乗り移ったリクは本物さながらの熱いパフォーマンスを繰り広げる。右足で小さなタップを刻み、観客（丸まる鍋なべねこ）に向かって吐き出すように歌いかける。

　クイーンは世界的な名バンドだ。アイ・ワズ・ボーン・トゥ・ラヴ・ユーもすばらしい名曲だ。ただし、それはクイーンがやるからこそサマになるのであって、リクが見よう見まねでやるとこれがまた神がかってうっとうしい。

　白熱のパフォーマンスを一分ほど繰り広げたあと、リクは赴おもむろにウォークマンをいじって曲を切り替えた。

　今度はクイーンではなかった。腹の底に響くようなドラム、いや太鼓の音が耳の奥を刺激する。



　ドンドットット、ドンドットット……。

　ドンドットット、ドンドットット……。



　どのＣＤから入れたのかはもう覚えてないが、イメージ的にはジャングルの奥地で暮らす原住民が演奏するような、力強い大地のリズムである。

　リクは豊ほう穣じようの祈りを捧ささげるが如ことく踊りながら、ごうごうと燃えさかるたき火の周りを、いや丸鍋ねこの周りを怪しげに回遊した。

　そろそろか？　そろそろくるか？　と神経を張りつめさせていると、おお、きた！　予想通り、丸鍋ねこのバッグからバチバチ何かが弾はじけるような音がする！

　潮時だった。

　リクはイヤホンを引き抜くが早いか司会と解説の二人に向けて怒鳴った。

「逃げるぞっ！」

　振り向きもせずに駆け出すと、すぐ後ろでバシッと音がした。

「あっぶね！」

　あのアリクイの仕業だ。先に堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたのは丸まる鍋なべねこではなくあちらさんだった。

　ふい～、こえ～、などと呟つぶやきながら考える。もうあそこにとどまるのは無理だ。いったん引いて態勢を立て直すことにしよう。

　……なんて考えながらちらっと振り向くと、丸鍋ねこと目が合った。

　特に顔色は変わっていなかったけれど、目で追ってくれるぐらいには注目してくれていることがわかって、また嬉うれしくなった。
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　ウサギさん組の教室に避難した一行。

　うまいこと逃げおおせたはいいが、なかでも納得いかない顔をしているのはチカである。

「――どうなってんの？　なんかまた雷っぽいの落ちてたんだけど？」

「おお、そーゆーわけだ」

「あれ？　知ってるのリク？」

「よくぞ聞いてくれた！」

　リクは得意満面で答えた。

「あの雷はな、丸鍋ねこのカバンに入ってるアリクイの仕業なんだ」

「…………はあ？」

「いや、だからアリクイが入ってんだよ」

「カバンの中に？」

「カバンの中に」

「…………」

　チカの顔がみるみる不審者を発見したときのそれになっていった。

「……昴すばる、なんか言ってあげて」

　チカに促されると、昴はさも残念そうに手を額に添えた。

「やる前に……一言相談してくれればよかったのにな……」

「クスリじゃねえよ！」

「一緒についてってやるから、な？」

「自首しねえよ！　いや、ホントなんだって！　あの中にアリクイがいるんだって！」

「アリクイがどうやってカバンに入るんだ」

「小ちいせーの！　こんくらいなの！」

　手のひらサイズであることを強調するが、疑いの色はいっこうに消えない。まー当たり前といえば当たり前なのだが。

「だよなあ……」

　リクはがっくりと肩を落とし、後ろのロッカーにしなだれかかった。そのままさりげなく反転し、自然な動作でロッカーの一つを開ける。

「何してるんだリク」

「ん？　丸まる鍋なべねこのロッカーにちょいと仕掛けをしようかなーと」

「……お前の切り替えの速さには脱帽するよ……というかよく女子のロッカーを自然に開けられるな」

「ういっす！　おれ、ヘンタイとかもう言われ慣れてるっすから！」

「む……しかしいいのか？　そんなことやってると、ほら……」

「なんだよ？」

　何気なく振り返ったリクの目の前を、何かがヒュッと横切った。

「おわッ？」

　だすん！

　掃除用具入れに深々と突き刺さったそれは、ありえない……学校ではまずお目にかかることはない――ボウガンの矢だった。

　しかもしっぽ近くにはロープが結びつけてある。

　ロープの先は一直線に窓の外に続いていて、あ、あ、誰だれかターザンみたいに伝って来てる？



「――しぃぃねええええええええええっっ！」



　靴の裏が、よォく見えた。

　窓から飛び込んできたのは、やっぱり例のあのコだった。

「ごぼっふうううううっっ！」

　それはそれは見事なライダーキックが横っ腹にざっくり突き刺さり、ヘンタイ怪人リクはコマ送りで宙を舞って掃除用具入れに叩たたきつけられた。ひょう、お前はいったいどこの特殊部隊だ。

「もう！」

　床に降り立ったひょう――ご自慢のツインテールがビンビンに逆立っている。

「いったい何やってるのかしら信じられない！　このケダモノ！　豚！　養豚！　１００グラム二銭の価値しかないくせに人間サマのロッカー開けるなんて身分ちがいもはなはだしいのよ！」

　こいつはふだん何かと世話焼いてくれるくせに、自分がいらんことしたときだけは異常なまでに手厳しい。

「とにかくっ！　女の子のロッカーにイタズラするなんて、昴すばるは許してもあたしは許さないわっ！　去れ外げ道どう！」

　結局リクは、おぐうおぐうと呻うめきながら自分の机まではいずっていった。

　ようやく机に辿たどり着いたとき、おりしも後ろのドアから丸まる鍋なべねこが入ってきたところだった。

　ちなみに次の時間は書道。たいがいの生徒は用具一式をロッカーにしまっている。

　丸鍋ねこがロッカーの前に立ったとき、ちょうどひょうも自分のロッカーを開けようとしていた。

　同時にロッカーの扉に手をかける。

　開ける。



　ばんよええええええんんんんっ！



　二つのロッカーから揃そろって仕掛けが飛び出した。びっくり箱の中身みたいなバネ仕掛けのやつである。リクはあの短時間で、丸鍋ねこだけでなくひょうのロッカーにも仕掛けを施していたのだった。

　二人の反応は真逆だった。

「きゃああああああああああっっ！」

　ホラーシーンでも見たように飛び上がって、おまけに尻しり餅もちまでついてしまったひょう。

「…………」

　さして驚く様子も見せずに、役目を終えてぶらぶら揺れているそれを目で追っている丸鍋ねこ。

　予想はしていたが、特にひょうの反応を見て、リクは孫を見るおじいちゃんの目になった。ずっと丸鍋ねこの相手をしていたせいか、ああいうフツーの反応がとてもほほえましくまた懐かしい。

「そうだよなあ……。やっぱああでなくちゃいけないよなあ……」

　うんうんと頷うなずいているところに、ひょうが腕まくりしながらやってきて、リクはみっちり念入りにボコられた。

　最後にマキロンを山ほど投げつけてひょうが去ったとき、リクはもう息も絶え絶えという案配だった。

「うう……あのマキロン信者め……」

　安全確認のためにうっすらと瞼まぶたを開いて――

「おあッ？」

　ビビった。

　丸鍋ねこが、ド真ん前にいた。

　しゃがみこんで、道端の石ころでも眺めるようにリクを見つめている。

「な、なんだよ？」

「…………」

　息を詰めて見つめ合うこと数秒。もう間がもたねー！　と音を上げそうになったとき、丸鍋ねこの口が小さく動いた。

「もう、ねこに構わないでほしいの」

「……あ？」

「じいが怒ってる」

「…………」

「だから、もう」

　静かな口く調ちよう。静かな瞳ひとみだった。

　心をただかたくなに閉ざして、何物にも興味を抱かず、執着せず、ただ淡々と、水のように砂のように日々を過ごす。

　ああ。

　これぞ、丸まる鍋なべねこ、だ。

「…………………………………………………………へっ」

　リクは力なく笑って身体からだを起こした。

「じいが怒ってる、ってか」

　口くち許もとを拭ぬぐう。

「それじゃ……ダメなんだよなあ……」

　丸鍋ねこ改造計画。

　こいつは、ほんとに、つくづく、難しい。

　笑わせようとして失敗して。

　恥ずかしがらせようとして失敗して。

　キュンとさせようとして失敗して。

　あげくなんだか意味のわからないちびアリクイは出てくるし。こいつときたら雷を落とすわ火を吐くわ人の右手を家庭崩壊に追い込むわ、あらゆる手段で丸鍋ねこに近づけさせまいとしてくる。

　そのせいじゃないが、今回の作戦、怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマーもどうやら失敗に終わりそうだ。

　あー、と溜ため息いきをついて、

「……わかったよ」

　リクは疲れたように頭を軽くを振った。

　おれはがんばった。

　精一杯やった。

　でも通じなかった。全部、ぜんぶ。

　だからいいかげん……諦あきらめどきだろうか。

「もうこれ以上あんたに関かかわらない。喋しやべりかけない。ちょっかい出さない」

　十年も使ってくたくたになった古着のような言葉を口にして。

「――これでいいんだろ？」

　丸鍋ねこは答える前に一度だけ大きく息を吸ったようだった。

「……うん」

「ＯＫ。じゃあこれで終了だ。悪かったな。これから平穏無事に過ごしてくれ。じゃっ」

　丸まる鍋なべねこに背を向けて立ち上がり、

「あーあ……」

　溜ため息いきとも呟つぶやきともとれぬ声を漏らしながら、

　リクはなぜかスッと音もなく左足を上げた。

　丸鍋ねこ。

　その、静かな口く調ちよう。静かな瞳ひとみ。

　心をただかたくなに閉ざして、何物にも興味を抱かず、執着せず、ただ淡々と、水のように砂のように日々を過ごす。

　これぞ丸鍋ねこだ。

　これこそが丸鍋ねこだった。

　……けれど。

　ここ数日ずっと彼女を追い続けたリクの目だけは、

　たしかに、そうたしかに、ちがうものを映していた。

　だから――



「っっっっっっと見せかけてえええええええええええええええええっっ！」



　まだ終わっちゃいねえんだよオオオオオオッ！

　内ポケットにひそませたブツをすばやく抜き取り、真後ろのあいつに向かって、

「おらあああああああああああああああああああああああああっっっっ！」

　それは野球の投球フォームに似ていた。ただの投球ではない。相手に背を向けるほど極端に身体からだをねじり、全身の回転をあますところなく腕に伝え、すさまじい威力を生む必殺技。その名の通りさながら竜巻の如ごとき破壊力で、英雄の名を持つ彼は数多の大リーガーをなぎ倒してきた。

　そのフォームの名は――トルネード投法。

　野茂英雄の魂が宿った右手。握りしめた一撃必殺のボールが、丸鍋ねこの顔面に襲いかかる……！

　と――

　リクの右手はふいにその軌跡を変えた。打ち下ろす角度で狙ねらうのは顔面ではなく……彼女の胸元――――！

　ズバンッッ！

　風圧で、彼女の前髪が浮いた。

「っしゃあ！」

　ガッツポーズ。

　精密極まりないコントロール。ブツは狙いたがわず、ちょうど丸まる鍋なべねこのベストとシャツのあいだに挟み込まれたのだった。

　これにはさすがに彼女もびっくりしたようで、小さくぽかんと口を開けて目を丸くしている。

「さあ仕上げだ！」

　このためだけにチカに借りたデジカメを早撃ちガンマンの如ごとくポケットから引き抜き！

　バシャ！　バシャバシャバシャ！

　惜しげもなくフラッシュの嵐あらしを浴びせ！

　スタ――――ンとポケットに戻し！

　さあ、やるこたやったぜお嬢ちゃん！

　あとは捨てゼリフを吐いて立ち去るのみだ！

　一歩飛びのいて（アリクイを警戒）、手をメガホンにして、思いっきり息吸って、リクはあらん限りの大声で叫さけんでやった。

「おい丸鍋ねこォォッッ！」

　びくりと肩を震わせる標的。

　なんだろう、おかしくてたまらなかった。

　愉ゆ快かいだ。ひたすら愉快だ。

　気持ちいいなあ。

　あんたもさ、こういうの、味わってみりゃいーんだよ。

　なあ――



「構わないでとか言いながらさあ！

　さみしそーな顔してんじゃねーよっっ！

　ば――――――――――――――――――――――――――――――――かっっっ！」



　　　＊＊＊



　開け放たれたドアを呆ぼう然ぜんと眺めながら、丸鍋ねこはただあっけにとられていた。

　何も考えられなかった。

　ざわつく教室さえも気にならなかった。

　それくらいの驚きだった。



『構わないでとか言いながらさあ、さみしそーな顔してんじゃねーよっ』



　頭の中で、その言葉がぐるぐると回り続けている。

　さみしそうな、顔。

「――――」

　さみしそう？

　この自分が？

　私は……そんな顔をしていたの？

　そんなつもりはなかった。いつもの顔のはずだ。いつもの、無色透明な、風も波も立たない凪ないだ表情のはずだった。

　なのに。

　気がつくと頬ほおに手を当てがっていた。

　さみしそうな顔だなんて。

　そんなはず、ない。

　だって、練習したんだもの。

　おちついて、おちついて、おちついて、ただおちついて、日々を過ごすこと。

　笑ってはいけない。

　怒ってはいけない。

　悲しんではいけない。

　そうやってすべて封じ込めて生きていけるように、練習を重ねた。

　だから、さみしいだなんて、そんな気持ちはない。ない。ない、はずだ。たとえあったとして、表になんか出るはずがない。出てしまっていたら、いったいなんのための訓練だったというのか。

　だから自分は、彼の言葉を認めるわけにはいかない。

　さみしそうな顔なんて、していない。

　知らず知らずのうちにうつむいていたことに気がついたのは、胸元にはさまれた何かを見つけたときだった。

　そういえばこれ、なんだろう。

　本、のようだけど。

　胸元から取り出してみる。わりと厚めのハードカバーで、図書室のハンコが押してあった。ひっくり返して表紙を眺めてみる。

「…………」

　そこに書いてあったのは、日本人ならおそらく知らぬ者なしというくらい有名なタイトルだった。

　その名も。



“〝吾わが輩はいは猫である”〟



「……………………………………………………………………………………………」

　ちょっとだけ、イラッときた。



「あのこわっぱ……！」

　ポケットの中で何かがモゴモゴと動いた。

「じい……」

「あれほどの忠告にもかかわらず……まったく懲りていない様子っ……！　きたならしい顔面を近づけるやらっ……うっとうしい踊りを始めるやらっ……あまつさえ姫様のむ、む、胸元にモノを差し入れるなどとっ……！　このわたくしでさえそんなことゲフンゲフン、とっ、とにかくっ、姫様に対してこの無礼の数々！」

「あの、大丈夫。私、怒ってないから、」

「それは大変に結構でございます……しかしながらわたくしノルベルト！　今回ばかりはいささか腹に据えかねましてございますっ……！」

　そうとう興奮している。

　これはちょっと、よくないのでは。

　とか思っている間に、溜たまりに溜まったじいのかんしゃくがついに爆発した。

「つまらぬ道端の雑草ふぜいが、はるか高みに咲く大輪の花に近づこうなどとは……まったくもって愚かなりッ！　罪には罰を！　愚者には鉄てつ槌ついをッ！　このノルベルト、姫様にお代わりいたしましてあの下げ民みんめに、これより裁きの雷いかずちを食くらわせてまいりますゥゥッ！」

「まって、じい――」

　止める間もなかった。

　じいはポケットを紙切れのように突き破るや、まるで弾丸のようなスピードで廊下に飛び出していってしまった。

　さあ、慌てるのはこちらである。

「た、たいへん……」

　制服に大穴が開いてしまったが、もはやそれどころではない。

　なにせ手のひらサイズのアリクイがそのへんをハエみたいに飛び回っているのだ。あんな不思議生物が人の目にふれたらもうただごとではすまされない。

「じい……！」

　自分のことを思ってくれているのはよくよくわかるし実際感謝もしているのだが、たまに興奮すると目の前が見えなくなって後先考えずに突っ走っていってしまうのは悪い癖だ。歳としを取ると誰だれしも少しは丸くなるものなのに、とうに60を超えていながらあの振り切れっぷり。ある意味すごい。

　……いや、感心している場合ではなく。

「お、追わなくちゃ……」

　教室じゅうの生徒が目をこすっているのにもかまわず、彼女はじいを追って駆けだした。



　　　＊＊＊



「へっへーどうよこれ。なかなかの出来じゃね？」

　がらんとした家庭科室で、リクは一人、得意げにデジカメの映像を確認していた。

　そこに映っていたのは、“〝吾わが輩はいは猫である”〟を胸元から覗のぞかせる丸まる鍋なべねこ。デジカメの存在に気づいた二枚目からカメラ目線になっているのがおもしろい。

「あっ、そうだ」

　ふとあることに気づいて、頭を掻かく。

「しまったな。あれ、どうやって返してもらおう？」

　あれとはもちろん“〝吾輩は猫である”〟のことだ。

「あんな啖たん呵かきって逃げてきて、そんでまた戻って『えへへ……それ、返してくんない？』って言うのか？　やべええそれすげえカッコワリイィィ！」

　リクはあああと頭を抱えた。

「ああどうしよう！　どおしよお！　行きたくねー！　教室戻りたくねー！　なんか風とかビュウって吹いて飛ばされてこねーかなー？」

　女子諸君にはおわかりにならないかもしれないが、男の子にはメンツというものがあるのである。カッコイイとかカッコワルイとか、おそらく女子からすれば基準すら定かでないようなものを、男の子はバカみたいに大事に抱えてうじうじしているのだ。ならいっそ捨ててしまえばいいと思う人もいるだろう。しかしそれをなくしてしまったら、男の子は男の子ではなくなってしまう。彼らは皆、かっこよさの頂いただきをめざして登り続ける登山者なのだ……。



　バリッ――



「痛つっ！」

　急に手に走ったしびれに、リクは思わずデジカメを取り落としてしまった。

　そこに響いたのは、なんと懐かしきあの声。

「――お返しする必要はございません」

「あ、あらー……。その声は……」

　冷や汗をたら――りと流し、錆さびたロボットみたいにギギギと振り向くと、あらやっぱりこんにちは。まちがいじゃなかったのね。

「誰だれかと思えば……あ、アリクイさんじゃ……ないっすかぁ……」

　しかも浮いてる。

　ふよふよと。

　今日も今日とて手のひらサイズに燕えん尾び服ふく。きっちりと蝶ちようネクタイを締め、シルクハットを被かぶってそれはそれはステキな紳士の装い。でも身体からだはアリクイ。しょせんアリクイ。いやいや紳士は見た目じゃない。心で判断するものだ。でもやっぱりアリクイ。

　ジェントルアリクイの声は、とっても怒っていた。

「なぜなら！　このわたくしめが！　いまここで！　……消し炭にしてさしあげるからですよォォッ！」

「あぐ、あぐ、ケ、ケシズミ、ヨクナイ、カコワルイ」

　ちらりと床に目をやると、落っことしたデジカメがもうなんか見るからに『オレ……もう……ダメっす』みたいな白い煙を上げているではないか。手もしびれていたし、ヘンな臭においも漂っていることだし、こいつはきっと例の落雷にちがいない。

　となるとますます身の危険である。

　心なしかあいつの周りの空気が陽炎かげろうみたいに揺らいでいる気がする。

　そして次に何を言うかと思えば……。

「あの妙ちくりんな光……いったい姫様に何をなさったので？」

　は？

　リクはぽかんとした。

「お前……デジカメ知らねーのか？」

「『でじかめ』ぇ？　おお恐ろしい！　聞くだに邪悪な響き！　さては……呪のろいの一種！」

「ちげーよっ！　写真とるの！」

　聞いているのかいないのか、アリクイはいっそう深刻そうな顔をしてうんうん唸うなり始めた。

「ぬぬぬ……心当たりがありますぞ……？　その形……かの魔道具に似ている……。はっ！　わかりましたぞ！　それで……魂を抜き取ると見たっっ！」

「うっわ古ふり――――っ！　うわあ、うわあ……カメラで魂なんていまどきどこの原住民でも言わねーよ！　つーか逆に新鮮！　いやー初めてシーラカンス見つけた人の気持ちいまわかったわー！」

「長らくお相手する暇ひまはないのです！　このままでは姫がっ！　姫様のお命がああっっ！」

「いや、だいじょぶ、だいじょぶ」

　急におかしくなって、リクは笑って手をひらひら振ってみせた。

「命とか取られねーから。そんなたいそうなモンじゃねーし、だいいち、見てみ？　ほらこれ」

　床でくたばっているデジカメを拾い上げる。

「ほら、煙吹いてんだろ？　もう壊れちゃってるんだよ」

「壊れている？　……というと……」

「もう使えないってこと」

「つまり？」

「お前の姫様は無事だってこと」

「！　そ……それは……まことですか！」

「まことだ」

「本当に？」

「ほんとに」

「リアリィ？」

「しつこい」

「……はあ……」

　アリクイはすっかり脱力しきった様子で、枯葉散るように調理机に舞い降りた。

「さようで……ございますか……」

　精も根も尽き果てたといった感じで、へんにゃりと顔を調理机にくっつける。心なしかシルクハットまでへんにゃり曲がっているような気がする。

　そんなアリクイを見て、リクはなんだかほほえましい思いだった。主人あいつのこと、ほんとに心配してるんだな……。これまで色々あったけれど、いまなら肩を叩たたいて『がんばれよ』とはげましの一つもかけてやりたい気持ちになっていた。

「どうも……ありがとうございました……」

「な～に、いいってことよ」

　リクはかっかと笑った。

「それでは……」

「うん」

「これで……」

「うん……………………うん？」

　アリクイはすうっ……と顔を上げた。

「おあッ？」

　ビビった。

　アリクイの目が、強烈な光を放っていた。

　耳の奥でけたたましい警報アラートが鳴り響いた。

　これ、やばくね？

　次のアリクイの声は、もう完全にスイッチが入っていた。

「これで安心してえええっ………………貴様をブッ殺せますなああああッッ！」

「口く調ちよう変わってるうううううううううっっ！」

　ぐわっしゃんっ！

　飛んでよけたすぐそこに、特大の雷が叩き落とされた。ガスコンロが木こっ端ぱみじんに砕け散った。

「さあさあさあさあ！　いつまでよけられますかなあ！」

　すごく嬉うれしそうな声で、アリクイは続けざまに雷を撃ってきた。

　よけて、よけて、よけてよけてよけているうちに家庭科室がどんどんひどいことになっていく。布という布は破れ、コンロというコンロは砕け、食器は割れ調理机は凹へこみ、ところかまわず黒コゲになり、まるで爆撃の跡みたいになっていく。

「うわあ！　うわあ！　どわあああ！」

　もう必死だった。ゴキブリみたいにガサゴソ逃げ回って、調理机の引き出しに入っていた皿を手当たりしだいに投げつけて（すぐに雷を食くらって爆散）、ついでに引き出しも引っこ抜いて投げつけて（同上）、あとイスも投げつけて（同上）、もう身を守るものがなくなったあたりで、どうにか廊下に転げ出ることに成功した。

「ふう」

　一息だけついて、すぐさま飛び起きる。

　と、向こうの角を曲がって丸まる鍋なべねこが走ってくるのが見えた。

　そのときのリクの気分ときたらもう、一週間漂流したあとにようやく船が見えたときみたいな感じだった。

「たた、たっ、たぁすけてくれ――――――――――っ！」

「ご、ごめん、なさい」

「いやごめんとかいいから、こいつ！　こいつっ！」

「お・呼・び・に・なりましたかなあああっ？」

「ぎゃあ来たァァ―――――――――――――――――ッッ！」

「じい、やめてっ」

「さあさあ炭作りのお時間ですぞおおおおおおおおっっ！　まずは焦がして焦がして焦がしてえええっ！」

　全然聞いてなかった。

　丸鍋ねこ主人の声、効果なし。

　となれば、もう逃げるっきゃない。

　ただひたすら、逃げる、逃げる、逃げる。



　追ってくる、追ってくる、追ってくる。

　雷をまき散らしながら、ちっちゃいアリクイが一直線にブッ飛んでくる。

　つーか空飛ぶ電撃アリクイなんてお前どんだけポケモ○してんだよ。二次元の世界に帰れっ――なんて悪態をついてみても事態は変わらない。階段を五段飛ばしで駆け下り、風のように廊下を走り抜け、また階段を飛び下りる。後ろではずっとバリバリガリガリ鳴り続けていて、適当にカンでよけるとそのたびに教室のプレートが吹き飛んだり「手をよく洗いましょう」ポスターに穴が開いたりする。

　気の休まる暇ひまもなく走り続けたせいで、いいかげんどこを走っているのかわからなくなって、おまけにそろそろ疲労が足に来ていた。

「も、も、ダメ」

　へろへろと適当にそのへんの引き戸を引いて中に倒れ込む。そこは六畳の畳の部屋だった。学校で畳の部屋といえば……

「生徒指導室……か？」

　あっ！

「そうだ！　じゃあ竹刀しない！　竹刀あるだろ！」あの体育の鮫さめ田だがしょっちゅうブン回してるやつ！

　うおおどこだどこだ！　見てろよ腐れアリクイ、ブッ叩たたいてやるぜッ！

　すぐそこにあった押し入れを開け放って、手当たりしだいに色々掴つかみ出す――が、出てくるのは小さな皿やら茶ちや碗わんやら上品そうなハンカチやらなんだかよくわからないものばかり。うわっ！　いまなんかムニュッていった！　キモッ！

「あー！　もうっ！　ねえよ！」

「何がありませんので？」

「いや竹刀がさー…………」

「ほほう竹刀が」

「…………」

「…………」

「…………………………………………」

　パチッ……バチバチッ……バチバチバチッ……！

　憶おぼえのある声と、憶えのある音。

　汗が滝のように噴き出してきた。

　せ、せんせい。

　うしろに、なんか、います。

　あーもー死ぬ。これぜってー死ぬよおれ死んじゃうよー。

「はあー、はあー、はあー」

「おやおや、お気分がすぐれませんので？」

「そっ……そぉなんですぅぅ。ど、どど、どうしたらいいですかねぇっ。やっぱ、保健室ですかねえっ……！」

「いえいえ、それには及びません。しかしひどい汗をかいていらっしゃる。すぐにとめてさしあげましょう。その――――心臓をねええええええっっ」

「ぎゃ――――――――！」

「さあ……観念なされませ」

「ああ……」

　頭の中を走そう馬ま燈とうがＦ１カーみたいにびゅんびゅん横切っていった。あんまり速すぎて全然見えなかった。

「ずいぶんと手を煩わずらわせてくれましたな。しかしもはやこれまで。天上に咲く唯一無二の一輪花に手を出したことをよくよく悔いながら、死んでいくが、よ、よよ、よ」

「……？」

　突然アリクイの様子がおかしくなった。

　あれほど余裕たっぷりだった状態から一転、目は大きく見開かれ、口くち許もとはおぼつかず、おまけに体じゅうがブルブル震えだした。――いったい何だ？　まさか変身とか？

「よ、よよ、よよよ」

「よ？」

「よよ、よよよよよっ」

「よよ？」

「よよ、よよよよ羊羹んんんんんんんんんっっ！」

　叫さけぶやいなや、アリクイはリクの手にべったり貼はりついて――何をするかと思いきや、長い舌を伸ばして指をなめ始めたではないか。

「うわっ！　何やってんだ！　離れろっ！　うわ、うわあ！」

　キモい＆ビックリで反射的に手をぶんぶん振ったが、組みつく力がやけに強くていっこうにふりほどけない。

　しかもその舌ときたらもう気持ち悪いほど長くて、動きが速くて、おまけにベトベトしていた。みるみるヌルヌルになっていく指を見て、いやあああとホラーな悲鳴をあげてしまうリク。しかしアリクイは一顧だにせず、ただひたすら、

「羊よう羹かんんんんんんんん！　その名は羊羹んんんんんんんんん！」

　どう見ても錯乱したとしか思えない叫び声をあげて一心不乱に指をなめ回している。

「…………ヨウカン？」

　そういえばさっき押し入れをガサゴソやったとき、ムニュッていったな。あれひょっとして……。

　右手のおぞましさを耐え、さきほど押し入れから放ほうり出した諸々を漁あさる。

　すると、あったあった。でかいレゴブロックみたいな黄色い塊が。

　さっき食くい込ませた指の跡がついている。まちがいない。

　リクはそいつを手にとって、ちらりとアリクイを見た。

「よ、羊羹、好きなのか」

「羊羹んんんんんんん！　魅惑のカタマリ羊羹んんんんんんんんん！」

「……これ、食うか……？」

　おそるおそるさしだした芋羊羹に、奴やつは――やはり、だった。吸い寄せられるように飛びついた。そのまま親の敵かたきのような勢いでなめ始める。

「羊羹んんんんんんん！　どこもかしこも羊羹んんんんんんんんんんん！」

　…………大好きみたいだった。

「あの、これでどうかひとつ」

「んぺろっ！　ぺろぺろぺろおっ！」

「ゆ、許してもらえませんかね？」

「ぺろぺろぺろろっ！　れろれろ、んべろんんべろん！」

「…………」

　見向きもしない。

　質問に答えるどころではないらしい。

　しかもアリクイには歯がないから、なめているだけでなかなか羊よう羹かんは減っていかない。

　上から下から、左から右から、前から後ろから、長い舌を使って縦横無尽に羊羹を攻めるアリクイを横目に、リクはそっと腰を上げた。

　――逃げられる。

　なるべく足音をたてずに、そうっとそうっと、アリクイから離れる。抜き足差し足、おお、順調だ。あいつは後ろでおぞましい音を立てながら羊羹を味わっている。

　出口のすぐ近くの床に、割れたルームプレートが落ちていた。

　さっき雷撃で壊されたやつだ。

　それを見て、リクはすべてを納得した。

　ヘンだと思った。どうりで竹刀しないがなかったはずだ。どうりで羊羹があったはずだ。なるほどねー。てっきり生徒指導室だと思ってたけど、ちがったのねー。

　そこにはこう書いてあった。

『茶　道　部』



「はあ……」

　どうにか危機を脱したリクはもう疲れまくっていた。

　いくら若いとはいえ、体力には限界がある。あのアリクイとリアル鬼ごっこなんてやってしまえば、そりゃもう疲れるってもんである。

　後ろ手に引き戸を閉めてひとまず安心。あいつはとうぶん羊羹をなめ続けていることだろう。

「ったく、かんべんしてくれよなあ……」

　元はといえばこちらから丸まる鍋なべねこにちょっかい出したのが原因なのだが、お調子者の彼のこと、そんな都合の悪い過去なんてすっかり忘れている。

　はああ、と大きく沈み込んだリクに、さっと影が差した。

「お？」

　そこには丸鍋ねこが立っていた。

「あ、あの、じいは、」

　彼女も走ってきたのだろう。息が弾はずみ、額にはうっすら汗をかいている。

　ココ、と親指で後ろの引き戸を示すと、彼女はえ、と言った。

「ど、どうやって」

「羊羹しゃぶってる」

「っ――――」

　それだけですべて納得したらしく、丸鍋ねこはいかにも残念そうに首をこっくりと垂れた。

「……もう」

「おっ」

　もう、じいったら……。いまのはそういうニュアンスだった。そんなわずかな仕草でも、リクは嬉うれしくなる。内に秘めた感情がふとしたことでかいま見えるとき。それがプラスであれマイナスであれ、リクにとってはこの上もなく愉ゆ快かいなものなのだった。

「……ょいしょっ、と」

　膝ひざに手をついてじいさんみたいに立ち上がり、膝をはたいて、

「それで、と」

　リクはにやりと笑った。

　すると丸まる鍋なべねこはびくっとして一歩下がった。

　身体からだが硬直しているところを見ると、リクの意図はちゃんと伝わっているようだ。

「どうすんだ？　あいつは当分出てこねーぞ？」

　丸鍋ねこの目は所在なくあちこちをさまよっている。動揺しているのは明らかだ。

「……………………………………」

「……………………………………」

　だっ。

「……あっ」

　たたたたたっ――――

「え？　ちょっ……」

　待て。

　なぜ逃げる？



　　　＊＊＊



　追わざるを得なかった。

　疲れた身体にむち打って走るのはなかなかの重労働だった。

「おい待てよー！　おれ疲れてんだからよー！」

　驚いたことに、彼女は外に逃げたのだった。

　次の授業のことなんて頭からすっ飛んでいるらしい。

　非常階段につながるドアの鍵かぎを開け、上履きであることも気にせず外に飛び出す。そのまま階段を駆け下りて地面に立つと、焼却炉の脇わきを抜け、両りよう脇わきに雑草の生い茂った短い石段を上がる。すると裏手の住宅地へと続く裏道が口を開けている。

　いったい何が彼女をそうまでさせるのか。

　ようやくアリクイの支配から逃れられたというのに、この上何をそんなに恐れているというのか。

「おっじょうさ――――ん！　待ちなっせ――――！」

　追う。

　ここで諦あきらめてなるものか。

　なにせ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ。

　これを逃すともう、あいつとサシで話し合える機会はやってこないかもしれない。みすみす逃がす手はなかった。

　こっちはこんなにヘロッヘロだというのに、なかなか距離が開かない。あっちもそうとうへばっているようだ。となればあとは根比べ。疲れの中に、よおしやってやろうじゃねーかという気持ちが湧わき上がってくる。

　草木の生い茂る道を抜け、丸まる鍋なべねこは住宅地へと転がり出る。休む間もなく走って右右ひだりみぎひだりひだり……見失ってたまるかっ！　昼間のアスファルトは陽光を思う存分吸ってむんむん熱気を放ち、まるでオーブンの中にいるようだ。暑い。けれど足は止められない。距離は着実に縮まってきている。あれ、このへんってたしか公園あったよな、などと考えていると、あったあった、見えてきた公園が。

　春は隠れた花見のスポット、夏は草野球の球が飛び、秋は紅葉もみじ、冬は雪合戦の試合場。いまは野球シーズンだが、平日の昼間なので人の気配はなかった。

　側溝を飛び越えて公園に突入し、木々のあいだをすり抜けて、彼女はよたつきながら走っていく。おいおい、そんなフラフラしてちゃ危ねーんじゃねーの、なんて思った直後、

　どてっ。

「あっ」

　ほらやっぱり。張り出した根っこに足引っかけやがった。

「だいじょぶか？　膝ひざすりむいてねーか？」

　こっちも走るのをやめ、ぜーはー言いながら近づく。知らない人が見たらカンペキに暴漢のたぐいである。

　丸鍋ねこは這はいずって木の根本に辿たどり着くと、こちらに向き直った。警戒もあらわな視線がリクをなぞる。かさねがさね何をそんなにビビっているのか。

　その膝をちらと見て、リクはお、と頷うなずいた。

「だいじょぶっぽいな。ちょっと赤くなってるだけだ」

　がっはーと盛大に息を吐く。しかしなんだ、疲れた。

　もう逃げんなよ、頼むから、と呟つぶやいて、いちおう公園内を見渡す。

　平和な光景だった。

　敷地をふちどる木々のなか、ぽっかりと拓ひらけた平地。一面の芝生が目にまぶしい。

　木々は濃い緑を茂らせて、すっかり夏の装いである。

　風が吹くたびに葉と葉がこすれあい、ざわめきとともに緑の匂においを運んでくる。

　平日の昼下がりということもあって、人の気配はなかった。

　しかし自分のやっていることときたら――いたいけな女の子を追っかけ回してハアハアし、追いつめればもう逃げんなよと呟つぶやいて周りを見渡す――わーおビックリ、隅から隅まで暴漢そのものではないか。冷静に考えるとちょっと凹へこむ。いやそんなつもりはないんだホントに、なんて胸の中で呟く言い訳まで暴漢そっくりだ。

　だが凹んでいる場合ではない。

　ようやく丸まる鍋なべねこを追いつめたのだ。

「さ、あのアリクイ野郎はもういねーぞ？」

「じい……」

「いやいねーんだってば」

「…………」

「だからさ、」言い聞かせるようにかぶりを振って、「あとはあんたの好きにやりゃいーんだよ」

　じっと見つめてくる丸鍋ねこは、やっぱり何を考えているのかわからない。だからリクは勝手に喋しやべる。

「あんな奴やつの言うことばっか聞いてて楽しいか？　ツマンねーだろ？　ほら、何やりたいか言えよ。いまのうちだ。モタモタしてっと羊よう羹かん食くい終わったあいつがやってくるぞ？」

「…………」

「さー何やる？　ほら言ってみろ。あ、追いかけっこはカンベンな。もーちょっとラクなやつがいいや。なんでもいいぞ、ほら」

「…………」

「おれ、女の子のしてーことってよくわかんねーんだよなあ。えーとォ、虫取りとか……イヤだよな？　ゲーセン行ってもさ、女の子はプリクラばっかとりたがるもんなー。おれそういうのわかんねーからさ、遠慮なく言ってくれよ。……よォしわかった大サービス！　決めちゃった！　今日はもう学校サボリ！　おめでとう！　本日７月３日はお前のためになんかする記念日、略してお前デーです！」

　好き勝手まくし立ててからぱったりと口を閉じ、リクはじっと丸鍋ねこの口が動くのを待った。何かな、何て言うかな？　買い物？　いやそんなベタな！　もっ、もしかしてデート？　うっひょー夢が広がるぜー！

　しかし、丸鍋ねこの口から漏れたのは、またもあの言葉だった。

「……じい……」

「あぐぁ？」

　面食らった。

　目をぱちくり、ようやくその言葉を飲み込んで、リクはあーと頭をガシガシ掻かいた。やきもきした思いが胸の中でみるみる膨らんできて、どうにもこうにも噴出させずにはいられなくなる。

　んもー、もー……ッンとにこいつはぁっ！

「えーと、ちょっといいか？　こっち向け」

　静かに言って、両腕を高々と上げ――

「じい・じゃ・ねェッ！」

　手のひらを下にして、丸まる鍋なべねこの両肩にぱ――――ん！　と叩たたきつけた。

　びくんっとしたのが伝わってきて、へへん、いい気味だ。そのままがっしり肩をホールドしようとして――「うわ細っ！」その肩があまりに華きや奢しやだったもんだから、思わず手の力を緩ゆるめてしまった。大丈夫かこいつ。なんていうか、握っているだけで罪悪感が湧わいてきそうな細さ。

　丸鍋ねこは逃げようとはしなかった――というよりあっけにとられていると言った方が正しいか。いったい何するつもり、という目でこちらを見返してくる。ＯＫそれでいい。

　負けずに視線を交わらせ、はっきりと、よく聞こえるように言ってやる。

「いいか。おれの目を見ろ」

　丸鍋ねこの目がいつもより見開かれているのがわかった。十分だ。

「お前だ。お前はどうしたい？」

　友達も作らず、何事にも熱くならず、石のようにただ息を潜めて、ひとりぼっちでいる彼女。なんとかしてやりたいと思っていた。

　でも、檻おりをとっぱらってやったら逃げ出して、それでも追いかけて追いつめて、やっと口を開いたかと思えばじいじいじい、ったく、そんなにビクビクしなくてもいいんだよ。もっとさ、自由にさあ、なんて言うとありきたりでつまんないから言わないけれど。

　そんなことを思ってはいたものの――もういちいちがっかりなんてしないけれど――丸鍋ねこはやっぱり答えようとはしなかった。かたくなに口を閉じて、思い詰めたようにじっとリクを見つめている。

「……あのなあ――」

　ついに根負けしてしまった……と思いきや、

「――どうして、ねこにつきまとうの」

「おっ？」

　ビックリした。こいつ急に……。

　丸鍋ねこは窺うかがうような目でリクを見上げてきた。そこから何を言うかと思えば、

「ねこの相手してても、おもしろく、ない、でしょう」

　ときたもんだ。

　――はァん……。

　こいつ、ちゃんと自分のやってることわかってんだな。自分が周りにどう見えて、どう見られてるか、ちゃんとわかってる。なんだよこんちくしょう、よけい興味出てきちゃったよ。

　だから、にんまり笑って答えてやった。

「おもしれーよ」

「……嘘うそつき」

「嘘うそじゃねーよ！　なんで？　おれ、楽しいぜ！」

「なんで」

「なんでって、そりゃこっちが聞いてんだよ！」

「ねこは……愛想、ないし……返事もしないし……お、お礼だって……ろくに……言わないし……」

「んー……」首をひねる。なんでだろうな、えーっと……「だからじゃね？」

　丸まる鍋なべねこの眉まゆがわずかに寄る。

「……だから？」

「いままでおれの周りにあんたみてーな奴やついなかったもん。みんなもっと簡単に笑ってくれるんだ。けどあんた、ちがったんだよ。なっかなか思い通りになんねーのな」

　丸鍋ねこ改造計画。

“〝笑わせよう計画オペレーシヨン・バスターキートン”〟。

“〝恥ずかしがらせよう計画オペレーシヨン・ホワイト”〟。

“〝キュンとさせよう計画オペレーシヨン・アカイミハジケタ”〟。

　そのすべては失敗に終わった。

　そして、残る“〝怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマー”〟も望み薄のまま潰ついえようとしている。けれど、リクの胸で燃えさかる火はいっこうに弱まる気配を見せなかった。――それはなぜか？

「こんな相手初めてなんだよ。あんた手て強ごわい！　おもしれー！　おれさ、嬉うれしくなってきちゃってさぁ、だからかな、いくらやられても、よォし次こそなんかやったるぜって気分になんだよ。それに、手て応ごたえゼロってわけじゃねーしな。ほらいまだって。こうやって喋しやべってくれてるだろ」

「なんで……こんなことするの？」

「うん？」

　丸鍋ねこはすううっと息を吸って、少しだけ息を止めて、視線を落とした。

「……ねこに構ってくれたって、何もないもの。あなたは、ちっとも、得しない。お金ももらえないし、褒められもしないし、何も、何も、ない。なのに、なんで」

　うじうじ言葉を重ねる丸鍋ねこを見ていると、なんだかまたイライラしてきた。

　――ん？　なんでおれイライラしてんだ？　なんだっけ。こういうの。あったよな。えーと……。

　心のなかで辞書を引く。

　この気持ちを表すのに、難しい言葉はいらなかった。たった一言だけでよかった。その言葉を、探す。

　ああ、わかった。

　見つけた。

　そう――

　つまんねえ、だ。

　なんでそんなにつまんねえことを言うのか。得がどうだのお金がどうだの、そんなことでこの自分が動くと思われているのが癪しやくだった。いや、たしかにお金は好きだけど、褒められるのも大好きだけど、けど、ちがう。そんなものはまやかしだ。自分が大切にしているのは、そんなものじゃない。

「あのな……」

「っ……」

　丸まる鍋なべねこが身を引いて、ふといまの状況に気がついた。考えるのに夢中で、知らないうちに顔が触れるか触れないかのところまで詰め寄っていたのだ。

「あ、わり、」



「――犯罪者発見ッッ！」



　唐突に声を投げつけられて、リクは振り向く暇ひまも与えられずにいきなり後ろから羽は交がい締じめにされた。

「おあっ！　だ、誰だれだこの野郎！」

「――こんな昼間っからいったい何をやらかそうとしてるのかしらっ？」

「そ、その声は……」

　彼女はマシンガンの勢いでまくしたてた。

「こんにちはあたし蘭あららぎひょう16歳黄こ金がね橋ばし学園高等部二年好きな科目は国語趣味は豚を飼うことスリーサイズは上から82・58・84よろしくお願いしますねっ！」

「スリーサイズとか自己申告してんじゃねえっ！」

「なっ……き、聞きたくないっていうの？」

「なんで動揺してんだお前」

「それにしても偶然ってあるものなのよね。たまたまあたしがこの公園通りかかったら、あなたがこんな暴漢まがいのことしてたなんて」

「たっ……たまたま通りかかるとかあるかァッ！　おま、五限目はどしたァ！」

「あなたに言われたくないんですけど？」

「……その通りですね」

　こいつ、付けてきてたな。ちょっと後ろ見てみたら昴すばるとチカもいやがるし、くそ、いつからだ。全然気づかなかった。ていうかお前ら全員授業サボリですか。

「何してたんだか知らないけど、さ、戻るわよ。戻ってさっそく百叩たたきの刑百連発」

「なに？　おれ一万回叩かれるの？」

「――を百日にわたって」

「いやあああ！　いやちょっと待ってひょうマジで！　おれ、まだこいつに言いたいことあんだって！」

「しーらーなーいー！」

　細腕にもかかわらずひょうの力は強い。抵抗もむなしくぐいぐい引き離されていく。しかも、だ。

「ほら、ほらぁ！」

「ぐっ……」

　やべ、背中に、なんか、あ、当たってるぅぅぅ……！　やめてひょう。これ以上おれを困らせないで。ああ、柔らかいのはダメっ！　丸いのもナシっ！　お願い。オトコノコからのお願い……！

「……じゃなくて！　おい！　こら丸まる鍋なべねこォ！」

　ともすれば現行犯逮捕の場面だったけれど、それでもリクは懸命に叫さけんだ。

　丸鍋ねこの、深い色をたたえた瞳ひとみが不安げに揺れる。かまうもんか。おれは持ちこたえてるぞ。まだ終わっちゃいない。さあ続きといこうじゃねーか。たとえ羽は交がい締じめにされていようとも、ろくに身動きがとれなくとも、いまこのときだけは、おれとお前のガチンコだ。１ｏｎ１ワンオンワンなんだ。いまさら逃げるなんて言わせねェぞ。さあこっちを向け、丸鍋ねこ。

「お前さあ！　これでいいのかよ！」

「…………っ」

　彼女はもう動揺を隠そうともしなかった。揺れているのは瞳だけじゃない。いままで波一つなかった心に、すべてを流し尽くす大波が生まれようとしている。

　丸鍋ねこは突然胸ポケットからサングラスを抜いた。おぼつかない手つきでつるを開き、そのなかに飛び込むようにして装着する。

　リクはピンときた。

　あのグラサン。

　あれは、ファッションなんかじゃなかった。サングラスはつけた人間の目め許もとをわからなくさせる。どこを見ているか、どんな目をしているかをわからなくさせる。目は口ほどにものを言う。一番お喋しやべりな目を覆うことによって、自分の内面が表に出るのを防ぐ。そんな効果を、サングラスは持っている。

　すなわち――丸鍋ねこはいま、必死に自分を落ち着けようとしているのだ。

　けれど、いまは落ち着くべきところじゃない。ああちがうとも。ゲロは吐いちまった方がラクなんだ。吐け。全部吐き出しちまえよ。溜ためてるモン全部、そう全部だ。それで、そのあと笑え。満面の笑みで笑ってみせろ。おれは――その顔が見たくてたまらない。

　心の赴おもむくままに、リクは言葉を吐き出した。

「だってもったいねーじゃねえか！　ほら！　見てみろこの空！」

　天を振り仰ぐ。雲一つとてない澄み渡った青が、そこにはある。熱気を孕はらんだ風が吹き抜け、木々をざわめかせる。この夏はきっと世界の果てまで続いている。

「どうだ！　バカみてーに青いだろ！　そんだけでさあ、なんかウキウキしてくんだろ！　どうする？　何やる？　おおおテンション上がる！」

「……やめ、て」

「そうだ釣り行くか？　あああ思い出しちまった、あんの釣り上げたときの手て応ごたえ！　ちびっちょい魚でもたまんねーんだよなあ！　そうだルアー作ったことあるか？　ねーだろ楽しいんだぜ？

　あっ、泳ぎに行ってもいいなあ。おれは海よりダンゼン川だな。デカい石抱いてさ、深さ３メートルくらいのとこで沈むんだよ。そんで息続くあいだ川の底歩き回るのな。別世界だぞ。あ、もち海でもいいぜ？　おれウニ獲とれるとこ知ってんだ！　見つかったら犯罪だけどな～っ」

「いや……」

「そうそう、あそこの製紙工場とかどうよ？　おもしれーぞー？　太い銀色のパイプがこう、縦横無尽にビシィッ！　ドシュウッ！　シュバシュバァッ！　って走っててな……ああもう！　燃える！　そんだけで燃える！　ときめく！　これぞ男のロマン！　おれ一回忍び込んだことあんだよ。なかに、すっげーでけえロールあんの！　きっとあれでガリバーが尻しり拭ふくんだぜ。いやメチャメチャ臭ェんだけどさー、そのうち慣れてくんだこれが。あっ、さすがに女の子誘って行くとこじゃねーなこりゃ」

「……やめてっ」

「やめねーよ！」

　誰だれがやめるか。

「だってさあ！　こんなにさあ！　楽しいことばっかりなんだぜ？　なのにさ、なんかつまんなそうな顔しちゃってさァ！」

「や、やめてって、言って、」

「うっとうしいと思ってるか？　でもおれ、イヤなんだよ！　おれの周りで誰かがつまんなさそうな顔してるの！」

　彼の中には一つの信念がある。

　とても、とても単純な信念が。

　すなわち――

『おれの周りにいる奴やつは、一人残らず楽しくあるべきだ』

　おれの前で凹へこむなんて、悲しむなんて、そんなのは許さない。泣くなんてもってのほかだ。おれの前ではみんな笑顔でいるべきなんだ。

　なのに、こいつときたら。

　いったいなんだっていつもいつもおれの前で辛しん気きくさい顔してやがるんだ。はっ、おれの周りにいるんだったらな、さっさと笑っちゃえよ。さっさと楽しい気分になっちまえばいいんだ。あん？　ワガママ？　だろうな。そうさ。そうとも。だからどうした？　ワガママで何が悪い？

　みんな笑顔で何が悪い？

「――だから、うっとうしいって思われたって構わねーよ！　ぜってー、ぜってーいつか笑わせたり怒らせたり笑わせたりビックリさせたり笑わせたりあとえーとえーと……とにかくっ、なんかイロイロしてやるからなあっ！　見てろよ覚えてろよおっっ！　待て次号ォォォォッッ！」

　ずりずり引きずられながら好き勝手ギャンギャンわめいていると、丸まる鍋なべねこはとっさに胸を押さえてうつむいた。

「…………っ」

「お？　おい、おいおい大丈夫か？　ひょう、ちょっと放せ、あいつ――」

　心配したリクの声を、丸鍋ねこの声が遮った。

「何もっ……！」

　初めて聞く声だった。リクの作ったわずかな亀き裂れつから何かがすさまじい勢いで噴き出そうとしている。

「何もっ！」

　言葉の一滴一滴がマグマのようにしたたり落ちて、そのたびに声はさらなる熱を帯びていく。

「何も知らないくせにっ！」

　丸鍋ねこはキッと顔を上げた。強い、憎しみめいた視線がリクにぶつけられる。

　こんな彼女は見たことがなかった。小さな肩を震わせ、拳こぶしをかたく握りしめ、燃え立つように眉まゆをつり上げて相手を睨にらみつける。吐き出す言葉はまるで火竜の吐息のよう。

「わっ、わたしがっ……！　どれだけっ……！　我慢してるとっ……思って……」

　そこが臨界点だった。

　硬質の表情が――ふにゃりと崩れ落ちた。

「あ、う、ううっ」

　みるみるうちに瞳ひとみが潤み、怒りと悲しみがないまぜになっていく。

「お、おい、何もそんな、泣くことねーだろ」

　とまどうリクの横を、小さな何かが突っ切った。

「――ひっ、姫様ァ――――――――――――――――ッ！」

　おわ、この野郎！　もう来やがった！　舌打ちするリクを尻しり目めに、アリクイは傍はた目めにもわかるほど血相を変えて丸鍋ねこの元に飛んでいった。顔のところどころに黄色いものが付着していたので、直前まで羊よう羹かんをむさぼっていたらしい。だが、いったいなにをそんなに慌てているのか――そんなリクの疑問は、思いもかけぬ真実によって打ち破られる。

「姫様！　どうかお鎮まりください！」

　ちびアリクイが彼女の肩にとまろうとした――そのときだった。

「！」

　信じられないことが起こった。

　丸鍋ねこの身体からだから、カッと光が迸ほとばしったのだ。

　かけていたグラサンが吹き飛んで宙を舞った。

　肩といわず腕といわず足といわず、全身から、まるで身体からだの内に秘めていたかのように、見ほれるような極彩色の光が溢あふれ出した。

「ふぼあっ！」

　ちびアリクイはあえなくその光に弾はじかれた。

　と。

　突然闇やみのヴェールが世界を覆った。

「な、なんだよこれ！」

　とっさに真っ暗な空を仰ぐ。太陽は……あれか？　星一つない夜空にかろうじて見える丸い輪郭。それだけ。

　とまどうリクたちに追い打ちをかけるように、世界はさらなる変容を見せる。ふいに光が差し、明るさが戻ったかと思うや、色が次々に変化していく。夕焼けのような赤色、フィルターを張ったような緑色、そして海に潜ったときのような青の景色。最後にはすべてがマーブル状に溶け合い、景色の何もかもが歪ゆがんで、もはや現実ではないどこか――そう、まるで四次元空間にでも放ほうり込まれたかのようだった。

「……なにが起こってんだよ……おい、おい！　アリクイ！」

　さきほど弾かれたアリクイは、リクの足あし下もとに転がっていた。つま先でつつくとやにわにガバッと跳ね起きたが……。

　なぜかその瞳ひとみには、いままでにない殺気がみなぎっていた。

「……おい」

　二の句を継ぐ暇ひまさえもなかった。奴やつの周囲に小さなヘビのような電流が無数に走るや、

「かあああああァァッッ！」

　奴は、特大の電撃をリクに向かってぶっ放した。

「うわああッッ！」

　思わず顔をかばったが、いつまでたっても電撃は襲ってこなかった。もしや痛みを感じる暇もなく死んでしまったのかとにわかに不安になり、腕を解といてみると――

「……なんだよ、これ」

　視界を極彩色の光が埋め尽くしていた。うねってぶつかって、まるで波のような光が、足下からすり鉢ばち状に噴き上がり自分を囲んでいる。さっき丸まる鍋なべねこを包んでいたものと同じように思える。

　もう何が起こっているのか見当もつかなかった。

「まに、あわ、ず……か……」

　光の向こうに、アリクイの消沈した声が聞こえた。

「おい！」

　訊ききたいことは山ほどあった。あの光はなんだ？　なんでいきなり夜になったり色が変わったりしたんだ？　お前はなぜいきなりおれを襲った？　なんでおれもこんなことになってる？　疑問がいっぺんに押し寄せてきて口がつっかえる。もどかしくてならない。

「ついに……やってしまった……」

「やってしまった？　なんだよ！　どういうこったよ！」

「いったい……なんのために逃げてきたというのか……。こちらの世界ならば……生き抜くこともできようと……そのはずが……！」

「おい！　答えろよ！　聞いてんのかよ！　イミわかんねーよこれ！」

「……お好きになさればよろしい」

　ようやく返ってきた声はひどく冷たいものだった。

「僥ぎよう倖こう……と言うのでしょうな。少なくとも貴方あなたにとっては。いえ、こんなものは、どなたにとってもまたとない機会と言えましょう……。さあ、存分に……」

　そのへんでアリクイの声はかき消え、代わって別の声がした。

『さあ……』

　ぎょっとした。

　しわがれた、死に際の老人のような声。聞く者をそのまま冥めい府ふへと引きずり込んでいってしまいそうなおどろおどろしい声だ。

　と、目の前の光が突然、モーセが海を割ったときのように裂けて、前に向かって一直線に吊つり橋ばし状の道を作った。

　その先には――彼女がいた。

　炎のような光に包まれて、ふわふわと浮いている。



    

  
    
      



    

  
    
      　一目でおかしいと知れた。

　とっさに思い浮かんだのはマリオネットの人形だった。まず首が据わっていない。四肢からもまるっきり力が抜けている。両の瞳ひとみは開かれてはいたもののどこも見てはいず、やがてその唇がうっすらと開かれて、

　ああ、

　信じたくなかった。

『なんなりと……言うがいい……』

　声は、その口から聞こえていた。



『　……一つだけ……お前の望みを叶かなえてやろう……　』



　　　＊＊＊



『禍まが姫ひめ』と。



　いつしか己はそう呼ばれるようになった。



　幼い頃ころは何の魔力も持たない子供だった。すさまじい魔力を持って生まれた妹に比べ、自分は何の素養もなかった。

　これは奇妙なことだった。魔力の量は百パーセント血で決まる。偉大な始祖の血が流れている自分は、本来ならば優れた魔力を持って生まれてくるはずだった。だからよく陰で『腹の中にいるときに妹に魔力をすべて吸い取られてしまった』だの『拾われた子』だのと言われていたものだ。

　けれど、それはちがった。

　忘れもしない11歳の誕生日、己の魔法は急に発動した。

　魔法というにはあまりにたちの悪い、そしておそろしく使い勝手の悪いシロモノ。

　長ったらしい名前を憶おぼえてはいない。だがその効果は呆あきれるほどわかりやすく、『自分の心を揺らした者の願いを一つだけ叶える』というものだった。

　初めてその恩恵を被こうむったのは、自分にプレゼントを渡してくれた召使いの男の子だった。彼はこう願ったらしい。



『強く、なりたいです』



　らしい、というのは、魔力が発動しているあいだ、自分の意識は完全に飛んでいて、何が起こったかは目覚めるまでわからないからだ。

　目覚めてみると、城内の様子は一変していた。あらゆるものが破れ、破壊され、まるでいましがたまで戦いをしていたかのような惨状だった。

　原因はあの召使いの男の子だった。

　事が起こるまで、誰だれが信じただろうか。

　彼の願いは現実のものとなったのだ。

　彼は強くなった。それも、強くなりすぎた。

　サルにも勝まさる矢のような速さで城じゅうを飛び回り、硬い壁を素手でむしり取り、床に穴を開け、人間を胴からちぎり――破壊の限りを尽くして、最後は窓から飛び出していったらしい。

　なんということ。

　急に恐ろしくなった。

　先祖代々の血は、まぎれもなくこの身に受け継がれていたのだ。それまでずっと己の内でなりを潜めていた魔力が、ついに爆発した瞬間だった。



　人の願いを叶かなえる魔法。

　誰の願いも、どんな願いも、たちどころに叶えてしまう魔法。

　危険だった。

　危険すぎた。

　一般の魔女ならばとうに葬られていたことだろう。だが名家の第一息女ともなればおいそれと殺すわけにもいかない。家柄という鎖はこんなところでも己を縛りつけた。

『幽閉』との判断が下るまでに、長くはかからなかった。

　城の奥の奥の奥深くの小部屋に閉じこめられ、己は籠かごの鳥となった。

　静かで、退屈で、どうしようもなくひとりぼっちだった。

　人と会わないせいで、声を出すこともほとんどなくなった。世話役のじいが一日に二度の食事を持ってきてくれたときに、ほんの二言三言交わすだけ。

　悲しみにくれる一方で、その扱いをすぐに受け入れた自分に少し驚いてもいた。こうやって、この小さな窓からずっと同じ風景を眺めながら一生を終えるのだろう。だって自分は、それほどに重い業ごうを背負ってしまったのだから。

　外の話を、いつも少しだけじいから聞く。

　あの召使いの少年は、その後魔術師の集団に取り囲まれて殺されたらしい。

　そんな話を聞くたびに、己は外に出てはいけないのだと強く強く自分に戒めていた。

　だが――

　いつからだろう、噂うわさをかぎつけた連中が現れ始めたのは。

　どんな願いも叶えてくれる魔法。

　その誘惑に引き寄せられ、彼ら彼女らは入れ代わり立ち代わり己の周りに姿を現した。名乗る名はどれも聞き覚えのあるものばかりで、皆城の厳重な警戒網をどうにかしてくぐり抜けてきたらしい。話す相手ができたのは嬉うれしかったが、おいそれと喜んでいるわけにもいかなかった。というのも、みんなみんな、目的は一つだったからだ。

『どうやってこの小娘を揺さぶってやろうか』

　それだけだった。

　一流の魔術師は口も上う手まいのだ。彼らは言葉巧みに心の隙すき間まに入り込み、己をかき乱した。そのせいでときに笑い、ときに怒り、ときに泣いてしまう。そのたびに彼らはまんまと願いを叶かなえ、そして去っていった。

　ある者は世界で一番の魔力を望んだ。

　ある者は世界の王たることを望んだ。

　ある者は敵対する種族の抹殺を望んだ。

　誰だれかが願いを叶えるたびに世界は壊れていった。素朴な願いなど一つたりとてなかった。誰もが汚い欲望を持っていて、誰もがそれをそのままの形で叶えようとした。人間はかくも醜みにくいものなのだと、ようやく教えられた。もう誰も信じられなかった。食事を運んできたじいさえも拒絶した。

『禍まが姫ひめ』と。

　いつしか己はそう呼ばれるようになった。

　それは不条理の別名だった。己は何をしたわけでもない。持って生まれたものがこれだっただけだ。禍わざわいを欲したのはあなたたち自身ではないのか。言いたかった。言ってみた。小さな小さな部屋の中、その声は誰にも届かずに消えた。

　そんなある日、真夜中にじいが訪ねてきた――にわかには信じられない話をひっさげて。だんな様はご決断をなされました。そう、じいは静かに告げた。

　死刑の決定。

　三日後の朝、父王自身の手により、娘を葬ることとする。

　衝撃は大きかった。

　あの……優しかったお父様が。

　父に殺される自分など想像もつかなかった。なにしろ慈悲を絵に描いたような人だ。決断を下すまでに過ごした日々はどれほど苦しかったことだろう。それを思うとどうしても父に殺されるのは嫌だった。自分のためにではなく、父のために。愛する娘を手にかけた父はおそらく生涯、自身を責め抜くことになるだろう。こんな出来損ないの娘にも愛情をかけてくれた彼のためにも、殺されるわけにはいかなかった。

　だから、じいにお願いした。

　私をどこかに連れていって、と。

　私を知る人のいないところに、連れていって、と。

　そして、それは叶った。

　世界に風穴を開ける禁呪中の禁呪。無理に無理を重ねて魔力も尽き果て、ついには人の身とすら引き換えてまで逃してくれたじい。彼への恩はとうていすぐに返せるものではない。



　不思議な穴をくぐって辿たどり着いたのは、知らない世界だった。

　建物が信じられないくらい高かった。あれは、びる。

　白くて大きな塊が低い音を立てながら行き交っていた。あれは、くるま。

　まる一年かけて、色々なモノの名前を覚えていった。

　学校にも入った（昼間に外を出歩いていると周りが変な目を向けてくるのだ）。けれど、周りの生徒たちとのつながりを持とうという気はさらさらなかった。みんなが恐ろしく見えた。ときどき近づいてくる人たちもいたが（多くは男だった）、みんなこの身に宿る魔法が目当てだとしか思えなかった。知っているはずはないと思いつつも、ひょっとしたらどこかで知ったのではないかという疑問が拭ぬぐえなかった。幽閉時にいやというほど見せつけられた人間の醜みにくさが、根強い恐怖となって己の心に居座り続けていた。だからそんなときは、心をかたくなに閉ざしてじっと耐えていた。何を言われても、何をされても、こちらが何も返さなければ、彼らはそのうち興味をなくして去っていってしまう。そうやって逃げ続けた。

　けれど、彼だけはちがっていた。

　春はる田たリク。

　どんなにそっけなくしても、どんなに無視しても、彼はやってきた。高くて厚くて頑丈な心の壁をなんとかして乗り越えようと、やっきになっているふしさえあった。たまに落ち込んでいるときがあるかと思えば、翌日にはケロッとして懲りもせず顔を出す。いったい何なのだろう、なんて思いながら、少し嬉うれしくもあり、でもやっぱり疑いを捨てることはできなかった。

　だから、感情が振り切れた瞬間、やっぱり、と思った。

　結局こうなってしまった。彼もきっと他ほかの人と同じように、私の身に秘められた魔法が目当てだったのだ。願いを叶かなえたら、やっぱり他の人と同じように私はお払い箱になるのだろう。

　もう誰だれも信じられない。近づいてくる人なんてみんなうそ。優しさなんてどこにもない。この魔法ときたら、他ひ人との願いは叶えるくせに、自分の願いはなにひとつ叶えてはくれないのだ。ただ平穏に暮らしたいだけなのに、それさえも叶わない。今度はいったい……どんな災厄が待っているのだろう。

　ああ……、

　もう、目を覚ましたくないな……。

　ゆっくりと、意識が浮上する。

　深い深い水の底から、光差す世界へと。

　黒一色だった視界に、色が広がっていく。

　苦しい。

　なぜ。

　なぜ、私はひどい世界を見続けなければいけないの。

　嫌なの。

　もう、嫌。



「――――」









　　　　　桜が、降っていた。





「…………」

　たおやかに、ゆるやかに、舞い踊るように。

　薄桃色の花びらが、数え切れないくらいに、いくつもいくつも、ひらひら、ひらひらと。

　夢を見ているのかと思った。

　手のひらに舞い降りた一つを指で撫でてみる。しっとりとした手触り。そこにはたしかに、花びらがある。



    

  
    
      



    

  
    
      　上を見上げた。

「あ……」

　満開の桜の木が、そこにはあった。

　降り降りてきた花びらが、頬ほおや額をゆるやかに撫でていく。

　肌で感じるのは初夏の陽気。

　なのに。

　まるで幻想の世界だった。

　桃色の雨の中、はしゃぐ彼の姿があった。

　手を思い切り広げて、子犬のようにぴょんぴょん飛び回っている。いったい彼は何を叶かなえたのか。

　元に戻った自分に気づいて、遠巻きにしていた白しろ崎さきチカがおっかなびっくり近づいてきた。

「もう、だいじょうぶ……なのかな？」

　自分はこっくりと頷うなずいて、

「これ……」

「ああ、ってことはねこちゃん、リクが何願ったか知らないんだね」

　そういって、チカはにわかにいたずらな笑みを作った。



　　　＊＊＊



「願いって……」

　リクは激しく首をひねっていた。様子がおかしくなって、それで何を言い出すかと思えばいきなり願いを叶えてやろうときたもんだ。

「う～ん……そんな急に言われてもなあ……」

　あれがしたい。これがしたい。色々あったはずなのに、とっさのこととなると意外なほど何も出てこない。そもそも状況からして異常なのだ。マーブルの景色はまるで風ふ呂ろの栓を抜いたように上から少しずつ元に戻りつつあるが、それでも落ち着かないことに変わりはない。

「う～ん……」

　なんとなく見上げた視界には、お前生まれてこのかた一度も悩んだことないだろうというくらいの青い青い空。そして、爽さわやかな緑をふさふさと茂らせた葉桜。春はアホみたいにピンク一色だったのに、いまやすっかり気取っちゃって初夏のおめかしなんかしている。

「…………」

　ふっと思いついたのは、まったく関係のないことだった。

　すなわち――

『“〝カッコイイ”〟って、いったいなに？』

　ということだ。

　思考があさっての方向に飛んでしまうのは、おそらく現実逃避もあるだろうが――ともあれ、カッコイイとはなんぞや？

　ひとくくりにカッコイイといっても色々ある。ジャニーズ系の男の子を見てはしゃぐコもいれば、偏屈なじいさんに憧あこがれる奴やつもいる。スーツをびしっと着てる女の人だってカッコイイし、とび職の人が穿はいてるあのだぼっとしたズボンだっていい感じだ。それは何も人に限ったことじゃなく、例えばライオンなんかもそう。ティラノサウルスだってカッコイイし、スポーツカーだってパワーショベルだってカッコイイ。カッコイイ言葉、カッコイイ音、カッコイイプレー。なにひとつとして同じものがない。基準なんてほとんどないようなものだ。カッコイイって言葉は、ずいぶんと節操がない。

　……なんてことを思いながら、ぼんやり口を開く。

「いまさあ、夏のイッコ手前じゃん」

　○○とは何か。よく考えることである。けれど、ない知恵絞って考えたあげく、着地するのは結局たいしたことのない結論だったりする。なら最初から考えなければいい。そう、考えなくていいのだ。

　カッコイイなんてまさにそう。こんなもの、ただのフィーリングじゃないか。だからもっとバカになっていいのだ。何も考えないで『カッッケェ――――――――ッッ！』、これでいいのだ。人とちがっててもそれがどうした。むしろちがってて当たり前なのだ。わかってもらえないからといって気にすることはない。

　……けれど。

「木とかさ、芝生とかさ、山とかさ、どこもかしこも緑一色だよなあ。そういうのも好きなんだけど……もし、さ」

　けれど、ひょっとして、わかってくれる奴がいたら？

『おお、それわかるわかる、オレも同じこと考えてた！』って、言ってくれる奴がいたら？

　そしたらそれは、すごく嬉うれしいことだ。おんなじものを見て、おんなじふうに喜べる人が一人でもいたら、すごく楽しいじゃないか。

　だから、だろうか。ふつうに言い切ってしまえばすむところを、こうやって窺うかがうように訊きいてしまうのは。

「――もし、この緑一色の中にさ、一本だけ桜チョー満開で咲いてたら、



　　　　　……かっこよくね？」



　　　＊＊＊



「――だってさ」

　話を聞いて、丸まる鍋なべねこは絶句していた。

　この景色を見ても、まだ信じられないでいた。

　そんなバカな願いがあるだなんて。

「おーい、おーい、どうしたの固まっちゃって？」

「……うそ」

「うそ？」

「そんなはず、ないもの。どれだけ口できれいなこと言ってても、願いが叶かなうって言われたら、誰だれもこんなきれいなものを願わない。私、知ってるもの」

「あー、そうかもねぇ」

　チカはにやにやと笑った。

「でもね？　ねこちゃんは大事なことを忘れてるよっ」

「……？」

「いっつも思ってるんだけどぉ、リクってさ、ほんっ……っと、」

　きれいな顔でくしゃっと笑って、

「バッッッッッッッッッカなんだよね！」

「――――っ」

　なぜだろう。急に何かがこみ上げてきて、思わず涙がこぼれそうになった。

　どの感情なのか、自分でもわからなかった。

「だから、ねこちゃんも楽しめばいいんだよ。リクといると楽しいよ？　何も参加しろっていってるわけじゃなくて、ただ横で見てるだけでもいいの。それだけでおもしろいんだから」

　そう言うと、チカは勢いよく立ち上がって、一歩、二歩、そして走り出す。

「リクぅ、わたしも交ぜて～！　交ぜて交ぜて交ぜて～！」

　バカ、なんて言い放っておきながら、嬉うれしそうに駆けていく背中。

「――――」

　花散る中で、踊り遊ぶ彼らの姿。

　それは桃とう源げん郷きようにも似た、幸せの景色。

　はしゃぎ、手を叩たたいて、ただ笑う。

　そのうちの一人が、こちらを向いて、また笑う。

「お前、すげーな！」

　向日葵ひまわりのような笑顔。

「言ったらホントになっちまったよ！　お前、すげーな！　すげー奴やつだったんだな！」

　こっちが言いたかった。

　こんな願いがあったなんて。

　絶対的な力でもなく、世界の覇権でもなく、もちろんお金なんかでもない。こんな、こんな願いが。

　彼の名前はたしか、そう、春はる田たリク。

　桜が咲いただけで、ただそれだけで、なんて嬉うれしそうに。

　私は、もう少しだけ人を信じてみてもいいだろうか。そんなことを考えてしまう。

　ふと、ある風景を思い出した。

　春。入学式。校門を抜けた、この学校の坂道で。

　いっぱいに咲き誇る桜木に、見とれていた。

　そこで、誰だれかに声をかけられた。

『きれいだなあ』

　同じことを思っている人がいて嬉しくなり、振り向いたまではよかったが、すぐに自分は嬉しくなってはいけないことを思い出しとっさに顔を伏せてしまった。そのまま相手の顔もろくに見ないで逃げてきてしまったのだけれど、それがいまとなっては悔やまれる。名前も顔も知らない男の子。誰だったのだろう。いまなら素直に言えるのに。



「……きれいね」



　桜が舞っているだけで、ただそれだけで、世界はなんて美しく見えるのだろう。本当はちがうことはよく知っているけれど、いまこのときだけは、そう信じさせてほしい。ああ、なんて。



「ほんとうに、きれいね」



　　　＊＊＊



「交ぜて～！　交ぜて交ぜて交ぜて～！」

　桜の木の根本から、チカが走ってやってくる。こうして見ると年相応だ。リクはまるで父親のような気分になって手を広げる。

「よおし来いー！　パパが相手してやるぞー！」

「わあいっ、これでパパが５人になっちゃった～！」

「…………」

　なんか、あまり知りたくないことを知ってしまった。

「あ、そうそうリク。アレ、もう使い終わったんでしょ？」

「アレ？」

「ほら、デジカメ」

「デ、」

　……デジカメ！

　ぎゃあ！　思い出した！

　あのクソアリクイにやられてぶっ壊れちまったんだった！

　血液が下に降りていく。頬ほおが急激に冷たくなっていくのがわかる。夏なのに。暑いのに。

「…………っ」

　ブレザーのポケットを撫で回す。どうしましょうああどうしましょう。撫でてるうちに直ったりしないかな？

「……あの、あのね？　ちいたん？　ちょっと聞いてくれるかな？」

「なぁに？」

　……ガッ！

「あっ！　やめろ昴すばる！　何をする！　あっあっやめてあああっ！」

「…………ほう。様子がおかしいと思ったらこういうことか」

　昴の手には、リクのポケットからむしり取ったデジカメ（だったもの）がしっかりと握られていた。

　アウアウとオットセイみたいに呻うめくリクを尻しり目めに、昴はこれ見よがしにそいつを周りに見せつけた。

「うむ。完全に壊れてるな」

「へー……そぉいうことぉ……」

　人に貸したデジカメが不燃ゴミになって返ってきたのだ。そりゃ怒らないわけがない。しかしリクに向けられたチカの顔は、完かん璧ぺきな営業スマイルだった。

「あれれ？　どうしたのリク？　真っ青な顔しちゃって（チャリッ）」

「あっ、あれれっ？　どうしたのかなちいたん？　真っ青なダイヤの指輪なんて嵌はめちゃって？　お次はピンクのダイヤの指輪なんて嵌めちゃって？　さらにアレキサンドドドドドドドウシタノ４ツモユビワシチャッテイイイイイイッタイドウスルノッ！」

　チカはにこやかに宣言した。

「はーい、じゃあ今日はぁ、ちいがおいしい挽ひき肉にくの作り方を教えちゃうよっ☆」

「おがああああああごめんなさいいいいいいいいい！」

　殴られる前から拝み倒すリクである。

　そこに、昴がしみじみ言った。

「結局……失敗だったな」

「ごべんなさいいいい！　え？　何が？」

「怒らせよう計画オペレーシヨン・トールハンマー」

「あ、そ、そうね」

「ほら、見てみろよ」

　ちらと桜の木の下に視線をやる。つられてリクも目をやる。そこには丸まる鍋なべねこがいる。



「あのコ、笑ってる」



「…………」

　へえ、笑うとあんな顔するんだ。

　心に暖かいものが満ちる。

　あのときとはまたちがう。髪には桜の花びらがいくつも落ちて、模様を作る。こんなに優しい瞳ひとみをしていただなんて。薄桃色の唇を引いて、頬ほおを少しだけゆるめて、その笑顔はふんわりと花よりも甘く香る。

「……失敗かあ……。ま、いーんじゃねーの？」

「いいのか」

「いいんだよ」

「そうか」

　納得したように頷うなずく昴すばる。

　幸せそうにこちらを眺める彼女に、リクは思いきり手を振る。

　お前も来いよと。

　そう呼びながら。



    

  
    
      


あとがきという名の実験場



　とある作家＆編集の会話　～ＭＦ文庫Ｊ編集部議事録より抜粋～

「――何？　コメディ？　ふん、御ご免めん被こうむりますな。私はシリアスが書きたいのです」

「ほほう？　わけを聞こうか」

「……貴様に語る言葉などないっ！」

　ぐしゃっ！　めしゃっ！

「……わけを聞こうか」

「うフ……ええとでふね、シリアス書くとなんだか頭よさげな感じがするでしょう」

「（あっ、だめだこいつ頭悪い）……うむなるほど」

「そんなインテリな雰囲気を前面に押し出して、私は清せい楚そなお嬢さん方の心をゴシ掴づかみにしたいのです。すなわちモッテモテになりたいのですモッテモテになりたいのです」

「二回言ったな」

「モッテモテになりたいのですだからシリアスがいいのです」

「ほほうそうかそうか。　しかし……キミはどうやら知らないと見える……。モッテモテの黄おう金ごんジャンルはいまやシリアス路線ではなく……コメディだということをなッ！」

「なんですと？（黙考２秒）……いえ、だからね担当さん、何度言ったらわかるんですか？　私さっきから言ってるじゃないですか！　コメディ以外書く気はありませんと！」

「こっこやつ！　ものの２秒で意見を翻ひるがえしおった！」

「おっしゃる意味がよくわかりませんが」

「…………お前には信念とかないのか？」

「ありますとも！　読者の方々にステキなコメディをお届けするという信念がね！」

「（あっ、クズだ）まあいいせっかくだ。そのキラキラした目を買おうではないかね」

「ありがとうございますモテ！」



　という薄汚いやりとりはさておいてですね、つまり何が言いたいかというと、私は彼の言葉を検証する実験をしてみようと思うのであります。すなわち……

『コメディを書くと本当にモッテモテになれるのか？』

　仮説が証明されれば万々歳。しかしもし嘘うそと相あい成なったならば、わたくし七なな位い連れん一いち、担当様の自宅玄関に赴おもむきその場で腹かっさばいて果てる覚悟であります。ということで読者の皆々様、どうぞ今しばらく私の実験におつきあい下さいますようお願い申し上げます。

　ぱこ様。どいつもこいつも可愛かわいく描いていただいてありがとうございます。貴方あなたの絵の愛らしさといったらマジでＭ尿漏れＮ５秒前５です。そして担当様。さあ、本編そっちのけで実験を始めようではありませんか。

七位連一（白装束）



    

  
    
      　著者

　七位連一（なない・れんいち）

　　『地を駆ける虹』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈佳作〉受賞。

　　果物の中ではモモが一番好きです。夏はモモの季節ということで、福島ｏｒ山梨に在住の方どなたかお友達になっていただけませんか。

　　まずは文通から。丸くて甘くてピンク色なのがゴロゴロ入ってるお手紙がいいです。



　イラスト

　ぱこ

　　10／26生 山形県出身 Ａ型

　　調理師なので料理の仕事をしてますが、料理は苦手です。

　　音楽が好きでいつも何か聴きながら作業しています。

　　最近はアニソンやゲームの曲ばかりですが。

　　お笑いも好きなので最近のお笑いブームはとても嬉しいです。個人的にはひげ男爵がお気に入りです。
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